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　三月の校庭に、『仰あおげば尊し』が響ひびく。

　都立陣じん代だい高校は今日、平政二三年度の卒業式を迎むかえていた。

　すでに式自体は終しゆう了りようしているが、スピーカーはしめやかな音色を流し続けている。卒業生の大半も、まだ校内に残っていた。

　しんみりとした面おも差ざしで、三年間を過ごした学舎を見回す男子。互たがいに肩かたを抱だき合って泣いている女子たち。中には清々したと言わんばかりに、晴れやかな顔で背せ伸のびをする不届き者もいる。

　校庭の片かた隅すみで、そんな卒業生たちの姿を見つめながら、市いち之の瀬せ由ゆ加か里りは切なげにうつむいていた。

「……お兄ちゃん」

　小さな声がこぼれる。

　本当ならあの中に、由加里の兄である達たつ哉やもいるはずだった。

「寒……」

　まだ冷たい北風に、由加里はほっそりとした制服の肩をわずかに震ふるわせた。揺ゆれる庭木の桜を、ふと見上げる。

　桜のつぼみはまだ堅かたいが、よく見ればほんの少しだけ薄うす紅べに色いろに染まり始めている。後もう少しで、花の季節を迎えるだろう。だが春の息吹いぶきを感じながらも、由加里の心には浮うき立つものがまるでなかった。

（やっぱり、帰ってこなかった）

　兄の達哉が姿を消して、もう二ヶ月になる。新年早々、僚りよう友ゆうであるアデリーナの招きに応じて旅立った兄。早朝の出しゆつ立たつを、由加里は見送ることさえ出来なかった。

　それ以来、連れん絡らくは全くない。何度メールを送っても、電話をかけても、梨なしのつぶてだ。達哉の無事を証明する物は、何度か家の銀行口座に振ふりこまれた多額の現金のみ。

　泳ぐ視線は、ふと校門へと向けられる。

「由加里ちゃん」

　聞き慣れた声に、由加里は振り返る。笑え顔がおを取り繕つくろうのも忘れない。

「楓かえでさん、それに武たけ村むら先せん輩ぱいも」

　そこにいたのは、二人の卒業生──眼鏡をかけた快活そうな女子生徒と、大おお柄がらで人の良さそうな男子生徒だった。

　牧まき島しま楓と武村健けん司じ。二人とも達哉の友人であり、由加里にとっても何かと世話になった先輩だ。

「卒業、おめでとうございます」

「ありがとう」

　ぺこりと頭を下げた由加里に、楓は卒業証書の筒つつをかざしてウインクする。と、健司がぽつりとつぶやいた。

「由加里ちゃん、ひょっとして市之瀬のことを……」

「ええ、ちょっとだけ期待して待ってました」

　ややさびしげに、由加里はうなずく。

「もしかして卒業式ならお兄ちゃんがひょっこり帰ってくるんじゃないか、そんな気がしちゃって」

「ごめん、無神経なこと聞いちゃって」

「そーよ、ケンちゃんもう少し気を遣つかわないと」

　バツが悪そうに謝る健司の脇わき腹ばらを、楓は肘ひじでつつく。そんな二人の前で、由加里は首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。自分でも都合よすぎるかな、って思ってましたし」

「そんなことはないさ」

　割りこんだ声の主に、由加里は目を丸くする。

「オノＤ先生」

「だからオノＤ言うな──もう一年にも定着してるのかよ、くそ」

　小お野の寺でら孝こう太た郎ろう、達哉や楓たち三年三組の担任教師であり、同時にここ陣代高校のＯＢである。

「まあ、卒業式ってのは特別な日だからな。しばらく見なかったやつが、ひょっこり顔を出すこともあるさ」

「…………？」

　何やらしんみりと遠い目になった小野寺だが、由加里たち三人の不ふ審しんげな様子に気づいて咳せき払ばらいした。

「と、本題を忘れてた。おい、市之瀬妹」

「は、はい」

「これ、預かっといてくれ」

　差し出されたのは、楓や健司のものと同じ証書筒だった。

「これって、ひょっとして」

「ああ、お前の兄貴の卒業証書だよ」

「────」

　しばし由加里は、言葉を失った。

　無言のままそっと手にした筒を見下ろし、そして再び小野寺を見上げた。その肩を、小野寺はぽんと叩たたく。

「いいか、あの馬ば鹿かが帰ってきたらな、そいつで思いっきりぶん殴なぐってやれ。遠えん慮りよはいらないからな」

　教師にあるまじきことを言いながら、小野寺は力強く拳こぶしを握にぎった。それを見た楓まで、大おお真ま面じ目めにうなずきながら自分の証書筒を振り回す。

「そうだね。うん、そうするべきだよ。私もやっちゃう。こう、タッくんの頭を思いっきり──」

「駄だ目めだよ楓さん。どうせ殴るなら縦に振って、この硬かたいところを活用しないと」

　そんな物ぶつ騒そうな言葉が飛び交かう中、不意に由加里の目元から、こらえていた涙なみだがぽろりとこぼれた。

「由加里ちゃん」

「すまん、市之瀬妹。ちょっと調子に乗ってた」

「ええっとだね、もちろん本気じゃなくて──」

　慌あわてる周囲を尻しり目めに、由加里はそっと涙をぬぐう。

「いえ、いいんです、分かってますから」

　その顔に小さな、だが確かな笑みが浮かんだ。

　──お兄ちゃん。

　心の中でそっとつぶやき、由加里は青い空を見上げる。

　──お兄ちゃんが帰るのを待ってる人、ちゃんといるんだよ。
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第一話　嵐あらしの前









　　　　１




　乾かわき切った砂の荒こう野やに、アークジェットの推進音が断続的に響き渡わたった。鋼鉄の足が砂さ礫れきを踏ふみ砕くだく音も聞こえる。

　舞まい上がる砂さ塵じんの中を疾しつ駆くしているのは、暗めのブルーに塗と装そうされた、一機のＡＳアーム・スレイブだった。腰こしから伸のびた巨きよ大だいなスラスタからプラズマの奔ほん流りゆうを撒まき散らし、極きよく端たんな前ぜん傾けい姿勢で地表すれすれを飛ひ翔しようする。

　ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉一号機改。そのコクピットで、市いち之の瀬せ達たつ哉やは正面のモニターをにらむ。

　赤茶けた土と流砂から、いくつもの岩山がそびえ立つ奇き観かん。その情景が凄すさまじい速度で後ろへ後ろへと流れていく。時速三五〇キロを超こえる高速機動の中、達哉は視界の片隅に『標的』を捉とらえた。

　砂さ丘きゆうの向こうからわずかにのぞいているのは、古ぼけた装輪式の軍用車両だ。無線で遠えん隔かく操作された、演習用の移動標的である。

　わずかに遅おくれて一号機のＡＩであるゴーシュが、無機質な合成音声で報告する。

《二時方向距きよ離り三〇〇、Ｔタンゴ７を確かく認にん》

「Ｔ７接近、これよりオシラ４は攻こう撃げき行動に移る」

　記録のため、達哉は口頭でそう告げた。同時にフットペダルを踏みこみ、操縦スティックのボタンを押しこむ。

〈レイヴン〉は、達哉の意図を忠実に再現した。砂礫の大地を蹴けって小さく跳ちよう躍やくすると同時に、右みぎ肩かたの補助スラスタを一いつ瞬しゆんだけ点火。機体の移動ベクトルを直進から、左斜め方向へとねじ曲げる。

　転進は、その一度だけではない。続いて左、右、左左右──目まぐるしくその方向を変え、〈レイヴン〉は地上に雷らい光こうの軌き跡せきを刻む。

　コクピットの達哉は激しいＧに揺さぶられながらも、標的に狙ねらいをつける。彼ひ我がの速度差が激しすぎて、自動照準では捉えきれない。マスターモードを三に変へん更こうし、手動照準を選せん択たく。

　達哉がマスター・スーツに固定された右みぎ腕うでを動かすと、それに合わせて〈レイヴン〉の右腕も動いた。前腕わん部にＡＯＡ方式で固定された散さん弾だん砲ほうの砲門を、移動する標的へと向ける。

　スクリーン上では、軍用車のターゲット・ボックスと散弾砲のレティクルが、目まぐるしく動き回っている。その二つが、ようやく一つに重なった。小さく響ひびくアラーム音。達哉はさらにほんの少しだけ右腕を動かし、トリガーを引く。

　発砲──とはいっても、実際に実弾やペイント弾を撃うったわけではない。散弾砲にセットされた発信器から照射されたレーザーを、標的の受信機が感知したのだ。ネットワーク上で様々な情報と要素を計算し、命中・被ひ弾だんの判定が瞬時に下される。

　マウリッツ・システムと名づけられた、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が独自に開発した演習用の機材だ。今回、システムが下した判定は『命中・撃破』。標的の軍用車は、速すみやかに動きを止めた。

　と、そこで基地の司令部から通信が入る。

『全ターゲットの撃破を確認しました。演習終しゆう了りようです、お疲つかれ様』

「了りよう解かい」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長補ほ佐さであるベルナール・ベルトランに、達哉はそっけなく答える。基地に帰投しようと、ペダルを踏んだ時──

『ああん、もうたまりません！』

　通信機から響く、艶つややかな少女の声。同時にスクリーンの片かた隅すみに、後方から躍おどりかかる影かげが映った。

「やっぱり──」

　とはいえ、達哉も大して慌ててはいない。むしろため息まじりにぼやきながら、操縦スティックを操作した。

「そう来ると──」

　両りよう腰ごしのアジャイル・スラスタが、基部から可動する。右は前方、左は後方と、それぞれクラスタ式の噴ふん射しや口を向けた。

「思ったよ──」

　両側のスラスタが、それぞれ一瞬だけ推進。機体の左右で相反する運動量を与あたえられた一号機は、体幹を軸じくとして瞬時にほぼ一八〇度向き直った。

「菊きく乃の！」

　達哉の叫さけびと共に、一号機は両腕の長大な十文字槍やり──〈ドラゴンフライ〉近接戦せん闘とうシステムを交差させた。真上から唐から竹たけ割わりに振ふり下ろされた刃やいばを受け止める。

『ふふ、お見事です』

　ただ一合の交こう叉さと含ふくみ笑いを残し、斬きりつけてきたＡＳは飛び退すさる。

　達哉の〈レイヴン〉一号機と共通するデザインながら、よりボリュームのある重じゆう厚こうな機体だった。太い両腕で、日本刀を模した長大な単分子カッターを正眼に構えている。

　訓練用のカバーで刃を覆おおっているにもかかわらず、突つきつけられた剣けん尖せんには背筋が冷えるような剣気がこめられていた。

　ＡＳ─１四号機〈イージス・レイヴン〉──オペレータである三さん条じよう菊乃の剣けん吞のんな笑顔が、達哉には機体と重なって見えた。

「いきなり後ろから不意討うちかよ」

『今のは、ほんの挨あい拶さつ代わりですから』

　そう答えながら菊乃の四号機は、もう一ひと振ふりの単分子カッターを抜ぬく。菊乃本来の流儀スタイルである、二刀流の構えだ。

『でも、今からは本気です』

『何が本気だ、バカ者！』

　第三の声が割って入るのと同時に、四号機の上半身が大きくのけぞった。

『きゃあっ!?』

「菊乃!?」

　あやうく横転しかけた四号機だがギリギリでブリッジの姿勢をとり、こらえていた。見れば頭部に、ペイント弾の塗と料りようがべったりこびりついている。

　わざとらしく響く足音を感知し、一号機は振り返った。ため息まじりに、達哉は通信を繫つなぐ。

「おいリーナ、つっこみにしちゃ厳しすぎないか？」

『これぐらいが相応だ』

　スクリーンに映ったのは、赤く塗装された第三の〈レイヴン〉である。右手に構えた長大な破砕デモリツシヨン砲・ガンと、左のチェーンガン、そして両肩の兵装モジュールが、凄まじく攻撃的なシルエットを形作っている。

　ＡＳ─１二号機〈ブラスト・レイヴン〉。一足先に訓練を終えた、僚りよう友ゆうのアデリーナ・ケレンスカヤの機体だ。

　振りかざすデモリッション・ガンの弾だん倉そうには、訓練用のペイント弾が装そう塡てんされている。長距離の曲射砲撃は、マウリッツ・システムでもシミュレート仕切れないためだ。ちなみにいくらペイント弾とはいえ、直撃するとけっこう危ない──というか、もし生身だったら人が死ぬ。

『射撃訓練の最中に、白兵戦を始めてどうする!?　演習のスケジュールは遵じゆん守しゆしろ、このバカ者！』

　アデリーナは激しく怒ど鳴なりつけた。砲身にマウントされた銃じゆう剣けん型単分子カッターの切っ先は、菊乃の四号機へと向けられている。

『そんな……せっかく達哉さんと睦むつみ合う機会ですのに、邪じや魔まをなさるんですか？　いけずです』

『何がいけずだ。いいか、不本意ながら貴様がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員になった以上、こちらのやり方には従ってもらうぞ！　まずはそのテロ屋根こん性じようを、徹てつ底てい的に叩たたき直す！』

『テロ屋だなんて酷ひどいです、アデリーナさん。わたくし、訓練中に相手を真剣で襲おそったりしていませんのに』

　菊乃の思わせぶりな含み笑いに、アデリーナ（の二号機）は、凍こおりついたように動きを止めた。

『……なぜお前が、それを知っている？』

『社長さんから、色々とうかがっていますから』

『クララめ、余計なことを……』

（何やってんだよ、こいつら）

　年とし頃ごろの少女二人の、ＡＳによる口くち喧げん嘩か。呆あきれながら達哉は、もっけの幸いと一号機を反転させる。
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「俺、先に上がるから」

『ちょっと、達哉さん──』

　気づいた菊乃の四号機が、慌あわてて後を追おうとする。だが割りこんだアデリーナの二号機が、ぞんざいに突き放した。

『お前はまだ訓練が残っているだろう』

『そんな……達哉さん抜きの訓練なんて、わたくし昂たかぶれません』




　基地に戻もどった達哉とアデリーナを、風に翻ひるがえる軍旗が出で迎むかえた。鷹たかに剣の意い匠しようは、ラシッド王国陸軍のそれである。

　現在、達哉たちが所属する民間軍事会社ＰＭＣＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスは、ここラシッドのヤラファス陸軍基地に間借りしているのだ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員でスポンサー、かつラシッドの第三王子であるユースフ・アル・ケートリーのはからいによるものである。

「ふー」

　ＡＳ用の格納庫で、駐ちゆう機き姿勢を取った一号機のコクピットから、達哉は顔を出した。額の汗あせをぬぐいながら、機体を滑すべり降りる。

〈レイヴン〉のような第三世代型ＡＳのコクピットは、基本的に完全密閉式となっており、さらにエアコンまで装備されている。これは対ＮＢＣ戦や水中行動、電子機器の保護等に備えてのものだ。

　だがやはり灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくでの作戦行動となると、オペレータにとっては快適と程ほど遠とおい状態になってしまう。

「ご苦労だったな、ほら」

　一足先に二号機から降りていたアデリーナが、ミネラルウォーターのペットボトルを投げて寄よ越こした。ＡＳ操縦服の上半身だけを脱ぬいでおり、汗で濡ぬれたタンクトップが白い肌はだに張り付いている。

「サンクス」

　礼を言った達哉は、まずペットボトルの水を自分の頭にぶっかけた。茹ゆだった頭が冷やされていくような心地ここちよさだ。

　半分ほど注いだところで頭を振って水すい滴てきを撒まき散らし、残った水を一気に飲み干す。ようやく人心地がついた。

「こちらでも確認したが、射撃の命中率が八割を超こえていたな。中々のものだ」

「大したことないって。どうせ、ただの射的だ」

　珍めずらしく賞賛する様子のアデリーナに、達哉はそっけなく答えた。その声には、どこか小暗いものがある。

「君も、ずいぶんと一人前のことを言うようになったな」

「…………」

　そんなアデリーナの言葉に、達哉は急にバツが悪くなった。あからさまに目をそらし、話題を変える。

「──そういや、菊乃はどうしてるんだ？」

「大人しく訓練に戻った」

　露ろ骨こつな達哉の態度に、アデリーナは少しだけ顔をしかめた。とはいえ元々いつものむっつり顔だったため、表情の変化はごくわずかだが。

「君と同じく、移動目標への走行間射撃を行なっている。見るか」

「頼たのむ」

　アデリーナの提案を和解のサインと受け取り、達哉はうなずいた。差し出されたタブレット型ＰＣを、並んでのぞきこむ。リアルタイムで撮さつ影えい中の記録映像なのだろう、やや画像は荒あらいものの、砂漠を駆かける四号機の姿が映っている。

　装そう甲こう防ぼう御ぎよ力重視で機動性を犠ぎ牲せいにした機体ながら、その動きには切れがあり、鈍どん重じゆうさは感じられない。操縦する菊乃の技量だろう。

　ただ──

「……なあ、なんであいつ、あんなポーズ決めてんだ？」

「知らん。わたしに聞くな」

　四号機は太い両腕を、胸の前で傲ごう然ぜんと組んでいた。そのまま機体の腰こしから伸のびた副ふく腕わんのみを動かし、構えたＡＳライフルの砲ほう門もんを次々と標的に向けている。

　画面の下半分に映った各種データの表示を見て、達哉は驚おどろいた。マウリッツ・システムが算定した命中率は、先ほどの達哉を超えている。

「あんな横着な撃うち方で、よくもあれだけ当たるもんだな」

「どうせまた、ＴＡＲＯＳタロスとかいう怪あやしげな装置のおかげだろう」

　答えるアデリーナの声は、どうにも不ふ機き嫌げんだ。

〈レイヴン〉各機には、ＴＡＲＯＳと呼ばれる一種の脳波コントロールシステムが搭とう載さいされている。そのため通常のマスタースレイヴを介かいすることなく、オペレータの意図を機体に反映することが可能なのだ。一号機のアジャイル・スラスタや四号機の副腕といった、人体に存在しない器官の制御には、このＴＡＲＯＳが用いられている。

　とはいえＴＡＲＯＳへの適性は非常に個人差がある。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＡＳオペレータでも、まともに作動させられるのは達哉と菊乃の二人しかいない。

「わたしも一度だけ四号機に乗ってみたが、副腕での射撃はほとんど使い物にならなかった」

「そうなのか？」

　最近は一号機改の馴ならしに掛かかりきりだった達哉には、初耳の話だった。

「まあ、仕方ないんじゃねえか？　ＴＡＲＯＳなしだと機体任せの自動射撃しかできないわけだろ、フランスの〈アルカンシェル〉みたいにさ。弾だん幕まく張ったりミサイルぶっ放すんならともかく、そりゃ当たらないって」

「つくづくいかがわしい機体だ。わたしはこの二号機がいい」

　そう不平を言いながら、アデリーナは赤く塗と装そうされた自分の乗機を見上げた。アデリーナの二号機は重火器を多数搭載した砲戦用の機体であり、その制御にＴＡＲＯＳはほとんど用いられていない。

「やはり実戦で兵器に最も必要なのは、信しん頼らい性せいだ」

「実戦、ね……」

　そう達哉は、意味ありげにつぶやく。

「俺たち、いつまでここで訓練してなきゃならんのかね」

　達哉たち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は、ジオトロン・エレクトロニクス社の進める無人ＡＳ開発計画──カエサル・プロジェクトと、その尖せん兵ぺいとして暗あん躍やくする現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を追っている。

　だが現在、その探たん索さくは手て詰づまり状態になりつつある。プロジェクトが現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．諸もろ共とも、中央アジアのガルナスタン共和国に食いこんでいることが判明したのだ。

　ジオトロンから極ごく秘ひ裏りの支し援えんを受けたガルナスタンは、提供された無人ＡＳを用いてロシアに反旗を翻し、中央アジア一帯での軍事的緊きん張ちようは一挙に高まりつつある。

「この状じよう況きようでは、わたしたちはガルナスタンに手の出しようがない。そもそも内陸国のガルナスタンに、〈シンドバッド〉号で乗り付けるわけにはいかないからな」

　淡たん々たんと、アデリーナは答えた。

「今は状況の変化を待つしかないだろう」

「待ってられるかよ」

　そう答える達哉の声は、またも翳かげりを帯びていた。

「あの〈ケントゥリア〉が、ついにマジな戦争で使われたんだぞ。このままじゃ──」

「タツヤ」

　顔を歪ゆがめる達哉に、アデリーナは静かに告げた。

「君の憤いきどおりは当然だ。だが、憤ふん激げきのまま暴れるだけでは何の解決にもならない。その程度のことは、君にも分かっているのだろう？」

「……悪い」

　そう一言だけ答えると、達哉はそのままズルズルと壁かべにもたれかかった。

「あいつら──〈ケントゥリア〉と戦ってると、時々思うんだよ。あいつらって実は、俺も気づいていない俺の一部じゃないのかって」

「それは、違ちがう」

　きっぱりと、アデリーナは首を横に振ふった。

「確かに〈ケントゥリア〉のＡＩには、ＴＡＲＯＳで複写された君の戦せん闘とうデータが用いられている。だが、あくまでそれだけだ。君の無意識な分身だの、もう一人の自分だの、そういういかがわしいオカルトではない」

「そうなのかな……」

　格納庫の天てん井じようを見上げ、達哉は言った。

「時々俺、ＡＳで戦ってるとさ、急に頭が冴さえることがあるんだよ。何ていうかさ、こう──体中がカッカしてるってのに、頭だけが変に冷静な感じでさ」

　熱く昂こう揚ようする精神と、冷たく研とぎ澄すまされる思考の同居。達哉はその不思議な感覚を、戦場で窮きゆう地ちに陥おちいるたびに感じていた。

　その時の達哉はまさに機体と一心同体になり、眼前の強敵を撃ち倒たおしてきた。菊乃に旭あさひ、そしてミハイロフ──ああ、そう言えばアデリーナとの『模も擬ぎ戦』でも、確かそうだった気がする。

「ああいう、マシンみたいになった時の俺ってさ、〈ケントゥリア〉と一体どう違うんだろうな」

「タツヤ……」

　皮肉げに、だが力なく笑う達哉を前に、アデリーナが言葉を失った時だった。

「おう、まだここにいたのか」

　空気を読まない陽気な声と共に現れたのは、ＡＳ─１開発主任の溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろうだった。この暑さにもかかわらず、あいかわらずの白衣姿である。

「一休みすんのはかまわねえが、報告はちゃんと上げてくれよ」

「すまね、センセイ」

　身軽な様子で、達哉はひょいと身を起こす。その物もの腰ごしからは、先ほどまでの暗く鬱うつ屈くつした様子は、完全に影かげをひそめていた。

「一号機の火器管制装置ＦＣＳだけどさ、腕の自動追つい尾びとかもうちょっと速くならないっすか？　せめてブースト中でも半自動照準が使えたら、楽になるんすけど」

「そろそろ日本からＦＣＳの新型が届くはずなんだが、少し遅おくれててな。悪いがもう少し待ってくれ」

　バツが悪そうに、溝呂木は派手に染めた髪かみをかいた。

「今まで取ったお前さんのデータを元に調整された、ＡＳ─１用のモデルだ。そいつに載のせ替かえれば、かなりましにはなると思う」

「とにかく、補給はちゃんとしてもらわないと困るよ」

　一号機に取りついていた大おお柄がらな女性が、溝呂木の方を振り向いた。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．整備課長のダニエラ・コールマンである。

「このごろ、日本が妙みように吝しわくなってないかい？　予備パーツのストックが、ちょっと心こころ許もとなくなってきたよ」

「分かった分かった。ＥＨＩウチの連中に、ちゃんと注文つけとくよ。にしても──」

　溝呂木が達哉の顔を、妙にしげしげと見つめる。

「何すか？」

「なーに、お前さんもずいぶん一いつ端ぱしの注文つけるようになったと思ってさ。今までの射しや撃げきだと『当たる距きよ離りまで突つっこめば問題ねえ！』『ていうかここまで近づきゃ斬きった方が早い！』とか、そんなノリだったし」

「……そんな無手勝流のやり方じゃ、いつまでも通用しねえからな。今日の成果は、ちゃんと実戦でも出して見せるさ。期待してくれよ」

　やや無理をして、自信満々の笑え顔がおを作ってみせる。だがそんな達哉に、溝呂木とダニエラは困ったように顔を見合わせた。

「ま、ほどほどにな」

「あんまり、無理するんじゃないよ」

　どうやら、空から元気は見み抜ぬかれていたらしい。アデリーナもやや硬かたい表情で、小さくため息をついている。

「いや、その、なんだ……」

　バツが悪くなった達哉は、頭をボリボリとかいた。

「ガルナスタンの使節団がこの国まで押しかけてきたって話を聞いてさ、ちょっと焦あせっちまって」

「同じイスラム国家として協力を求め、アラブ諸国を歴訪しているらしい。あの国も必死なのだろう」

「まさかラシッドが、ガルナスタンの側についたら……」

「それはあるまい。念のためユースフが、王宮に上がっているのだ。わたしたちが心配しても始まらないだろう」

「それもそうか」

　アデリーナの指し摘てきに、達哉もようやくほっとした様子でうなずいた。

「こういうことは、ユースフに任せりゃ大だい丈じよう夫ぶだろうしな」




「気が乗らぬ」

　広こう壮そうな庭園の一角に建てられたあずま屋で、ユースフは心底から不機嫌そうにつぶやいた。

　今日の彼の装よそおいは軍服でもスーツでもなく、白いターバンに長衣というアラブの伝統的な民族衣い装しようだ。美しい刺し繡しゆうの施ほどこされたクッションの上にあぐらをかいている。

「……若わか」

「分かっておる」

　侍じ女じよのサミーラの静かな声に、ユースフはややぞんざいに答えた。

　囲い炉ろ裏りにかけられた真しん鍮ちゆうのコーヒーポットが湯気を噴ふき上げ、その周りにはイチジクのゼリーやアーモンド詰づめのナツメヤシが皿に盛られている。

　手ずからコーヒーを淹いれてのもてなしデイヤーフアは、ユースフにとって密ひそかな愉たのしみの一つである。だが今日これから会う客のことを考えると、まったくもって興が乗らない。

「ま、いいじゃねーかユースフ。シタッパとはいえ敵のツラおがむチャンスなんだしよ」

　すぐ隣となりから、伝法かつ甘ったるい声がする。クッションの上でシャドウボクシングの真ま似ね事ごとをしている幼い少女を、サミーラは半眼で見やった。

「……なぜ、あなたがここにいるの、社長？」

「んー、社会ベンキョーってやつ？」

　見た目だけは可愛かわいらしく小首を傾かしげながら、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長のクララ・マオはぞんざいな口調で答えた。

「やっぱ一度、お城ってモンを見ときたかったし」

「ほう、これは重ちよう畳じよう」

　興きよう味み津しん々しんであたりを見回すクララに、ユースフは笑った。

「なんなら、後で私が案内しよう」

「ホントか!?　じゃあいっぺん、ホンモノのハーレムってヤツが見てみたい」

「…………」

　誰だれに似たのか、えらく品のない笑みを浮うかべたクララに、ユースフは首を振った。

「一応、この城にも後宮と呼ぶべき区画はあるが、おそらくそなたの期待しておるような場所ではないぞ」

「え、そうなの？」

　驚おどろくクララに、サミーラが続ける。

「……時代が違う。そもそも西洋人の想像する官能的で退たい廃はいした『ハレム』自体、東洋趣味オリエンタリズム的な偏へん見けんに基づくもの」

「ちぇーっ、見たかったのになー、リアルハーレム」

　足をぶらぶらさせるさせるクララに、ユースフはサミーラと顔を見合わせた。

「さて、そろそろ客人の訪おとなう頃ころ合あいよ。後は私一人で構わぬゆえ、そなたらは少し下がっておれ」

「……承知」

「ＯＫ」

　ユースフの指示に、クララとサミーラは奥の間へと向かう。と、ちょうどあずま屋に小太りのアラブ軍人が入ってきた。サミーラの父、ハッサン中ちゆう佐さだ。

「殿でん下か、客人をお連れしました」

「うむ、ご苦労」

　ハッサンに案内された客人を前にして、ユースフも悠ゆう然ぜんと居住まいを正した。個人的な感情はさておき、主人ホストとして客を招く以上は相応に振る舞まう必要がある。

「お初はつにお目にかかります、ユースフ殿下」

　背筋を伸のばしてそう言ったのは、ユースフと同年代の少女だった。やや吊つり気味の目としなやかな体形は、どこか猫ねこを思わせる。

「ガルナスタン共和国陸軍少しよう尉い、ソラヤ・パルミシュと申します」

「遠路はるばる、お疲つかれのことであろう。楽になされよ」

　一礼したソラヤに、ユースフは座るよううながした。

「ちょうどコーヒーが沸わいた頃合いだ。まずは一服いかがかな」

「いただきます」

　そんな二人のやり取りを、隣りん室しつのクララとサミーラは密かにうかがっていた。

（あのソラヤってねーちゃん、思ったより若いなー。アタシ、ちょっとビックリだ）

（……油断は禁物。彼女の父パルミシュ将軍は、ガルナスタン軍の重じゆう鎮ちん）

（それって親のナナヒカリってだけじゃ。後、着き瘦やせするタイプと見た。おっぱいは大きそうだ）

（……それは重要な情報）

　ユースフは手ずから銀ぎん杯ぱいにコーヒーを注ぎ、菓か子しや果くだ物ものを取り分ける。煮に出だされたコーヒーと香こう料りようの玄げん妙みような匂においが、あずま屋に漂ただよった。

「その若さで一国を代表する使節団の一員とは、大したものよな」

「いえ、親の七光りで使節の末席を汚よごしているだけです」

「謙けん遜そんなさるな。共和国防衛隊の一員として、クラノヴォーツクで挙げた武ぶ勲くんは聞き及およんでおる」

「は…………」

　ユースフのやや過か剰じような賞賛に、ソラヤはやや気まずそうにうなずいた。それをこっそりのぞいていたクララが、サミーラに尋たずねる。

（キョーワコクボーエータイって、何だっけ？）

（……ガルナスタン陸軍の最さい精せい鋭えい部隊。大統領の一人息子むすこが、司令官をしている）

（おお、それそれ。で、クラノヴォーツクってどこよ？）

（……ガルナスタン国内のロシア軍基地。これ、とても重要）

（あー、思い出した。ガルナスタンの連中が〈ケントゥリア〉のクソッタレども雇やとって、その基地をブンどったんだ）

（……その通り、えらいえらい）

　クララの頭をサミーラは撫なでる。子供扱あつかいされたクララは、憮ぶ然ぜんとした表情だったが。
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（……クラノヴォーツク基地が建設されたのは、旧ソ連の時代。ガルナスタンが独立した後も、ロシア側は資源の利権目当てで無理に租そ借しやくを続けていた）

（そこを力ずくで取り返したってのか。ヨユーシャクシャクで油断してたチャンピオンの向うずねに、挑ちよう戦せん者が全力のローをブチこんだみたいなものだな）

（……ダウンさせてポイント先取したけど、いまだチャンピオンは健在。近いうちに何らかの報復があることは必定）

　サミーラの予言は不ふ吉きつだが、的を射ている。

　現にガルナスタンはロシアの報復に備えるため、各国に臨時の外交使節団を送り、協力を求めているのだから。

　それを知っていながら、ユースフはあえてガルナスタンを褒ほめ殺す。

「ムーザ・アタエフ大統領の後こう継けい者、クラノヴォーツクの若き英えい雄ゆうオルカン・アタエフ中将か──ガルナスタンの未来は明るかろう」

　分不相応の功績で身を飾かざり、さぞかし英雄気取りで舞い上がっているのだろう──言外にそう語り、ユースフはソラヤを挑ちよう発はつする。

「過分なお言葉、恐おそれ入ります」

　とはいえ、ソラヤも挑発に乗ろうとはしない。ごく慇いん懃ぎんな応対で、受け流そうとする。

「オルカン閣下もそうあらんと連日、夜も眠ねむらず励はげんでおられます──その分たっぷり昼ひる寝ねしてるけど」

「…………？」

　一いつ瞬しゆんだけ、ソラヤの取り澄すました態度の下から何かがのぞいた。わずかに困こん惑わくしたユースフが眉まゆをひそめるが、ソラヤはそれっきり元の平静な態度で口上を続ける。

「ユースフ殿下、貴国には同じムスリムの同どう胞ほうとして、また資源国の先達として、御助力を願いたいのです」

「はてさて、私に言われても困る」

　ユースフが浮かべた微び苦く笑しようは、演技だけではなかった。

「王族とはいえ私は一いつ介かいの大たい佐さ、国家の外交に関かかわる話を持ちこまれても困る。しかも今は、一いつ時ときとはいえ軍ぐん籍せきを離はなれた身でな」

「──殿下の武者修行中の武勇伝は、よく存じております」

「ほう……」

　ソラヤのその一言に、ユースフは切れ長の目を細めた。

「知っておる、と。そなたはそう申すのだな」

「ええ、それはもう」

　ユースフの武者修行とは、すなわちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員としての戦いである。それをソラヤが口にしたということは、つまり──

「今日の私は、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のスポンサーとしての殿下に、お話があって参りました」

「それは──」

「どういうことだ！」

　大声と共に、クララは控ひかえの間への扉とびらを押し開いた。どうやらソラヤも気づいてはいたようで、それほど驚いてはいない。

「紹しよう介かいしよう。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長のクララ・マオ嬢じようだ。ひょっとして本題の話は、彼女としたいのではないかな？」

「え、ええ──それは、確かに」

「殿下、それにパルミシュ少尉も」

　思わずソラヤが身を乗り出すと、今まで黙だまっていたハッサンが咳せき払ばらいをした。

「あまり軽々に進めてはなりませぬぞ」

「……親おや父じ殿どのに同意」

「そーだな。アタシ一人で決められることでもねーし」

「ふむ、なるほど」

　大きく開いた窓から庭園を見やり、ユースフは言った。

「時間と場所をあらためたい。よろしいな」

「はい」

　有う無むを言わせぬユースフの言葉に、ソラヤはうなずいた。




　ユースフは首都ハーイルの近きん郊こうに、自身の私し邸ていを有している。

　広こう壮そうな敷しき地ち内には、灌かん漑がい施し設せつの行き届いた果樹園や狩しゆ猟りよう園、ジェット機の離り着ちやく陸りくが可能な私設空港まで備わっており、荘しよう園えんとでもいうべき規模である（ユースフ本人曰いわく『ほんの箱庭』らしい）。

　その夜、達哉たちが通されたのは本館ではなく、狩猟園の片かた隅すみにある別館だった。伝統的なイスラム様式の本館と異なり、ヨーロッパの別荘ヴイラを思わせる瀟しよう洒しやな建物である。

「お初にお目にかかります、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の皆みなさん」

　別館の広間で彼らを待っていた『使節』の姿に、達哉たちは驚いた。ぴしりと背筋を伸ばして敬礼の姿勢を取ったのは、達哉たちと同年代の少女だったのだ。

「ロシア式か」

　アデリーナだけは、驚くポイントが多少違ちがっていたようだが。

「ガルナスタン共和国陸軍少尉、ソラヤ・パルミシュと申します」

「少尉──って軍人!?　この歳としでか？」

　自分のことを棚たなに上げて驚く達哉。と、そこで菊乃が口を開いた。

「ソラヤさん、でしたね。一度お会いしたのを覚えていますか」

「あんた、確かＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のミハイロフ社長の──」

　菊乃の顔を見て、ソラヤは吊り気味の目を丸くする。驚きで地が出たのか、言葉づかいまで崩くずれていた。

「どうやら、お知り合いのようですね」

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長補ほ佐さのベルナール・ベルトランが、そう確かく認にんする。菊乃は、意味ありげな笑え顔がおで首しゆ肯こうする。

「以前に一度、ステンカ小お父じ様のお供でお会いしました。ええ、この方はガルナスタンの軍人さんで間違いありません」

　その言葉にソラヤは、やや居い心地ごこち悪そうに身じろぎした。

「あなたがわざわざ来られたということはひょっとして、あの少し頼たよりない王子様の差し金かしら？」

（……王子？）

　達哉は内心で首を傾かしげる。独裁国家とはいえ名目上は共和制をとっているガルナスタンに、なぜ『王子』がいるのだ。

「それは……」

「あのさあオメーら、分かってるヤツ同士で思わせぶりな会話すんのやめてくんね？　サッパリ話が見えねーんだよ」

　うんざりとした声で、クララがぼやく。

「アタシらの『敵』なはずのアンタらが、わざわざ話を持ってきたんだ。とっとと腹割って本題に入るのがスジってモンだろーが」

　甘ったるい声でそうまくし立てるクララに、ホスト役のユースフも苦く笑しようした。

「その通りだ、パルミシュ少尉。まずは使者としての用向き、果たしてもらおう」

　そう言いながらユースフが指を鳴らすと、侍じ女じよのサミーラ・ビント・ハッサンが広間に姿を現した。いつものお仕着せ姿で、人数分のコーヒーを配る。

「分かりました、では──」

　カップに一口だけつけたソラヤは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の全員を見回す。

「私が使節団としてこの国に来たのは公務ですが、皆さんをお訪ねしたのは私の父──アリー・パルミシュ少将の指示によるものです」

「あら、そちらでしたか」

　やや意外そうに、菊乃は言った。

「単刀直入に申し上げます。あなた方をガルナスタンに招しよう聘へいしたいのです。もう一つのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を排はい除じよするために」

　ある程度、予想はしていた台詞せりふだが、それでも達哉たちは言葉を失った。

　一国の軍高官が、元首には内密でＰＭＣを国内に引きこもうというのだ。それも、その国に主戦力として食いこんだＰＭＣを排除するために。

　つまり、それは──

「あんたの親父さん、クーデターをやらかそうっていうのか？」

「そうです」

　達哉の問いに、ソラヤは迷わずそう答えた。

「このままでは、ロシアの反はん撃げきは必至です。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．から提供された〈ケントゥリア〉の戦力を加えても、今の我が国では太た刀ち打ちできない──そう父は判断しています」

　ソラヤ──そしてその父であるパルミシュ少将の見解は、明快なものだった。

「ですが現在の政権では、矛ほこを収める決断は出来ません。父は何度も上じよう申しんしたのですが、全すべて却きやつ下かされました。これでは、六年前のカフカス紛ふん争そうの二の舞まいになってしまう」

　カフカス紛争という言葉を耳にしたアデリーナが、ほんの少しだけ表情を歪ゆがませる。

「残された手段は一つ。一刻も早く新政権を樹立し、ロシアと講和を結ぶことです。たとえ暴力に訴うつたえようと、売ばい国こく奴どと罵ののしられようと」

　顔を見合わせる達哉たち。新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一同を代表して、ベルトランがソラヤに尋たずねた。

「つまり、あなた方の話とは我々への依い頼らいだと？」

「はい。現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．への対処をお願いしたい。便べん宜ぎは、最大限にはかります」




「さて、どうしたものでしょうか」

　とりあえずソラヤは別室に引き上げてもらい、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側だけで話を検討することになった。

「結構なことじゃないか。乗ろうぜ」

　まず、俄が然ぜん勢いこんだのは達哉だ。

「どうやってガルナスタンに殴なぐり込もうかって悩なやんでたら、何と向こうからお声がかかったんだ。これはチャンスだろ。な、みんな」

「そう簡単な話ではない」

　熱っぽく語る達哉とは対照的に、アデリーナの声は静せい謐ひつで冷ややかだった。

「ガルナスタンの内情やクーデターの正否が不明な現状で、乗るのはリスクが大きすぎる。そもそも、この依頼自体がミハイロフの罠わなかもしれんのだぞ。あの男なら、それくらいの策は練るだろう」

「架か空くうのクーデター話でわたくしたちを釣つり、のこのこガルナスタンに顔を出したところで一いち網もう打だ尽じんですか？　たしかに小父様なら──」

　アデリーナの意見に、菊乃も少し考えこむ。

「つまりリーナ、お前は反対ってことか？」

「ああ。ギャンブルにしても危険すぎる。今回は見送るべきだ」

　達哉の確認を、アデリーナは肯こう定ていした。そこで今度は、溝呂木が手を挙げる。

「俺の立場からも、ちょっと困るな。さすがにそこまでヤバイ現場だと、ＡＳ─１を突つっこませたくねえ。悪いが、今回はイモ引かせてもらう」

「そんな、センセイまで……」

「正直、このあたりが潮時かもしれませんね」

　両手を組んだ姿勢で、ベルトランは言った。

「ここまで事態が大きくなっては、我々の対処できる範はん囲いを超こえています。カエサル・プロジェクトからは手を引く、という選せん択たく肢しも考こう慮りよすべきです」

「…………」

　誰だれもが、心のどこかで思っていたことだった。これ以上は無理なのではないか──と。皆みな、押し黙って考える。

「分かった──」

　うつむいたまま、暗く、低い声を達哉は絞しぼり出す。

「じゃあ俺は、ここでＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を抜ぬけさせてもらう。俺一人でガルナスタンに行くなら、構わないだろ」

「タツヤ、そんな無茶を──」

「無茶でも何でも、こいつはあいつらとのケリをつけるチャンスなんだよ！」

　止めるアデリーナに、達哉は強く言い切った。

「そういうことでしたら、わたくしもご一いつ緒しよさせていただきます」

　そっと菊乃が、達哉の肩かたにしなだれかかる。

「菊乃、お前──」

「わたくしも、小父様と決着をつけねばなりませんので。それに、あの〈ケントゥリア〉は旭の仇かたきです。見み逃のがすわけには参りません」

　そう言いながらも菊乃は、アデリーナに意味ありげな流し目を送る。

「おいおいちょっと待ってくれ。お前ら二人とも抜けたら、ＡＳ─１のＴＡＲＯＳはどうすんだよ」

「知ったことじゃねえよ」

　慌あわてる溝呂木に、達哉は憮ぶ然ぜんと言い返した。

「あっちにだって、ＡＳくらいあるんだろ。〈シャドウ〉でも〈サベージ〉でも構わない。差し違えてでも、〈ケントゥリア〉を潰つぶす」

　そう言い切る達哉に、ユースフもうなずく。

「なるほど、そこまでして戦士フエダーインの矜きよう持じを押し通す覚かく悟ごか。その心意気やよし。ならば私も、友として一ひと肌はだ脱ぬがねばなるまい」

「なりませぬ、殿でん下か。ご自分のお立場を考慮願います」

　さすがにハッサンが諫かん言げんする。娘むすめのサミーラも、同調してうなずいた。

「……私も反対。何よりあのソラヤという女が気に入らない」

「そなたが人の好こう悪おを口にするとは、珍めずらしいな」

　そう言葉が飛び交かう中、一つの手が挙がる。

「あのさ、いいかな」

　今までずっと黙だまっていたクララだった。小さな社長に、全員の視線が集まる。

「アタシは、行くべきだと思う」

　物もの怖おじせず、少女は言い切った。

「クララ──」

「ベルもリーナも、黙って話を聞いてくれ。多分、オメーらの言ってることは正しい。でも、やっぱりほっとけねえんだ。あいつらがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の名前を使って、国一つをメチャメチャに引っかき回してる。これをアタシらが見過ごしてちゃ、スジってモンが通らねーだろ」

「よく言った！」

　にやりと笑った達哉が、クララの背中をばんばんと叩たたく。息を詰つまらせたクララの恨うらめしそうな顔に、渾こん身しんのサムズアップ。

「それでこそ、俺たちのボスだ！　見直したぜ！」

「オメーから見直されたからって何なんだ！　つか痛いだろーがこのスカタン！」

　わめきながらクララは、達哉のすねに全力で蹴けりを入れた。声もなく悶もん絶ぜつする達哉を無視し、一同を見回す。

「こいつが、最後だ。こいつに勝ってＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の名めい誉よを回復し、アタシらも家に帰る。だから、力を貸してくれ」

　その言葉が、結論となった。

「と、なると、次は具体的な手て筈はずよな」

「内陸国のガルナスタンでは、〈シンドバッド〉号は使えません。ヴァレンティナ船長たちにはアラム港で待機願うとして、どうやってＡＳを運びこんだものか」

「ああ、それでしたら──」

　自信ありげな様子で、菊乃が人差し指を立てる。

「わたくしに、良い考えがあります」

　その自信ありげな仕草に、なぜか達哉は不ふ吉きつな予感がした。




　　　　２




「……何でこうなった？」

　東からの乾かわいた風が吹ふきつける中、達哉は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　不意に風が強くなり、被かぶっていた帽ぼう子しが吹き飛ばされそうになる。達哉は慌てて帽子を手で押さえると、より深々と被り直した。
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　と、そんな達哉の肩に、横合いからしなやかな手が回された。

「落ち着いてください、あなた」

　左肩にしなだれかかってきた菊乃が意味ありげに、そしてかつ心底から嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そーだぜ、シャンとしてろよパパ」

　同時に右手を握にぎったクララは、達哉を見上げてニヤニヤ笑っている。

「あ、ああ。そうだな、うん──分かってる」

　曖あい昧まいな表情でそううなずきながら、達哉は内心で首を傾かしげていた。

（やっぱりこの設定、無理があったんじゃ……）

　ここはガルナバシュ国際空港。イスタンブール発の航空便から降りた乗客の列が、エプロンにだらだらと続いている。列のほぼ最さい後こう尾びについている達哉には、ターミナルまでの距きよ離りがひたすら長く感じられた。

　ガルナバシュ国際空港はその名の通り、ガルナスタン共和国の首都ガルナバシュ郊こう外がいに造られている。今回のガルナスタン潜せん入にゆうにあたり、達哉たち三人は親子連れという偽ぎ造ぞうの身分になっているのだ。

　落ち着かない達哉の耳に、菊乃がそっとささやきかける。

「大だい丈じよう夫ぶ、パスポートも書類も出来は完かん璧ぺきです」

「そうは言ってもなあ……」

「不安がりすぎますと、かえってそこからボロが出ますよ」

「……分かった、悪い」

　達哉もまた、菊乃にしか聞こえないよう小声でそう返す。足を動かしながら、小さく深呼吸を一つ。菊乃の配はい慮りよのおかげで、ずいぶんと気が楽になった。

　もっともすぐ間近に菊乃の吐と息いきや体温を感じるため、別の意味で落ち着かなくなってしまうが。

「よろしい、さて──」

　そんな達哉の内心に気づいたかどうか、菊乃は大おお仰ぎような仕草で後ろを振ふり向く。

「そちらもお願いします、荷物持ちさん」

「……分かっている」

　四人分の荷物を運びながら、アデリーナはそう答える。

　いつもと同じ、無感情な表情と無感動な声こわ色いろ。だがその半眼にだけは、配役への不満がありありと現れている──ようにも見えた。少なくとも今の達哉には。

　アデリーナの目線から逃のがれるように、達哉は前を向いた。その弾はずみに、視界の端はしでわずかな反射光をとらえる。

　光を感じたのは一いつ瞬しゆんだったが、場所は間ま違ちがいなくターミナル方向。おそらく、カメラの望遠レンズによるものだ。

　写真を撮とられた、その事実だけで全身が強こわ張ばりかける。だがそれを、達哉は懸けん命めいに押さえた。

（慌てるな、事前にレクチャーされた通りじゃないか）

　そう自分に言い聞かせる達哉の耳に、ソラヤの言葉が蘇よみがえった。

『空港では間違いなく、公安から写真を撮られるでしょう。ですが、それほど意識する必要はありません』

『あくまで慣習によるもので、決してあなた方を狙ねらい撃うちにしたものではない。むしろ意識し過ぎて、不ふ審しんがられる方が怖こわい』

（だった、よな）

　達哉はややうつむき加減な姿勢をとり、可能な限りカメラから顔を隠かくそうとする。可能な限り自然に、風を避さけるためだと装よそおって。

　そんな達哉の背を、菊乃がそっとさする。どうやら今の対応は、正解だったらしい。

（考えてみれば菊乃って、こんな危ない橋をこれまで何度も渡わたってきたんだよなあ。それも日本やアメリカで）

　若じやつ干かんの呆あきれと同時に、頼たのもしさを感じる。空港のターミナルは、いつの間にか達哉のすぐ眼前にあった。




「シルクロード史の学術調査、ねえ……このご時世にかい？」

　税関での係官の声は、何とも不審げなものだった。

「ええ、ティムール時代の遺い跡せきをいくつか当たる予定でして」

　精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そを顔に浮うかべ、達哉はそう答えた。同時に一いち抹まつの不安を顔に浮かべ──るように装う。

「ふうむ」

　そんな達哉の顔とパスポートを交こう互ごに見比べながら、係官は少し考えていた。その一方で、もう一人のまだ若い係員が達哉たちのトランクを一つ一つ開くと、無ぶ遠えん慮りよな手つきで荷物をかき回す。

「トヨダ・タツヤ二八歳、ね。東洋人は若く見えるというが……」

「あの、提出した書類に、不備はないはずですが。ちゃんと貴国の大使館でサインをいただいていますし」

　こみあげてくる不安を隠すべきだろうか？　いや、この状じよう況きようではすねに傷がなくても、不安を感じて当然だ。達哉はそう自問自答する。

「分かっている。そんなことを問題にしているのではない」

　係官の声の調子が、やや不ふ機き嫌げんになった。横おう柄へいな調子であたりを見回す。

　ここから見回せる範はん囲いでは、ロビーもラウンジも閑かん散さんとしていた。今のガルナスタンが置かれた国際情勢を考えれば、当然の光景だ。

　そんな火薬庫のような国に、のこのこと学術調査のためやって来た、しかも親子連れの一団──確かに怪あやしい。

（どうする？　『依い頼らい人』の名前を使うか？）

　迷う達哉を、係員はさらに不審そうににらむ。

「どうしたね、きみ？」

「あ、えーっと」

　達哉が言葉を詰まらせていると、今まで黙っていた菊乃が一歩前に出た。伸のばした手で、係員の両手をつかむ。

「そんな、誤解です。わたくしも主人も、ただ仕事で来ただけ。やましいことなんて、何一つありません」

「う、うむ……」

　そちらを見ながら、達哉は半ば啞あ然ぜんとしていた。

　菊乃はそう情感たっぷりに語りながら、密ひそかに握りこんでいたドル紙し幣へいを、係員にそっと手て渡わたしていた。その手品じみた器用な動きが、達哉にもはっきりと見えたのだ。

「まあ、仕方ないな」

　ドル紙幣の霊れい験げんは、実にあらたかだった。係員の物もの腰ごしも言葉も、たちまちのうちに軟なん化かしてしまう。

「そもそも書類に不備はないのだし、ならばこれ以上の取り調べは必要ないだろう──おい、そっちはどうだ？」

　最後の問いは、トランクを引っかき回していた若い係員へのものだった。

「はあ、特に何も出てきませんでした。問題なしです」

「よし、いいだろう」

　うなずいた年配の係員は、パスポートや書類にスタンプを押す。それを確かく認にんした菊乃が、達哉に軽くウインクした。

（助かった）

　達哉も小さくうなずき、表情で感謝を伝えた。

「では、こちらもいいのだな」

　そんな達哉と菊乃の間にアデリーナは割りこむと、やや乱暴な手つきでトランクに詰つめ直す。それをニヤニヤしながら見ているクララ。

「ようこそガルナスタンへ。よい旅を」

　最後に一度だけ、係員はあまり愛想のよくない笑え顔がおを見せた。




　あまり掃そう除じの行き届いていない乗客ラウンジで、達哉は大きく伸びをした。

「いや、本当に助かった」

「どういたしまして。これが内助の功というものです、あなた」

　そう笑顔で答えながら菊乃は、ぴたりと達哉に寄り添そった。上体を半ば、達哉の胸に預ける。

「おいおい」

　困こん惑わくする達哉。

　夫ふう婦ふという設定上、当然の演技なのかもしれないが、やはり大だい胆たんすぎる気がする。何より悪目立ちしすぎだ。

　アデリーナまで、非難するような目でこちらを見ている。

「ええっとだな、菊乃──」

「なんでしょうか、あなた」

「あまりだな、その、目立ちすぎるのは」

「まあ、夫婦のスキンシップですよ」

　いかにも心外そうに、菊乃は言った。

「いや、それにリーナも──」

「荷物持ちの助手さんが、どういたしました？」

「こっち見てるんだって！」

「なら、見せつければいいではありません──」

　菊乃の言葉が、そこで途と切ぎれた。

「それじゃあアタシらも、親子のスキンシップな」

　無む邪じや気きさを装い、猫ねこの皮をダース単位で被かぶったクララが、菊乃の右みぎ腕うでを抱かかえ込んでいたのだ。

「え？」

「ママー、トイレー」

　年ねん齢れい以上に幼い声を上げながら、クララは菊乃の手を引っ張った。ぶら下がるような姿勢で巧たくみに体重をかけ、菊乃を引っ張り回している。

「いっしょに行こー、いっしょに」

「お待ちなさい、しゃちょ──」

「アタシら親子なんだろ、一いつ緒しよに行こうぜ！」

　もつれ合いながら階段の方向へと姿を消した二人を、達哉とアデリーナは半ば呆ぼう然ぜんと見送った。

「…………」

「────」

　ややあって、達哉の方から声をかける。

「……とりあえず、座って待つか」

「そうだな」

　アデリーナも、それに同意した。




　ロビーの自じ販はん機きで売っていたコーヒーは、全く酷ひどい代しろ物ものだった。

　ツンと鼻をつく臭においに、いがらっぽい味。しかも紙コップに注がれた直後から、生なま温ぬるくなっている。味を誤ご魔ま化かそうにも、砂糖もミルクもついていない。

「まずいな」

「同感だ」

　長なが椅い子すに並んで腰こしかけ、達哉もアデリーナもそろって顔をしかめる。その椅子も詰め物が完全にへたれきっており、ぎしぎしと不ふ吉きつな音を立てている。

（首都の国際空港っていえば、国の顔みたいなものだろうに）

　その設備や保守がこの有様だとは。達哉はふと、以前に仕事で訪おとずれた、西アフリカのマランパ共和国を思い出した。

「この先だが──」

　アデリーナの言葉に、達哉は我に返った。

「とりあえずガルナバシュの市街に行って、先発していたユースフやベルさんと合流するんだよな」

「うむ。空港から市の中心部までは、電車やバス、タクシーが出ているらしいが」

　アデリーナと、そしてつられて達哉も、改めて空港のロビーを見回した。

「この様子じゃ、あまり公共交通に頼たよりたくないな」

「こんなことで金を惜おしんでも始まらない。タクシーを使おう」

「それはそれで、ぼったくられそうで怖いけど……」

　そうつぶやきながら、達哉は時間を確認した。

「菊乃とクララ、ちょっと遅おそいな」

　そうつぶやいた時、達哉は気づいた。

　あまり趣しゆ味みのよくない、くたびれた制服姿の男が二人、こちらに近づいてくる。その口元に浮かんだ嫌いやな感じの笑みが、達哉の頭に警けい鐘しようを鳴らした。

「失礼、空港警察の者だが」

　尊大さを隠かくそうともせず、男たちは言った。

「身分証明書を見せてもらいたいんだが、よろしいかね？」

　要よう請せいの形を取った強要だった。達哉は無言のまま、パスポートとそれに挟はさまれた書類を差し出した。

「ふむ、なるほど──日本人ね」

　ひどくぞんざいにパスポートと書類を確認しながら、その警官は言った。達哉の中で、警けい戒かいの水域がぐんぐんと上じよう昇しようする。

「とある筋から通報があってな。荷物をあらためさせてもらう」

　有う無むを言わせず、男はトランクの一つに手を伸ばした。さすがにたまりかねて、達哉が反論する。

「ちょっと待ってください。さっき税関で検査されたばかりなんですけど」

「それはそれ、これはこれだ。それとも調べられて困ることでも？」

　にべもない返事だった。

「いやでも、そもそも話の順序が逆でしょ？　まず令状を──」

「タツヤ」

　アデリーナの静かな𠮟しつ責せきに、達哉は我に返った。

　何せ叩たたかれれば、いくらでもほこりが出る身なのだ。どんな形であれ、警察とのトラブルは避さけねばならない。

（落ち着け）

　自分自身に言い聞かせ、達哉はトランクから手を離はなした。

「好きにしてください」

　警官たちは無言のまま、トランクを開いて中身を引っ張り出した。

　トランクの中身は純然たる日用品であり、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．や依頼人のパルミシュ将軍に繫つながるものは何一つない。薄うす汚よごれた床ゆかの上に着き替がえの服が散らばるのを見ると心底から腹が立ってくるが、ただそれだけのことだ。

　だが事態は、そんな達哉の予想をはるかに超こえていた。実に斜ななめ下の方向で。

「見つかりました」

「ほう、やはりな」

　警官たちが手にしたものを見て、達哉は啞然とした。

「…………は？」

　ビニール袋ぶくろに密みつ封ぷうされた、白い粉末。要するに、どこからどう見てもアレだった。達哉自身、以前にインドシナの戦せん闘とうで関かかわったこともある。

「麻ま薬やく不法所持の容疑で逮たい捕ほする」

　警官はホルスターからこれ見よがしに手て錠じようを取り出した。硬こう直ちよくする達哉に代わり、アデリーナがつぶやく。

「わたしの目には、その袋ふくろはそちらが取り出したように見えたのだが」

「見解の相そう違いだな」

　せせら笑った警官たちは、そのまま達哉たちを床に組み伏ふせようとする。

「抵てい抗こうしようなどと思うなよ、いいな」

「くそ、放せ──」

「いいから、言われたとおりにしろ」

　もがく達哉に、アデリーナは憮ぶ然ぜんとそう言った。大人しく組み伏せられ、後ろ手に手錠をかけられる。

「…………」

　それを見て、達哉も頭が冷えた。アデリーナに倣ならう。

　同時にどっと、冷ひや汗あせが出てきた。

（まさか、ばれたのか？　どこから？）

　先行したユースフたちは無事なのだろうか？　そもそも依い頼らい人の安否は？

　そう達哉が混乱していると、トイレの方向から別の警官たちが走ってきた。

「警部！」

　軽く息を切らしていた警官は、敬礼もそこそこに報告した。

「申し訳ありません、もう一人の女とガキには逃にげられました！」

「何！」

（クララと菊乃か）

　舌打ちした『警部』の姿に、達哉はほんの少しだけ溜りゆう飲いんを下げた。

「追いますか？」

「もう構わん、空港外は管かん轄かつ外だ」

　忌いま々いましそうにトイレの方をにらんでいた警部が、達哉の視線に気づく。

「何がおかしい！」

　達哉の体が引き起こされ、拳こぶしが顔面にめりこんだ。目の前で火花が散り、上体が揺ゆれる。だが辛かろうじて踏ふみ止とどまり、転てん倒とうだけは避ける。

　せめてもの抵抗の意志をこめ、達哉は警部をにらみ返した。

「こいつ──もういい、連行しろ！」




　トイレの狭せまい換かん気き口こうから外に抜ぬけ出すのは、小こ柄がらなクララならともかく、菊乃には一苦労だった。

「もう、胸とお尻しりがつかえてしまいました。もっとダイエットしないと」

「余よ裕ゆうこいてる場合じゃねーだろ！」

　髪かみや服のほこりを払はらいながら、二人の偽ぎ装そう母娘おやこはタクシーの待合所に急ぐ。脱だつ出しゆつに気づかれたのか、ターミナルの方が騒さわがしくなったが、運転手の口をドル札で塞ふさいで緊きん急きゆう発車させる。

　途と中ちゆうで何度かタクシーを乗り換かえ、追っ手がないことを確かく認にん。ようやく二人は息をついた。

『やべえよ、リーナとタツヤ置いてきちまった』

　タクシーの後部座席で、青くなったクララがつばを飲む。運転手に聞かれても構わないよう、話す言葉は日本語に切り替かえていた。

『わたくしたち二人だけでも、逃げられたのは僥ぎよう倖こうです』

　一方の菊乃は、泰たい然ぜんとした様子だ。

『早くユースフ殿でん下かたちと合流し、善後策を練りませんと。場合によっては、依頼人と接せつ触しよくする必要もあります』

『それって、大だい丈じよう夫ぶなのかよ。アタシたちが狙ねらい撃うたれたってことは、ようするにもう、色々とばれたってことだろ？　善後策どころか、この国からトンズラしなきゃならねーとこだろーが』

　いや、それにしても達哉とアデリーナが捕つかまっているのはまずい。早く救出せねば。いや、いっそ今からでもカチコミを──

『大丈夫ですよ、社長さん』

　考えこんだクララの前で、菊乃は困ったように笑う。

『多分、あなたが考えているような事態ではありませんから』

『どういうこった？』

『わたくしのミス、だと思います』

　考えながら少しずつ、菊乃は自分の考えを口にした。

『少し、金額が多すぎました』




　アデリーナが口にした考えに、達哉は声を上げた。

「恐きよう喝かつ？」

「そうだ」

　達哉たちが放ほうりこまれた雑ざつ居きよ房ぼうは、控ひかえめに言っても最悪の環かん境きようだった。

　コンクリートが打ちっぱなしの床や壁かべは、冷たくじめじめと湿しめっている。ろくな掃そう除じがされてないのだろう、あちこちで汚お物ぶつやカビが染しみになっていて、そこからすえた悪あく臭しゆうを放っていた。

「菊乃が入国の係官に渡わたした金額が、少し多すぎたのだろうな。おかげで、警官たちの気を引いてしまった。自分たちも、搾しぼり取れると」

　ごそごそと雑居房を確認しながら、アデリーナは説明を続ける。

「どうやら、盗とう聴ちよう器きも仕し掛かけられていないようだ。本当の意味で怪あやしまれているなら、もっと厳重な牢ろうに入れられている」

「…………」

　鉄格ごう子しの向こうでは、切れかけた電灯に羽虫がたかっているのが見える。それをながめながら、達哉は低い声で言った。

「要するに、俺たちを無理矢理にでも逮捕しておいてから、釈しやく放ほうして欲しければ金を出せ──って強ゆ請するつもりだと」

「おそらくな」

　達哉の言葉に、アデリーナもうなずく。

「よくある話だよな」

「よくある話だ」

　不当逮捕に証しよう拠この捏ねつ造ぞう、その他諸もろ々もろ。第三世界では、そう珍めずらしいことでもない。今までの経験上、達哉でもそれぐらいは理解している。

　大した驚おどろきも、怒いかりも湧わいてこない。そんなことより、考えねばならないことはいくらでもある。

「やっぱ、身ぐるみ剝はがされることくらい覚かく悟ごした方がいいかな？」

「甘いな。連中、死人に口なしくらいは考えていてもおかしくないぞ」

「ぞっとしないな」

　そう答えた達哉は、そのまま壁かべ際ぎわの床に座りこんだ。湿った床の冷たく不快な感かん触しよくが、衣服越ごしに染みてくる。

　あぐらをかいたまま髪をかきむしり、ややあって声を絞しぼり出す。

「……悪い、俺のせいだ」

「君が明白な失敗を犯おかしたわけではない。これは運だ」

　ぶっきらぼうながら、慰なぐさめようとするアデリーナの言葉。だがそれに、達哉は同意できなかった。

「そういう意味じゃ、ないんだ。結局、俺がみんなを引っ張りこんだようなもんだし」

「そうだな──」

　アデリーナも答えながら、達哉のすぐ側そばに並んでしゃがむ。

「確かに今の君は、少し危あやういように見える。あの〈ケントゥリア〉が許せないにしても、最近の君は入れこみ過ぎだ」

　そう言葉を選びながら、ぽつぽつと言った。

「何度も言うが、君には帰る場所があるんだ。東京には、君を待っている家族や友人たちがいる。忘れるな。いいか、決して忘れるな」

「帰る場所、か……」

　達哉はじっと、自分の手を見つめる。

（俺は、帰ることが出来るのか？）

　そんな疑問が、浮うかび上がる。

　自分の意地とプライドを貫つらぬくため、戦場に立つことを自身の意志で選せん択たくした。そんな自分が、再び東京の日常に戻もどれるのだろうか。

　そもそも実際に人を撃ち殺した自分に、平和な日本で生きる資格はあるのだろうか？

　ああ、そういえば──

　ソ連崩ほう壊かい後の混乱の中、故郷のカフカスの内乱に巻きこまれて民兵となり、そしてその故郷を追われた少女。その横顔を見やりながら、達哉はふと尋たずねた。

「あのさ、リーナ」

「何だ？」

「このガルナスタンも、昔はソ連だったんだろ？　今は別々の国になってるわけだけど、こういうのも里帰りっていうのか？」

「────」

　特に意味があるわけではない、何気ない問いかけである。だがその反応は、達哉が思ってもいないものだった。

「……そう、だな。ああ、確かにそうだ」

　半ば呆ぼう然ぜんとつぶやいたアデリーナが、壁の一角を凝ぎよう視しする。まるで、その遥はるか向こうまで見通そうとするかのように。

「ここからだと、西に一〇〇〇キロ──もかからないか。カスピ海の向こう側は、もうカフカスだ。そうだ、思い出した。カフカスにも、この国の人たちと同じイスラム系の人がたくさん住んでいた。ああ、そうだ。そうだった」

　そう繰くり返しながら、アデリーナはうつむいてため息をついた。

　そんな彼女の姿に、達哉はもう一度たずねる。

「なあリーナ、お前もやっぱり故郷に──そのカフカスってところに帰りたいのか？」

「…………」

　両りよう膝ひざを抱だきうつむいたまま、アデリーナは押し黙だまる。達哉は緊きん張ちようしながら、無言で彼女の答えを待った。

　ややあってアデリーナは、首を左右に振ふった。

「もう、帰れない」

　かすれたような、かぼそい声が漏もれる。

「あそこはもう、わたしの故郷ではない。わたしと君は違ちがうんだ」

　そう言いきるとアデリーナは、コンクリートの壁にもたれかかった。

「わたしはもう寝ねる。君も今日は休め」

「いや、でもさ──」

「いいから」

　そう言い切ると、リーナは顔を逸そらした。

「少しでも体力を回復しておけ」

「……分かったよ」

　不承不承そう答え、達哉はアデリーナに倣ならって壁に背を預ける。

　すぐ傍かたわら、手を伸のばせば届く所にいるはずの少女が、今の達哉にはひどく遠くに感じられた。




　　　　３




『では次のニュースです。ロシアと緊きん迫ぱくの度合いを増す中央アジアのガルナスタン共和国から、土ど橋ばし記者がお伝えします』

　座ざ敷しきのテレビは、公共放送のニュース番組を流していた。

『ご覧の通り、首都ガルナバシュでは連日のように市民による反ロシアのデモが頻ひん発ぱつしています。一部ではロシア系企き業ぎようなどへの投石なども見られ、ガルナスタン政府はこれに対して──』

　無言で画面を見つめているのは、スーツ姿の二人の男性だった。衆議院の霧きりヶが谷や大たい樹き議員と、陸上自衛隊の下しも村むら悟さとる一等陸りく佐さである。

『一方のロシア軍は、カザフスタンやウズベキスタンといったガルナスタンの周辺諸国と共同で、大規模な軍事演習を実じつ施ししています。ロシアの大統領は「クラノヴォーツク周辺でいかなる事態が起ころうとも、全責任はガルナスタン政府にある」との声明を繰り返しており、カスピ海問題では一歩も引かない構えです』

　画面が切り替わり、荒こう野やを進軍する機械化部隊が映される。

　戦車や装そう甲こう車の履帯が荒あら々あらしく大地を踏ふみにじり、砲ほう列れつを並べた自走砲の斉射が大気を揺ゆるがす。その上空を各種の軍用ヘリが固め、散開した〈シャドウ〉や〈サベージ〉が雪原を駆かけていた。

　実じつ弾だんまで用いられた、実戦さながらの演習だ。

『アメリカおよびＥＵの提案した調停案に対しては、ロシア・ガルナスタン両国とも受け入れがたいとの立場です。これに対して、ブリュッセルを訪おとずれていたアメリカの国務長官は──』

　画面が暗転する。霧ヶ谷が、リモコンで電源を切ったのだ。差し向かいになった二人は、それぞれ無言で酒しゆ杯はいをあおぐ。

「……まずいねえ」

「──まずいですな」

　立場上、目新しい情報ではないが、それでも改めて目にすると気が滅め入いる。何せ、彼らが極ごく秘ひ裏りに〈レイヴン〉を預けているＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が、この混こん沌とんの渦か中ちゆうに突つっこんだのだから。

「確かに〈ケントゥリア〉だっけ、あの無人ＡＳの調査はお願いしたけどさ、いくら何でもこれはやり過ぎだろう」

　この『海うな坂さか』という店は、霧ヶ谷の遠い親族が経営している。霧ヶ谷は会談の場所として、しばしば利用していた。

　口の堅かたさもさることながら、格式張らずに旨うまい酒と料理でもてなしてくれる店の雰ふん囲い気きが、気に入っていたのだ。

「今はようやく、一一式の調達計画に目め処どが立った微び妙みような時期だよ。世界中の注目が集まったところでこれは、ちょっと時期が悪すぎる」

「ですが、〈ケントゥリア〉は見過ごせません。あの機体にＡＳ─１の技術が流用されていることが公おおやけになれば、色々と面めん倒どうなことになります」

「そこはもう、政治の仕事だろうね」

「政治、ですか」

　やや要領を得ない様子の下村に、霧ヶ谷はうなずいてみせる。

「エール大学に留学してた時の友人が今、向こうで上院議員やってるんだけどね。そこでチョイチョイ探さぐりを入れてみたんだけど──」

「何をしたのですか、一体？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、尻尾しつぽを摑つかまえられるようなことは言ってないから」

　顔をしかめた下村の前で、霧ヶ谷は大おお仰ぎように手を振ってみせる。とろんとした目には、だが同時に奇き妙みような光があった。

「どうやら今回のジオ社のやり口が面おも白しろくない人たち、議会にもホワイトハウスにもそこそこいるみたいなんだよ」

「ほう」

「一時期、右も左も介かい入にゆう主義が流は行やってた反動で、今のアメリカは武力行使には及および腰ごしだからねえ」

　霧ヶ谷は空になった杯さかずきに、手て酌じやくで酒を注つぎ足す。

「その是ぜ非ひはさておくとして、ジオ社がそういった政府の意向を無視して動いているのは、事実なわけだ。それも、燻くすぶっている火に要いらない油を注いで炎えん上じようさせる、ってとんでもない形でさ」

「いかに世界のジオトロンと言えども、利きかせられる鼻薬には限度があるということですか。なるほど」

「何だかんだ言って、あの国の根っこには健全な部分があるからね。巧うまくそこに話を通せば──と」

　ガラスの徳とつく利りから、最後の一いつ滴てきがこぼれ落ちた。霧ヶ谷は、座敷の片かた隅すみに控ひかえていた加か賀が見み秘書を振り向く。

「おーい加賀見くん、もう一本だけ頼たのんでくれないかね？」

「先生、まずはお話の方が先でしょう」

「……分かってるよ」

　空の徳利をなおも未練がましく振りながら、霧ヶ谷は息をつく。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君には、本当に感謝しているんだよ。だけどこれ以上、危ない橋を渡わたられては、こちらが困る」

「と、おっしゃいますと」

　何とも形容しがたい微妙な表情で、霧ヶ谷は酒杯を見下ろした。

「そろそろ、潮時かもしれないね」




　淡あわい照明に包まれたガルナバシュ中央駅の待合室の片隅で、初老の男が固いシートに腰こしかけていた。

　ありふれた旅行着にありふれた旅行バッグ、くたびれた帽ぼう子しを耳元まで被かぶっている。特に目立った所のない、ロシア系の男性だ。独立後は減少傾けい向こうにあるものの、いまだにガルナスタン国民の二〇人に一人はロシア系である。

　老人はしわくちゃになった新聞を読みながら、時おり駅前通りでシュプレヒコールを上げるデモ隊に、不安げな目を向けている。

　デモ隊が通過してしばらく経たった後、待合室に一人の若者が駆けこんできた。老人と同じくロシア人だ。軽く息を弾はずませていたが、老人の姿に気づくと申し訳なさそうに頭を下げる。

「すいません、コーネフの叔お父じさん。すっかり遅おそくなってしまいました」

「ミーシャかい？」

　コーネフと呼ばれた老人は、嬉うれしそうに顔をほころばせる。

「ずいぶんと大きくなったなあ」

「そりゃあ、僕も今年で二七ですから。さあ、どうぞ。鞄かばんは僕が持ちますから」

　荷物を担かついだ青年と一いつ緒しよに、老人は駅を出た。冷たく乾かわいた風に、上着の襟えりを立てる。若者は笑って、駅前の駐ちゆう車しや場じようの乗用車に老人を招いた。

「乗ってください、叔父さん」

「すまないね」

　古ぼけた車体を揺らしながら、車は走り出す。スプリングもへたりきっているため、乗り心地ごこちは快適とは言い難がたい。

　運転席の若者は、ミラー越ごしに老人と視線を交かわす。

「もう大丈夫です、閣下」

　その声も物腰も、今までの朴ぼく訥とつで親しげなものから一変していた。

「あなたをマークしていた公安の捜そう査さ官かんは、欺ぎ瞞まん情報に引っかかってクラノヴォーツクへ飛びました。今いま頃ごろは、地じ団だん駄だを踏んでいることでしょう」

「結構だ」

　答える老人も、同様だった。

　首を何度か回し、背筋を伸ばす。鷲わし鼻ばなが印象的な顔に鋭えい利りな笑えみを浮うかべると、それだけで年ねん齢れいが一〇歳以上は若返って見える。

　帽子を取ると、頭とう髪はつのないつるりとした頭が露あらわになった。

「プランの進しん捗ちよく状じよう況きようは？」

「問題ありません、上々の滑すべり出しです。この国の連中、まるで素人しろうと同然ですな。まだ中国人相手にゲームをしている方が、歯ごたえというものが──」

「大たい尉い、私は君の個人的な感想を聞きたいのではない」

「……も、申し訳ありません」

　男の声は低く静かなものだったが、青年は冷や汗あせを浮かべた。

「報告した例の人物と、直じかに接せつ触しよくする予定を取りつけました。閣下がよろしければ、明日あしたにでも」

「よろしい。大変よろしい」

　男──ロシア軍参謀本部情報総局ＧＲＵのデミトリー・キリエンコ少将は、部下の報告にそううなずく。

「一週間で、ケリをつけるとしよう」

　発言の内容とは裏腹に、その声からは気負いも自負もまるで感じられない。ただ淡たん々たんと、計画書を読み上げるような声だった。




　現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のガルナスタンにおける拠きよ点てんは、ガルナバシュ近きん郊こうの山中に置かれている。

　機密保持の観点から、従来のガルナスタン軍の基地等は使っていない。兵舎やＡＳ格納庫といった各種施し設せつは、全すべて新設されたものだ。

　とはいえ無人ＡＳである〈ケントゥリア〉の運用が主要目的のため、設備の多くはプレハブの格納庫が占しめている。社内に兵へい站たん部門の建設課──要するに工兵隊を抱かかえているＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にとって、新基地の造営は造作もないことだった。

　ちなみに基地の名は、付近にある紀元前のパルティア王国の遺い跡せきの名をとって、ニサ基地と呼ばれていた。

「いやあ、ローマの宿敵たるパルティアの旧都に、ローマ軍団の名を冠かんしたＡＳが駐ちゆう留りゆうするとは感かん慨がい深ぶかいねえ」

　基地の滑かつ走そう路ろに着陸した大型輸送機を見やり、白衣姿のヨナタン・クルピンスキーは言った。爬は虫ちゆう類るいじみたのっぺりした顔には、何やら悦えつに入いった笑みが張り付いている。

「そもそも貴様が付けた名だろうが、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　傍かたわらでそれを聞いていたステファン・イリイチ・ミハイロフが、つまらなさそうにつぶやいた。

「いやいや、これで名前というのは中々馬ば鹿かにならないものだよ。歴史上の偉い大だいな先例にあやかる、という意志の現れでもあるからね」

「上辺だけ古代ローマを真ま似ねたナチスもファシストも、惨みじめに滅ほろびた。どうせならそちらを参考にするべきだろう」

「これは、手厳しい」

　白衣の肩かたを、クルピンスキーはすくめてみせる。

「社長、搬はん入にゆうされた補給品の確かく認にんが終わりました」

　秘書であるナタリア・ヤコブレワの声に、ミハイロフは振ふり返った。携けい帯たい端たん末まつを手にした彼女は、淡々と報告する。

「概おおむね予定通りですが、一点だけ員数外のＡＳが詰つまれております」

「何、どういうことだ？」

　太い眉まゆをひそめるミハイロフ。と、クルピンスキーが悪びれずに笑い声を上げた。

「ははは、実はギリギリで新型の試作が間に合ったものだから、ついでに送ってもらったんだよ」

「そういうことは事前に言え。こちらにも予定というものがある」

「ふむ、サプライズの積もりだったのだが、お気に召めさなかったのかね」

「そういう問題ではないでしょう」

　いつも通り怜れい悧りなナタリアの声にも、今回は呆あきれと──そして若じやつ干かんではあるが不快の響ひびきがあった。

　ミハイロフとクルピンスキーの関係は、中々に微び妙みようなものだ。表面上はミハイロフが現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長であり、クルピンスキーはその部下となっている。

　だが実際の所、ミハイロフはＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．事実上のオーナーであるジオトロン社から送りこまれた雇やとわれ社長。一方のクルピンスキーは、本来ジオトロンでカエサル・プロジェクトの開発主任を務めていた技術者なのだが、プランの試験運用に際して現場のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に出向してきたのだ。

　クルピンスキーが技術者でありながらＡＳオペレータの資格を持っており、しばしば実戦にも出ることが、このややこしい関係に拍はく車しやをかけていた。

「で、確かめてもらえるかね社長」

「仕方あるまい」

　そう答え、ミハイロフは大おお股またで歩き始めた。




　滑走路に停止した輸送機は、後部ハッチが開放されており、機内の広々としたカーゴがのぞいていた。ミハイロフたちの目の前で油圧ウインチが作動し、荷台の一つが機外に下ろされる。

「ほう──」

　駐ちゆう機き姿勢で荷台に固定されていたＡＳを目にし、ミハイロフがそうつぶやく。

　初めて見る機体だ。

　基本的に〈レガトゥス〉や〈ケントゥリア〉と同系統の意い匠しようながら、両機から感じられる非人間的な印象は、ほとんど見られない。より洗練され、均整の取れた姿をしている。確かに新型と言うだけのことはありそうだ。

「機体名は？」

「まだ決まっていないが、私は〈トゥリヌス〉と呼んでいるよ」

「〈トゥリヌス〉──」

　聞き慣れない言葉を耳にし、ナタリアはごくわずかに首を傾かしげる。

「やはり今度もローマ由来の名めい称しようですか？」

「もちろんそうだとも」

　当然だ、と言いたげな笑みでクルピンスキーはうなずく。

「オクタヴィアヌス──すなわち後の初代皇こう帝ていアウグストゥスの幼名だよ。彼が大叔父であるカエサルの名を継つぐ前の名前さ」

「名前など、どうでもいい」

　スーツのネクタイを緩ゆるめながら、ミハイロフはそう言った。

「機体を確認する。構わんな」

「えーっと、それは……いや、実際に見てもらうのが一番か」

　何やら口ごもるクルピンスキーを無視し、ミハイロフは〈トゥリヌス〉の機体をよじ登った。機体背部にあるコクピットハッチを手動で開放し、内部をのぞきこむ。

「……どういうことだ？」

　ひどく不ふ穏おん当とうな声を、ミハイロフは出した。

　ＡＳのコクピットには必ず存在するはずのもの──オペレータの身体からだを包みこむマスタースーツがなかったのだ。オペレータの座るシートの他には、操縦スティックやフットペダルさえ見えない。

「その〈トゥリヌス〉、有人機としては今までにないコンセプトで造られていてね。これまでのカエサル・プロジェクトの成果をもとに──」

「能書きはいい。さっさと言え」

「……ＴＡＲＯＳによる、機体の完全思考制せい御ぎよだよ」

　珍めずらしく憮ぶ然ぜんとした表情で、クルピンスキーはそう言った。

「また、面めん倒どうなものを」

　機体から降りながら、ミハイロフが吐はき捨てる。

「そもそも今の我が社には、ＴＡＲＯＳへの適性を持ったＡＳオペレータがいません。どうやって試験運用を行なうつもりなのですか？」

「そこなんだよねえ、問題は」

　ナタリアの指し摘てきに、クルピンスキーは頭をかいた。

「社長がちゃんとキクノくんを連れ帰っていれば、話は楽だったんだけど。まあ一応、代役の目め処どは立っている。この件は私に任せてくれたまえ」
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　翌朝の気分は、当然ながら最低だった。

「つう」

　げっそりやつれた頰ほおを、達哉はなでる。

　結局、昨晩はほとんど眠ねむれなかった。寒さと不快感に苛さいなまれ、ごく短い寝ね入いりと目覚めを繰くり返しただけ。
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　疲ひ労ろうはまったく抜ぬけていない。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入ってからは、過か酷こくな環かん境きようでの野営も何度かこなしたことがある。だが、こういう類たぐいの経験は初めてだった。

「起きたか」

　先に起き上がっていたアデリーナも、顔には出していないものの、疲労がたまったままのようだ。

「たまらないな」

「ああ、全くだ」

　達哉の呻うめきに、アデリーナも同意する。彼女が弱音をもらすのは、実に珍しい。

「何日かここで過ごせば、体が参っちまいそうだよ」

「それまでには、事態が動く──」

　アデリーナが言葉を止めた。近づいてくる、複数の足音が聞こえたのだ。

「二人──いや、三人か？」

「おそらく」

　素す早ばやく視線を交かわす二人。とそこに看守が駆かけこんできた。

　古びた鍵かぎで、鉄格ごう子しを開けようとする。よほど慌あわてているのだろう、一度、鍵束を落としていた。

「出ろ、来るんだ」

　横おう柄へいな声だが、明らかに狼ろう狽ばいしている。しかも看守たちは、達哉たちに手て錠じようさえかけようとはしない。

（どういうことだ？）

（分からん）

　目配せで会話する達哉とアデリーナ。どうやら早々に、事態は動き始めたようだ。




　看守たちから急せかされるように、達哉とアデリーナは階段をのぼる。

　地上の階にはちゃんと暖だん房ぼうが入っており、達哉はほっと息をついた。骨まで冷えていた体が、少しだけ暖まる。

　案内されたのは、二階だった。てっきり取調室かどこかに連れて行かれるのかと思ったが、そうではない。

　もっと奥まった、重要そうな一画だ。

「お連れしました」

　突つき当たりのドアを、看守が開いた。部屋名らしいプレートが記されているのだが、あいにく達哉には読めない。

　部屋に足を踏ふみ入れて、達哉は驚おどろいた。

　鮮あざやかで複雑な模様が編み込まれた絨じゆう毯たんが、広い床ゆかの一面に広げられている。踏みつけると、深々と踵かかとまでが埋うまった。

　さらに家具や調度品も、見るからに値が張る物が揃そろえられている。

（応接室──？）

　正直、体に染しみついた臭においが気になるところだが、達哉はそれどころではなかった。

　部屋にいたのは四人。まずは昨日の警部が直立不動の姿勢で立っており、その隣となりでは上司らしい小太りの男が、ソファーに座って汗あせをかいていた。

「か、閣下、確かに不幸な行き違ちがいがあったことは事実です。しかしあくまで捜そう査さ上のミスであり、故意であるかのように仰おつしやられては──」

「でもさ、わざとなんだろ結局？　ねえ、警視」

「ですから、それは──」

　警視と呼ばれた男が弁明しているのは、向かいのソファーに座った、まだ若い男女だった。

　一人は見覚えがある。ガルナスタン陸軍の軍服姿をしたソラヤだ。達哉とアデリーナに気づくと、素早く目礼する。

　どうやら菊乃やユースフは、素早く手を打ってくれたようだ。

　ではもう一人の、ソラヤと同じ軍服を着た青年は──

「やあ、来てくれたかい」

　気軽な様子で、青年は手を振ふる。それなりに整った目鼻に浮うかぶ、どこか弛ゆるんだ表情。達哉もアデリーナも、知った顔だった。

　直接に会うのは初めてだ。だがガルナスタン潜せん入にゆう前のレクチャーで、何度も目にしたことがある。ガルナスタン大統領ムーザ・アタエフの一人息子むすこであり、その事実上の後こう継けい者しや──

「来訪早々、ずいぶんと不ふ愉ゆ快かいな目に遭あわせてしまったようだね。申し訳ない。我が国を代表して、お詫わびさせてもらうよ」

　共和国防衛隊司令オルカン・アタエフ中将は、あっけらかんと笑っていた。








第二話　前夜まで
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　オルカン・アタエフ中将閣下の自動車運転技術は、どうにも危なっかしいものだった。

　路上駐ちゆう車しやが多く、人も車もろくに標識を守らない街並みを、緩かん急きゆうのついたハンドル捌さばきですいすいとくぐり抜けていく。もちろん、オルカン本人も守ってはいない。

　ちなみに車種は、なぜか日産のシルフィだった。公用車でもなんでもなく、オルカン自身の私物らしい。

（何でまた大統領の息子が、こんな大衆車に乗ってるんだ？）

　後部座席で首を傾げる達たつ哉やだが、理由はさっぱり分からない。

「いや～、すまないねえ君たち。まさか日本からのお客さんに、こんな失礼なことをしちゃってさ」

「いえいえ、お気になさらず」

　愛あい想そ笑いをしながら、達哉は戸と惑まどっていた。今、やたらと気さくな態度で話しかけてくるこの青年は、自分たちが転てん覆ぷくをもくろむ政権の後継者なのだ。

　ちなみにこの話を持ってきた首しゆ謀ぼう者しやの娘むすめは、助手席で無言を押し通している。

（まさか、クーデターの計画がばれたのか？　それとも本当に、俺たちをはめるための罠わな？　いやいや、それにしちゃこの兄ちゃんの態度が変だし。俺たちを油断させる演技──だと回りくどすぎる）

　事態が飲みこめない達哉の背に、じわりと脂あぶら汗あせがにじむ。隣のアデリーナはというと、こちらは憎にくらしいほどに平然としていた。

「僕さあ、日本って国が大好きなんだよ。特にクルマと、テレビの時代劇ってやつが。かっこいいよね、アレ」

　焦あせる達哉の内心をよそに、オルカンは聞かれもしていないことをベラベラとしゃべり続けていた。

「だから、一度やってみたかったんだよ。ミト＝コーモンってやつをさ。こう『余の顔、見忘れたか！』って」

「それ、暴あばれん坊ぼう将軍だから」

　ぼそっとつぶやくソラヤに、達哉も思わずうなずく。

「もう番組終わってるっすよ」

「そーなんだよねえ。ああ無情……」

　悲しげに嘆なげくオルカンに、アデリーナが小声で言った。

「前、危ないぞ」

「え？──って、うわっ!?」

　対向車線で無む謀ぼうな追い越こしをかけたトラックが、中央線を越えて目の前に飛び出していた。慌ててオルカンはハンドルを切る。

　ぎりぎりでトラックをかすめたシルフィは、そのまま歩道に乗り上げた。歩行者たちは慌てて逃にげ惑まどい、店先を引っかけられた串くし焼やき屋台の主人が怒ど鳴なり散らす。

　奇き跡せき的に人身事故を免まぬかれたシルフィは、そのまま一目散に逃げ出した。

「あー、やばいやばい。死ぬかと思った」

「もういいから運転代わりなさい、このバカチン!!」

　もう我が慢まんできないとばかりに、ソラヤがオルカンを怒鳴りつける。

「へ？」

「ほう？」

　いきなり豹ひよう変へんしたソラヤの態度に、達哉とアデリーナは目を丸くした。

「そもそも、なんであんたまでノコノコあたしについて来たのよ！　来週の閲えつ兵ぺい式の準備はどうしたの！」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ほら、身分を隠かくしたオシノビってやつだし。それにどうせ、お飾かざりの僕なんていなくても問題はないって」

「お飾りの自覚があるんだったら、せめて置物の役くらいはちゃんとしなさい!!　この、唐とう変へん木ぼく──って、いけない！」

　はっと我に返ったソラヤが、後席を振り向く。何とも言いがたい生なま温ぬるい視線で、達哉たちは真っ赤なソラヤの顔を見やった。

「……なるほど、これが素すか」

「これが素だな、間違いない」

　そのつっこみに、オルカンが噴ふき出しかける。

「……何がおかしいの？」

「ご、ごめん。お客さんたちを送ったら、すぐにトンボ返りで戻もどるからさあ。それで勘かん弁べんしてよ」

「分かればよろしい」

　言い訳するオルカンに、ソラヤはようやく矛ほこを収めた。どうやら、達哉たちの前でも態度を取り繕つくろうのをやめたようだ。とても中将と少しよう尉いの会話とは思えない。

　ただ、不快さは少しもなかった。

（面おも白しろいな、こいつら）

　自分とアデリーナのことを棚たなに上げて、達哉はそう思った。

「えーっと、こっちだよね」

「そうそう」

　車はダウンタウンを抜ぬけ、郊こう外がいへと向かう。

「目的地に間違いはないようだ」

　地図を確かく認にんしながら、アデリーナがそう言った。達哉もうなずくが、代わりに別の心配が出てくる。

（この国のお偉えらいさんに、俺たちのアジトを教えて大丈夫なのか？　いや、このボンクラなら問題ない気もするけど……）

　自分を棚に上げてそう考える達哉を、運転席のボンクラ──もといオルカンが振り向いた。

「君たち、シルクロード史の先生なんだって？　ひょっとして、例の式典絡がらみで呼ばれたわけ？」

「ええ、まあ。時代考証？　というか、むしろ箔はく付づけ──とにかくそういう感じ……何ですよ、はい」

　自分の『設定』を脳内で確認しつつ、達哉はつっかえつっかえ答える。たちまちオルカンは、大おお仰ぎようなため息をついた。

「やっぱりそうか～。なんでパルミシュの小お父じさん、あんな見せ物イベントなんか企き画かくしたんだよ。柄がらじゃないだろ、全く」

「国こく威い発はつ揚ようの一大式典よ。父さんだって色々考えてるんだから」

　達哉がボロを出すのを畏おそれたのか、ソラヤが脇わきから口を挟はさむ。

「だからって、わざわざこのご時世に……」

「こういう時世だからでしょ。あんたも主役の一人なんだから、ちゃんとしゃっきりしなさいよ」

　ソラヤが発破をかけると、オルカンは心底から嫌いやそうに顔をしかめた。

「それがイヤなんだよ！　なんで僕が、ティムールのコスプレなんかしなくちゃいけないんだよ!?　恥はずかしい！」

「恥ずかしがったら負けよ。大丈夫、あんた見み栄ばえだけは悪くないんだから。大人しく観念なさい」

「そもそもうちの国って、ティムールに征せい服ふくされた側だろ。前提からして間違ってるじゃないか。こんなの絶対おかしいよ」

「どうせ煽せん動どうなんだから、細かい史実はどうでもいいのよ！」

　言ってることが段々と、明後日あさつての方向にエスカレートしてきた。

「酷ひどいな～。ねえ君たち、歴史学徒としてクライアントのこの発言どうなんだい？　スルーしてもいいところなワケ？」

「え、それは──」

　いきなり話を振られ、達哉は目を白黒させる。

「それは、まあ……仕事、ですから。見返りと言ったら何ですが、パルミシュ少将には遺い跡せきの発はつ掘くつ許可を口くち利ききしてもらいましたし」

「ふ～ん、ギブ・アンド・テイクか。割り切ってるんだねえ。そっちの助手さんはどう思ってるの？」

「確かに下らない茶番だが、必要なことなのだろう。煽動で人を酔よわせるのにも、仕方のない面がある」

　話を振られたアデリーナも、静かにそう言った。

「人は、無条件に信じられる何かが必要なこともある。特に戦争ともなればな。だが、煽あおる側まで酔っぱらっているようでは話にならない」

「お、おい、リーナ……」

　思いがけないほど手厳しい言葉に、達哉は戸惑い、ソラヤも息を吞のむ。

「言ってくれるじゃないか。やっぱり外からの方がむしろ、色々と見えることがあるのかな？　確かにこの国は、上から下まで酔っている。パルミシュ少将は素面しらふだけど、まさかわざわざ酔っぱらいに注ぎ足すような人だったとはな～」

　オルカンの苦く笑しようには、今までとは違ちがう何かが揺ゆれていた。

（リーナ、ちょっとやり過ぎだ。これ以上やると、怪あやしまれるぞ）

　達哉は自重するよう、アデリーナに目配せする。だがアデリーナは自重せず、さらに踏ふみこんだ。

「あなたはどうなのだ、オルカン・アタエフ閣下。あなたは酔っているのか、それとも醒さめているのか？」

「さあ、どうだろ？　自分は酔ってない──ってくだを巻く酔っぱらい、別に珍めずらしくも何ともないしね」

　それこそ酔いから覚めたように、オルカンは言った。




　ガルナバシュの市街を離はなれると、周囲には雄ゆう大だいな光景が広がっていた。

　西へ向かう車からは、左手にイランとの国境であるコペット・ダグ山脈、右手にガルナスタン国土の八割以上を超こえる広大なカラクム砂さ漠ばくが、それぞれ見える。

「うちの国民の多くが、山と砂漠の隙すき間までへばりつくように暮らしててね。東の方に行けば、大きな川が流れてるんだけど」

「なるほど」

　オルカンの説明に、アデリーナは相あい槌づちを打った。達哉が目をこらすと、道路と並行して鉄道が走っているのが見える。

　これらの道路と鉄道は、街や村を繫つないで西部のカスピ海沿岸まで伸のびている。今まさに、ロシアと係争中の資源地帯だ。

「わざわざ来てもらって残念だけど、このご時世じゃ早めに用をすませてこの国を出た方がいいと思うよ」

「ああ、心がけとく……」

　オルカンの言葉が善意からのものだと分かるだけに、達哉としては言葉を濁にごすことしかできない。

（なんせ俺たち自身、本当はこの国に喧けん嘩かを売りに来たようなものだからなあ）

　バツが悪くなった達哉は、車外へと目を向ける。

　南の山脈にはまだ雪が残っているが、山さん嶺れい付近には緑の草原が広がっている。どうやら放牧地として使われているらしく、放し飼いにされた馬がのんびりと草を食はんでいるのが見えた。

「アハルテケ、っていうの。ガルナスタン自じ慢まんの馬よ」

　ソラヤが笑え顔がおで説明する。

「丈じよう夫ぶで、我が慢まん強づよくて、とってもいい子たち。何たって、ガルナスタンの国章になってるくらいなんだから」

「ソラヤちゃんは子供の頃ころから馬が好きだったからねえ。おかげで僕まで朝から晩まで乗馬に付き合わされて、お尻しりの皮がすりむけちゃったし」

「あんたが柔やわなだけでしょ。そんなことで、遊牧生活していたご先祖様に申し訳が立つと思うの？」

「そんなこと、今さら言われたって……」

　まだ幼い少年が、勝ち気な同い年の少女に引き回されて、半泣きになりながらも二人一いつ緒しよに馬で山やま間あいの草原を駆かけ回る──思い浮うかんだそんな異国の情景が、なぜか達哉の郷きよう愁しゆうを疼うずかせた。

（由ゆ加か里り、楓かえで……）

　東京に残してきた妹や幼おさな馴な染じみを、ふと思い出す。そう言えば自分も馬ば鹿かなことをする度たびに、彼女たちからがみがみと口やかましく𠮟しかられたものだ。

　もうずいぶんと昔のような気がする。

　そんな達哉を、オルカンはミラー越ごしに見やる。

「ま、それだけガルナスタンにとっては大事な馬なんだよ。そうそう、東洋の人には汗かん血けつ馬ばって言えば分かるんじゃないかな」

「かんけ──つば？」

　初めて聞く言葉に、達哉は首を傾かしげた。

「歴史の先生なのに知らないのかい？　昔、中国の皇こう帝ていがこの馬欲ほしさに攻せめてきたって話、けっこう有名だと思ってたんだけどな～」

（やべ、しくじった……）

　訝いぶかしげな様子のオルカンに、達哉は焦あせる。そこですかさずアデリーナが口を挟んだ。

「一口にシルクロード史と言っても、最近では研究分野が年代や地域ごとに細分化されている。あいにく、その時代は専門外だ」

「ふーん、そんなものか」

　顔色一つ代えず平然と噓うそ八はつ百ぴやくを並べ立てるアデリーナに、オルカンはどうやら納なつ得とくしたようだった。

　ほっとした達哉の脇わき腹ばらに、アデリーナの肘ひじがめりこんだ。

（バカ者、何をしている）

（す、すまん）

　声も出せずに悶もん絶ぜつしながら、達哉は詫わびた。と、その時──

「うわ!?」

　乾かわいた音と共に、シルフィの車体がコントロールを失って大きく蛇だ行こうした。

「敵てき襲しゆう!?」

「いや、ただのパンクだな」




　路側帯に停とめたシルフィから、達哉たちは降りた。

　完全にへたったタイヤを確かめて、達哉は顔をしかめる。

「あーあ、こんなつるつるになるまで使ってたのか。そりゃパンクもするな。それで、スペアのタイヤやジャッキってどこ？　やっぱトランク？」

「ええっと、多分……今、開けるから待って」

　どうにも自信なさげに、オルカンは答える。

　開いたトランクをのぞきこんだ達哉は、よく分からないガラクタを放ほうり出すと、底板を引っぺがす。その下には、ちゃんと工具類やスペアタイヤが収まっていた。

「それじゃ、とっとと片付けるか」

　しゃがみこんで車体の下にジャッキを設置、ハンドルを回し始めたところで──達哉は突つっ立ってるだけのオルカンを見上げる。

「ボーッとしてないで、手伝ってくれませんかね？」

「え、僕もやるの？」

「当たり前だろ！」

　全く考えてもいなかったらしく、きょとんとした顔のオルカン。その前にソラヤが割りこんだ。

「手伝いなら、あたしがしますけど」

「いいって。大の男が二人もそろっているのに、女の子を働かせるってのもちょっとアレだしさ」

　こういう点において、市いち之の瀬せ達哉という人間は全くもって保守的なのだ。

「ではわたしは、飲み物でも買ってこよう。ちょうどさっき、店があった」

「あたしも行く」

　アデリーナとソラヤは、連れ立って来た道を戻もどっていく。かくして現場には、男二人だけが取り残された。

「ええっと、そういうのって男女差別──」

「いいから、男なら口より先に手を動かす」

「分かったよ、なんで僕が……」

　とはいえ、実際に作業をするのは達哉だけで、オルカンは言われるままレンチだのナットだのタイヤだのを手て渡わたすだけだったが。

　最初はぶつぶつ言っていたオルカンだったが、やがて興きよう味み津しん々しんな様子で達哉の手元をのぞきこんでいた。

「それ、何だい？」

「ん？　ただの電動レンチだけど」

　オルカンの気さくな態度に釣つられ、達哉の言葉づかいも砕くだけてきた。

　ぞんざいに答えながら達哉は、レンチ先せん端たんのソケットに、タイヤのナットを差しこむ。

「こうやって、スイッチを入れれば──」

　カンカンと数回ノックの音を鳴らし、すぐにナットは外れた。カラカラという空回りの音を確かく認にんし、達哉はレンチを外す。

「これを使えば、固いナットも楽々外せるんだよ」

「おお」

　ソケットから落としたナットを、オルカンは目を丸くして見た。まるで子供のような姿に、ふと達哉は言ってみる。

「お前さんもやってみるか、これ？」

「え、いいの？」

「そもそも、お前さんの車だし」

「じゃあ、是ぜ非ひ」

　達哉から電動レンチを受け取ったオルカンは、嬉き々きとしてしゃがみこんだ、ぎこちなく工具を扱あつかうその姿に、達哉は苦笑する。

（こいつも、こういうのが好きなのか）

　ふと、実家の市之瀬建設を思い出す。子供の頃、大人たちから危ないと𠮟られながらも現場をうろついていた自分の姿が、今のオルカンと重なった。

　そう懐なつかしみながらも、初心者のオルカンがレンチの逆回転みたいなミスをしでかさないか、監かん視しは怠おこたらないが。

「どうかしたのかい？」

　そんな達哉の様子に、オルカンが軽く首を傾げていた。

「あ、いや──ちょっと昔のこと思い出して」

「ふーん、昔ねえ」

　ふと、オルカンの目が遠くなる。

「僕はあんまりいい思い出がないんだよねえ。何だかいつも、ソラヤちゃんに振ふり回されててさ」

「みたいだな。そういや──」

　先ほどの車でのやり取りを思いだし、達哉は思わず尋たずねた。

「あのソラヤって子とは、やっぱりそういう関係なわけ？」

　初対面の相手には、かなり不ぶ躾しつけな質問ではある。だがオルカンは気を悪くせず、たちまち相そう好ごうを崩くずした。

「あ、やっぱり傍はたからだとそう見える？　見えるの？　見えるんだ」

　いきなりニタニタ笑い出したオルカンに、達哉はドン引きした。

「やっぱりできてるのか……」

　だがそう言うと、オルカンは軽く首を振る。

「いいや、そういうワケじゃないんだよね。そうなりたい、ってワケでもないし。でも周りからそう見えるってのは、ちょっと嬉うれしいかも」

「……悪い、聞いた俺が馬鹿だった」

　げんなりと呻うめく達哉に、今度はオルカンが尋ねる。

「君こそどうなんだよ？　あの助手さん、すごい美人だけどさ、やっぱりそういう関係なのかい？」

「り、リーナ？　ええっと、そりゃ……って──」

　いきなり切り替かえされて戸と惑まどう達哉だが、自分の『設定』を思い出して激しく焦る。

（やばい、今の俺って──）

　──妻子持ちということになっているではないか。

「そ、そんなこト、全然ないヨ？　俺は妻と娘むすめヲ、心から愛してるシ」

　思いっきり顔をそむけ、達哉はボソボソつぶやく。脳のう裏りの菊きく乃のとクララは、実にイイ笑顔だった。

「えー、ダメだよそういうの。浮うわ気きが男の甲か斐い性しようって、ただの身勝手だし」

　もっともそんな達哉の不ふ審しんな態度を、オルカンは別の意味に受け取ったようだが。

「だから、本当に違ちがうって──」

「何が違うのだ？」

　背後からの不意討うちに、達哉は飛び上がりそうになる。飲み物のペットボトルを抱かかえたアデリーナは、軽く首を傾げた。

「なんだ、まだパンクの修理は終わっていないのか。君にしては手て際ぎわが悪い」

「パ、パンク──ああ、その、パンクね。ハイハイ」

　焦りまくった達哉は、工具類の中からレンチを拾い上げた。背筋を伸のばし、裏返った声を張り上げる。

「これより貴官には、ナット締しめの極ごく意いを伝授する！　謹きん聴ちようせよオルカン候補生！」

「は！　了りよう解かいいたしましたタツヤ教官殿どの！」

　混乱した達哉の奇き行こうに、なぜかオルカンも合わせてくれた。しゃちほこ張って敬礼し、うやうやしくレンチを押し抱いだく。

　そんな二人を、アデリーナとソラヤは呆あきれながら見ていた。

「何をやっているのだ、一体？」

「……さあ？」




「いやあ、パンクってああいう風に直すんだねえ。これは一つお利口になったよ」

　再び走り出したシルフィの運転席で、オルカンは非常に上じよう機き嫌げんだった。

「普ふ通つう、タイヤの交こう換かんなんて誰だれでも知ってるだろ」

　呆れる達哉の前で、ソラヤが大おお仰ぎように肩かたをすくめた。

「このバカ、そういうのって全然ダメなんですよ。何せＡＳに乗った後だって、オペレータのやる通常整備をサボってるくらいなんだから」

「それじゃダメだろ。ていうか、ＡＳの仕組みとか知っとかないと、性能を一〇〇％は引き出せないだろうに」

「それが分かってないのよ」

　何やら意気投合した様子の達哉とソラヤを、オルカンはぬぼーっとながめていた。

「最近の学者さんって、ＡＳにも詳くわしいんだ。知らなかった」

「必要があればな」

　アデリーナは、平然と答えた。

「ところで、そろそろ目的地のはずだが」

「おっと、そうだったね」

　カーナビを確認し、オルカンはシルフィを停める。人ひと気けのない、古びた工場の前だった。

「本当にここでいいのかい？」

「ええ、そうよ」
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　訝いぶかしがるオルカンを運転席に残し、ソラヤは車から降りる。達哉とアデリーナも、それに倣ならった。

「私はついでに打ち合わせをしてくるから、あんたは先に戻ってて」

「先にって──ねえソラヤちゃん、君って僕の護衛だよね」

「大だい丈じよう夫ぶ、代わりは手配してるから」

　そうソラヤが指を鳴らすなり、工場の物もの陰かげから妙みように体格のいい兵士が三人、次々と姿を現した。

「え──ちょ!?」

「閣下、護衛の任は我々が引き継つぎます」

　驚おどろくオルカンに有う無むを言わせず、兵士たちはシルフィに乗りこんだ。うち一人は丁てい寧ねいかつ無理矢理な仕草で、オルカンを運転席から助手席へと追いやる。

「運転もお代わりしますので」

「では少しよう尉い殿、後はお任せください」

「だから待ってって──助けてタツヤ、友達だろ!?」

　必死に訴うつたえるオルカンの前で、達哉は無情に言い切った。

「友達ぃ？　誰がぁ？」

「そんな、酷ひどい──アーッ」

「じゃあ、あばよ」

　急発進するシルフィに、達哉はわざとらしくハンカチを振って見送った。オルカンの悲鳴じみた声が、ドップラー効果によって引き延ばされて響ひびいている。

「で、大丈夫なのか？」

「大丈夫ですよ。彼らは父の部下で、今回の計画も知っています」

　早足で歩き出したソラヤの後を、達哉は追う。

「いや、そうじゃなくて、オルカンのことだよ。色々知られたみたいだけどさ」

「それも大丈夫です。馬ば鹿かだから、あいつ」

　身も蓋ふたもないことを、ソラヤは言った。

「ずっと馬鹿のフリしてて、段々と本当に自分のことを馬鹿だと思いこんで、とうとう本当の馬鹿になっちゃって」

「そこまで言うのも、どうかと思うがなあ──」

「……タツヤ」

　いきなり背後から、声がかけられた。慌あわてて振り向くと、サミーラが相変わらずの静かな物もの腰ごしで立っていた。

　さすがにいつものメイド姿ではなく、地味な作業服に着き替がえている。

「サ、サミーラか、脅おどかすなよ」

「……目立ちすぎてる。早く中に」

「私は、ユースフ殿でん下かたちと打ち合わせをしたいのですが、どちらにおられます？」

「…………」

　サミーラは無言のまま、建物の一つを指差す。その仕草は、いつもにも増してそっけない。

「管かん理り棟とうですか。では、私はこれで」

　少しムッとした様子のソラヤが、足早に立ち去る。彼女の姿が見えなくなると、アデリーナがサミーラに尋ねる。

「どうした？」

「……別に。やっぱり彼女のこと、気にくわないだけ」

　サミーラの返答は、それだけだった。




「無事でしたか、達哉さん」

　工場に入った達哉を、菊乃が出で迎むかえた。

「先にわたくしたちだけ逃にげて、申し訳ありません」

「他に手がなかったんだろ、仕方ないさ。酷い一晩にはなったけど、結果オーライってやつだ」

　しきりに恐きよう縮しゆくする菊乃に、達哉は笑ってそう答えた。菊乃の表情も、それでようやく明るくなる。

「それに、お前たちがユースフやソラヤさんたちに連れん絡らくしてくれたおかげで、俺たちも釈しやく放ほうされたわけだし」

「そう言ってもらえると、助かります。ところで──」

　笑え顔がおの質を変えた菊乃が、今度はアデリーナに向き直ると、耳元に小声で囁ささやいた。

（ところでアデリーナさん、まさか抜け駆けはしてませんよね）

（──知らん）

（答えになってませんよ。大体その間はなんですか、その間は？）

　そんな二人の応おう酬しゆうに、達哉は眉まゆをひそめる。

「おーい、ところで状じよう況きようはどうなってるんだ？」

「それは、見ての通りです」

　菊乃が指し示した工場の奥では、今まさに四機の〈レイヴン〉が組み上げられようとしていた。

　まだほとんどフレームのみの、まるで骨格標本じみた姿であるが。

　パーツ単位にまでばらしたＡＳを、工業用品に擬ぎ装そうして運びこみ、現地の工場で組み立てる。かつてバリク共和国で、敵であるミハイロフたちが使っていた手だ。

　あれこれと指示を飛ばしていた溝みぞ呂ろ木ぎが、達哉に気づいて振ふり返る。

「おう、来たかよ。仕上がり具合は六割ちょい、ってところだな」

「ったく、いくらなんでもオーバーワークだよ、これじゃ」

　ぼやくダニエラに、達哉は頭を下げる。

「とにかく、これで決着がつく。やろうぜ、リーナ、菊乃」

「ああ──」

「もちろんです」

　取り繕つくろうように二人は、達哉に答えた。




　　　　２




　ギョクテペ基地は、ガルナバシュ西の郊こう外がいにある陸軍基地だ。

　一九世紀の後半にはロシア帝てい国こくの遠えん征せい軍と、それに抵てい抗こうするガルナ人各部族の間で、激しい戦せん闘とうが繰くり広げられた因いん縁ねんの地である。現在では、オルカン率いる共和国防衛隊の主力が駐ちゆう屯とんしている。

「何て言うか最近のソラヤちゃん、僕に冷たい気がするんだよね～」

　雑然と散らかった司令室に、オルカンの不満げな声が響いていた。デスクにだらしなく頰ほお杖づえをついたまま、手にした書類に気のない視線を送っている。

「申し訳ありません、閣下。娘むすめに代わりお詫わび申し上げます」

　背筋を伸ばした初老の将校が、そっけない態度で答えた。アリー・パルミシュ少将、共和国防衛隊の参さん謀ぼう長であり、年若いオルカンに代わって隊の実質的な指揮統とう率そつを任されている。

　その背後には、数人の幕ばく僚りようが従っていた。

「では、来週の閲えつ兵ぺい式における、我が隊のスケジュールについてご説明させていただきます。まずは──」

「ああ、いいってそういうの。任せるから適当にやってて」

「そうは参りません。閣下御ご自じ身しんも〈シャドウ〉に乗って、行進の先頭へと立たれるのですから」

　あくまで几き帳ちよう面めんに進言するパルミシュに、オルカンは実にわざとらしく顔をしかめてみせる。

「面めん倒どうくさいなあ。じゃあ取りあえず行進のルートだけ教えてよ。この基地を出発して、市内の独立広場まで、でいいんだろ」

「……どちらへ？」

　身軽な動作で立ち上がったオルカンに、パルミシュはそうたずねた。

「演習場だよ。ＡＳ隊の行進の訓練しとかなきゃいけないだろ？」

「そういう雑事こそ、我々にお任せください」

「ダメダメ。僕が率先してパレードの先頭を行くんだよ。ちゃんとこの国の後こう継けい者しやに相応ふさわしいとこ、国民に見せなきゃいけないんだし。自分が納なつ得とくするまでやらないと。これ、命令ね」

　いかにもそれらしく、かつ内実のない言葉を、オルカンはぺらぺら並べ立てる。

「で、本音は？」

「めんどくさい書類仕事よりも、ＡＳ動かしてる方がまだ楽しいし……あ」

　あっさりと白状した上官の前で、パルミシュはわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「──閣下？」

「ああ、いや、もちろんそれだけじゃないよ？　そもそもお飾かざりの司令官が余計な口を差し挟はさむより、経験豊富な幕僚が処理した方がハッピーだろ。昔から言うじゃないか、『社長は元気で留守が良い』って──」

「言いません──む？」

　ちょうどその時、オルカンのデスクで電話のコールが鳴る。

「もしもし、僕だけど──え？　ああ、ちゃんとアポはもらってるから──それじゃ」

　受話器を手に応答するオルカンの声が、段々と弾はずんできた。通話を終えると、笑みをこらえながらパルミシュに言う。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のクルピンスキー博士が来たってさ」

「例の件ですかな？　閣下に、新型のＡＳを提供したいという」

「そうそう。我が国の国防にとっても大事なパートナーなわけだし、待たせるわけにもいかないだろ」

　もっけの幸いと言いたげなオルカンの姿に、パルミシュは深々とため息をつく。

「……分かりました」

「じゃ、後は任せたから」

　そう気軽に司令室を出ようとするオルカンの背に、パルミシュは問いかけた。

「ところで閣下、上じよう申しんした閲兵式後の演習ですが──」

「ああ、ついでに市街地で部隊をあれこれ動かしてみるってあれかい？」

「はい。こういう時局ですし、万が一には備えねば」

「ガルナバシュで市街戦やる羽目になったら、もうこの国は終わりだと思うけどね」

　やや皮肉げに、オルカンは肩かたをすくめてみせる。

「ま、お袋ふくろに話は通しておいたよ。多分、今日明日には上から命令が出るはずだ」

「お手間を取らせました」

「いいっていいって、互たがいに仕事してるだけだろ」

　一礼するパルミシュに、オルカンはひらひら手を振りながらそう言った。そのまま部屋を出る前、一言だけ付け加える。

「そうそう、ソラヤちゃんが帰ってきたら、演習場に来るよう伝えて。やっぱりソラヤちゃんが僚ペ機アじゃないと調子が出ないんだよねえ、僕」




　扉とびらが閉まった途と端たん、司令室の雰ふん囲い気きは一変した。

「いよいよですな」

　幕僚の一人であるムラト大たい佐さの言葉に、パルミシュは振り向く。

「聞いての通りだ、諸君。決行は来週、閲兵式の翌日となる」

　現アタエフ政権へのクーデター──パルミシュの真意を知る者は、共和国防衛隊の中でも一部である。

　とはいえその数少ない将校で、防衛隊における指揮系統との要所要所を押さえてある。司令であるオルカンさえ拘こう束そくすれば、後は防衛隊の全すべてをパルミシュの計画通りに動かせるはずだ。

「ガルナバシュ市街演習の命令が下り次し第だい、各部署に通達を出す。だから部隊が行動を開始しても、ただちに反乱と結びつける者はいないはずだ」

「とはいえ、三〇分が限度でしょうな」

「その通りだ。だからこそ最初の三〇分で、作戦の第一段階を終わらせねばならない。時間を味方につけられるか否いなかが、決起の成否を決める」

　とはいえ、パルミシュはこの段階での成功をほぼ確信していた。クーデターを決意して以来、何度も練り直した計画だ。

　現在、ガルナスタン陸軍戦力の大半は、ロシア軍の侵しん攻こうに備えて国境付近に移動しつつある。ガルナバシュ付近でまとまった戦力を有しているのは、共和国防衛隊のみだ。パルミシュの目もく論ろ見み通りに。

「最初の三〇分で大統領宮きゆう殿でんに議会、国防省といった政府と軍の中ちゆう枢すうを占せん拠きよし、大統領以下の要人を逮たい捕ほする。ムラト大佐、現地の指揮は任せたぞ」

「はっ。警備に当たる武装警察等との交戦が予想されますが、問題はないでしょう。市街戦におけるＡＳの優位は圧あつ倒とう的です」

「問題は、その次の段階だ」

　首都を制圧しただけでは、新政権は生まれない。逮捕リストにない閣かく僚りようや議員を引きこみ、政府としての体てい裁さいを整える必要がある。さらには他の部隊によるカウンタークーデターを封ふうじ、少しでも多くの戦力を引きこまねばならない。

　パルミシュはいまだ、そう言った根回しには全く手をつけていない。手をつけるには危険すぎると判断していた。たとえ政権の樹立が困難だとしても、クーデターの決行以前にその意図を外部へと漏もらすのは、あまりにも無む謀ぼうである。

　顔を上げたパルミシュは、部下たちを見回した。誰だれもが疲つかれたような、苦い表情をしている。おそらくは自分も、同じような表情を浮うかべているのだろう。

「諸君、このままロシアとの無謀な戦争に至れば、我が国は破は滅めつする」

　それは、パルミシュにとっての確信だった。

　六年前のカフカス紛ふん争そうからして、旧ソ連の領域を自国の勢力圏けんとするロシアの意図は明白だ。たとえ背後にジオトロンやアメリカが控ひかえていても──いや、控えているからこそ──ロシアはガルナスタンの造反を許さないだろう。

　道は一つしかない。ガルナスタンに無謀な綱つな渡わたりを強いる大統領は、排はい除じよされるべきなのだ。

　たとえ、亡なき盟友の娘であったとしても──

「ＧＲＵの少将の件は、いかがなさいます？」

「今晩、私が話をつけよう」

　たとえ、当面の敵国と内通することになろうとも──




「ガルナバシュ市街の制圧は、我々のみで行ないます。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のみなさんの手はわずらわせません」

　テーブルに広げられた地図を見ながら、ソラヤは静かにそう言った。伸のばした指先で、地図の一画を指し示す。

「あなた方の相手は、ここニサ基地の旧Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．です」

「……攻せめにくい場所だな」

　地図と航空写真を確かく認にんしながら、アデリーナが眉まゆをひそめた。ガルナバシュの南にそびえるコペット・ダグ山脈、その急きゆう峻しゆんな山やま間あいにへばりつくようにして、その基地は建てられていた。

「あら、ですが近くに人家も集落もないのは大変よろしいですね。周囲を気にせず、思いきり暴れられます」

「気楽に言ってくれるな」

　好戦的な含ふくみ笑いを浮かべた菊乃を、アデリーナは半眼でにらむ。

「何にせよ、この山さん塞さいに立て籠こもった〈ケントゥリア〉を排除せねばならぬのか。〈レイヴン〉四機をもってしても、中々に骨よな」

　慨がい嘆たんするユースフに、ソラヤは首を振ふって見せた。

「かならずしも、旧Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の戦力を撃げき破はする必要はありません。決起が成功するまでの間、彼らの介かい入にゆうを妨さまたげてくれればそれで結構です」

「なるほど、新政権さえ樹立すれば、連中もこれ以上は戦う意味を失う。その後の交こう渉しよう次第では──」

「冗じよう談だんじゃねえ」

　少し考え始めたアデリーナに、達哉はひどく不ふ機き嫌げんそうに言った。

「連中とは、絶対にここでカタをつける。いいか、絶対にだ」

「……タツヤ」

　困こん惑わくしたような、微び妙みような空気が流れる。と、そこでベルトランが咳払いをした。

「クーデターが成功し、旧Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を排除できれば我々はお役やく御ご免めん。──そういう契けい約やくでしたがよろしいですね？」

「はい、それ以上の戦いは我が国の問題ですから。あなた方の手をわずらわせるわけにはいきません」

　きっぱりと、ソラヤはうなずく。

「では、私はこれで。隊に戻もどらねばなりませんので」

「ご苦労。サミーラ、少しよう尉いをお送りせよ」

「……御ぎよ意い」

　ユースフの言葉に答え、サミーラは静かに立ち上がった。

　ソラヤが部屋から出るのを見計らって、菊乃が肩をすくめる。

「依い頼らい主はああおっしゃっていますが、作戦の全てが上う手まくいくとは限りません。万一の退路はどうなっております？」

　いつもの奇き矯きような振る舞まいとは裏腹に、菊乃の問いは慎しん重ちようだった。さすがに傭よう兵へいとして、非合法・不正規な任務を数多くこなしてきただけのことはある。

　尋たずねられたベルトランは、小さくうなずく。

「一応の『保険』はかけています」

「保険、ですか？」

「ええ。この場で詳くわしいことは言いかねますが」




　工場の裏口から外に出た所で、ソラヤはサミーラの方を振り向いた。

「もう、ここまででいいですから」

「…………」

　そう言ったのだが、サミーラは戻ろうとしない。ただソラヤの顔を、じっと静かに見つめている。

「何かしら？」

「……さっきの彼が、あなたの主あるじ？」

　質問を質問で返され、ソラヤはわずかに戸と惑まどう。

「あ、主というか……そりゃ確かにあいつはあたしの上官だけど、別に主従というかそういう──」

　なぜかしどろもどろになるソラヤを、サミーラはじっと静かに見つめている。その視線の意味に、ソラヤはようやく気づいた。

（この子、あたしを非難してるの？）

　なぜ──と訝いぶかしむソラヤの前で、サミーラは静かに言葉を重ねる。

「……子供の頃ころから、彼を見守ってきたと聞いた。そんな主を、自身の忠を、なぜあなたは裏切ろうとする？」

　敵意というほど、露ろ骨こつではない。むしろ静かな声だった。

　だが侍じ女じよの言葉は、ソラヤの心の柔やわらかな部位を、確かに抉えぐっていた。思わず彼女は、言葉を荒あららげる。

「た、大して事情を知らない人に言われる筋合いはないわ！　そもそも、この国のためには──」

「君、君たらずとも、臣、臣たれ──東洋の古い言葉」

　絡からみ合う二人の視線。先に逸そらしたのは、ソラヤの方だった。

「あたし、行くから」

「……そう」

　期せずして、二人の少女は互いに全く同一の感情を抱いだいた。

（あの女、気に入らない）




　暗く狭せまいコクピットの中で、オルカンは正面のスクリーンを見やっていた。

『さあ、もう一度やってくれたまえ。「立ち上がる」とね』

「んー、了りよう解かい」

　通信機から聞こえたクルピンスキーの指示に、オルカンはややうんざりした声で返事をする。

　立つ──

　目を閉じ、オルカンはそう強く念じる。

　立つ──

　立つ──

　立つ──

　だがオルカンがいくらそう念じてみたところで、ＡＳの機体も、スクリーンの光景も、微び動どうだにしない。

　渋しぶい顔を隠かくさず、オルカンはクルピンスキーに通信を繫つなぐ。最初は『オペレータの思考で動くＡＳ』のテストと聞いてすっかり舞い上がっていたオルカンだが、この三〇分足らずですっかり飽あきていた。

「やっぱりダメみたいだよ、博士。ていうか、何か頭痛くなってきたし」

[image: ]

『そうかい。じゃあここまでにするかね』

　コンソールを操作し、コクピットハッチを開放。縄なわばしごをおっかなびっくり伝わりながら、オルカンは地面に降りた。

　駐ちゆう機き姿勢を取った〈トゥリヌス〉の傍かたわらでは、野戦服の上に白衣を羽織ったクルピンスキーが、しきりに首を傾かしげている。

「おかしいねえ。ちゃんと君の脳波パターンに合わせて調整しておいたんだが」

「そもそも、考えるだけでＡＳ動かすってシステムに、やっぱり無理があるんじゃないのかなあ」

　ぼやくオルカンの前で、クルピンスキーは大おお仰ぎように肩かたをすくめる。

「オルカン司令、失礼ながら君はＴＡＲＯＳというシステムの本質を全く理解していないようだ」

　語る声が、段々と熱を帯びてくる。

「ＴＡＲＯＳはね、単なるＡＳのマンマシン・インターフェースではない。あれは、言わば鍵かぎなんだよ」

「鍵かい？」

「そう、物質の裏側に手を伸ばすための扉とびら──それを開くための鍵なのさ」

「…………」

　段々と話が、怪あやしげな方向に逸れてきた。オルカンの白けた視線に気づいたのか、クルピンスキーは軽く咳せき払ばらいをする。

「失礼。とにかくＴＡＲＯＳを作動させるのに当たって、大切なのはイメージと確信だ。この場合だと機体が動く様子を脳内できちんと思い描えがき、なおかつそれが出来て当然だと、君自身が思わねば」

「ふーん」

　何やらそれらしい話になってきたものの、先ほどのオカルト話の後では説得力も半減である。もはやオルカンは、この〈トゥリヌス〉という新型ＡＳへの興味を、ほとんど失っていた。

「ま、くれると言うなら貰もらっておくよ。時間が空いたらまた試ためしておくから。それじゃ」

「良い結果を期待しているよ」

　ぞんざいに手を振りながら、オルカンは立ち去る。その背を、クルピンスキーはじっと見やっていた。

「なるほど、何よりも足りないのは危機感か……」

　その不ふ吉きつなつぶやきは、オルカンの耳に届いていなかった。




　　　　３




　パレードの隊列は、国道一号線を通ってガルナバシュに入り、市の中心部にある独立広場を目指した。

　先頭を進むのは、ガルナスタン共和国防衛隊のＡＳ中隊だ。国軍の最精せい鋭えいであり、大統領直属の言わば『私兵』でもある。

　十数機の〈シャドウ〉が一いつ斉せいに、膝ひざを曲げないまま真まっ直すぐ伸のばした脚あしを高々と掲かかげる。一いつ糸し乱れぬアヒル歩きグース・ステツプの行進に、沿道の群衆から歓かん声せいが上がった。

「といってもこれ、ＡＩ任せの自動操縦なんだよねえ」

　最前列の〈シャドウ〉のコクピットで、オルカンはへらへらと笑っていた。すかさずソラヤから秘ひ匿とく回線で通信が入る。

『こら、そんなこと言わない。壁かべに耳あり障子に目あり、よ』

　ちなみにソラヤの〈シャドウ〉は、オルカンの傍らで旗手を務めている。掲げられたＡＳサイズの巨きよ大だいな軍旗が、風にはためいていた。

　ふと、外部マイクのスイッチを入れてみる。コクピットに響ひびく歓声は、オルカン本人を称たたえるものが多かった。

　ガルナ民族の新たな希望、アタエフの正統な後こう継けい者しや、クラノヴォーツクの若き英えい雄ゆう──などなど。

「茶番、だよねえ」

『…………』

　笑い飛ばそうとして失敗し、何だか変な声が出た。通信機の向こうで、ソラヤは沈ちん黙もくしている。

「実際にクラノヴォーツク基地を攻こう略りやくしたのは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈ケントゥリア〉だってのにさ。それがあっさり騙だまされちゃって」

『騙されてるんじゃなくて、騙されたいんだと思う』

　わざとらしいまでに皮肉ぶったオルカンと対照的に、ソラヤの声はあくまで真しん摯しなものだった。

『みんな、不安なんだよ。本当にロシアと戦争になったら、この国がどうなるのかって。だから自分たちを守ってくれる、強い何かを求めている』

「それが、僕だって？」

『うん、多分』

「迷めい惑わくだよ、それ」

　低く、オルカンはつぶやく。

「みんな酔よっぱらっている、か」

『え？』

「ケレンスカヤさん──だっけ？　こないだ会った歴史家の助手さんを思い出してさ」

　ほんの気まぐれで会っただけなのに、あの二人の若い男女は、オルカンに強い印象を残していた。

「僕は酔っているのかな、それとも醒さめてるのかな？」

『多分、酔えないんだと思う。馬ば鹿かだから』

「何それ、酷ひどいなあ」

　ぼやきながらもオルカンの中で、何かぼんやりとしたものが形を取ってきた。

『どうかしたの？』

「あのさ、ソラヤちゃん。僕ってティムールごっこの前に、しなくちゃいけないことがあると思うんだ」

『────』

　息を吞のむ気配。

「どうしたの？」

『え、ええと──あ、あんたにしちゃ珍めずらしく脳みそ使ってるみたいだから、ちょっと驚おどろいたのよ』

「ふーん」

　一見、いつもと同じ幼おさな馴な染じみのじゃれ合い。だがオルカンは、ソラヤの戸と惑まどいの後ろに、漠ばく然ぜんとした違い和わ感を感じていた。




　ガルナバシュ市街北にある市場バザールにまでは、行進の歓声も届いていない。露ろ店てんのテントや民家の屋根の向こうに、〈シャドウ〉の頭部や掲げられた軍旗がわずかにのぞいている程度だ。

　遠目にパレードを見やりながら、達哉は小声でつぶやいた。

「あの〈シャドウ〉に、オルカンたちが乗っているのか」

「ええ、先頭の隊長機でしょう。旗手をなさっているのがソラヤさんかしら」

　そう答えながら傍らの菊乃が、そっと達哉にしなだれかかると、もたれかかって腕うでを絡める。たとえようのない程ほどに柔らかな感覚と匂においに包まれて、達哉の血流量は一気に増大した。

「お、おい菊乃──」

「もう、この程度で興奮してもらっては困ります。わたくしたちは夫ふう婦ふなんですから、あ・な・た」

　そう囁ささやく菊乃の声は、十代の少女とは思えないほど妖あやしい艶つやがある。それでいながら浮うかべた笑えみは、まるで童女のように無む邪じや気きなものだった。

「この間の夜はアデリーナさんと、二人切りの水入らずでお楽しみだったのでしょう？　今日はその埋うめ合わせをしてもらいます」

「い、いや、そもそもこれは偵てい察さつ──というか万一に備えた地形の把は握あくなわけで、俺たちは遊びに来た訳じゃ……」

　しどろもどろになった達哉を見て、菊乃は小さく噴ふき出した。

「おい、菊乃──」

　からかわれたのかと思い、達哉も少しばかりムッとなる。

「申し訳ありません。ですが最近の達哉さん、少し張り詰つめすぎてるように思えまして」

「張り詰めすぎ？」

「ええ、そういうのはあまりよろしくありません」

　菊乃の声が、かすかな翳かげりを帯びる。

「旭あさひがああいうことになる前も、ひどく張り詰めていましたから」

「あいつが……」

　三さん条じよう旭──菊乃と瓜うり二ふたつだった弟を、達也は思い出す。

　ＡＳごと基地の倒とう壊かいに巻きこまれ、助からぬ旭を『介かい錯しやく』するため、達哉は菊乃と共に彼を撃うった。二人にとって、それは初めての殺人だった。

「……おまえこそ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「え──？」

　気き遣づかう達哉の声に、菊乃は目を丸くした。潤うるみかけた黒い瞳ひとみを隠かくすように、慌あわててうつむく。

「だ、大丈夫です。それに──体を動かしている方が、楽ですから」

「そうか、俺もだよ」

　頭をかきながら、達哉はあらためて周囲を見回した。市場は、パレードのそれとは、また違ちがった活気と喧けん噪そうに満ちている。

　まず目に付くのは、特産品である絨じゆう毯たんだ。ザクロのような赤あか紫むらさき色いろに、鳥や羊などを意い匠しようとした独特の模様が織りこまれている。

　さらには伝統様式の衣服に、銀や金の細工物、食べ物を商う屋台などが軒のきを連ね、色の洪こう水ずいさながらの世界だ。

　そんな中で達哉と菊乃という二人の東洋人は──実のところ、それほど目立ってはいなかった。

「何か、そこかしこに日本人みたいな顔した人がいるな。あそこで串くし焼やき売ってるおっさん、近所の八百屋そっくりだ」

「チンギス・ハーンの大遠えん征せいに従って、はるばる東から移住してきたモンゴル人の子孫もいるそうですから」

「ふーん、そんなもの────!?」

　達哉の声が上ずり、かすれ、消えた。菊乃がしなやかな指を伸ばすと、達哉の右みぎ脇わき腹ばらを這はわせたのだ。

　快感と紙かみ一ひと重えのぞくぞくする悪お寒かんが、背筋を走って脳のう髄ずいまで駆かけ上る。

「おま……いった──？」

「静かになさってください、達哉さん」

　睦むつみ合うように囁く言葉は、だが今までのそれとは響きが違った。まるで冷水をかけられたかのように、達哉の意識も切り替かわる。

「こちらから右手、首くび飾かざりの露ろ店てんの前です──だめですよ達哉さん、そちらを見ては。目はあちらを向いたまま、視界の端はしに捉とらえてください──そう、向かって三番目にいる男性です」

　菊乃のレクチャーに従いながら、達哉はその男を見ないようにしながら観みた。

　つるりと禿はげた頭をした、中年の白人だ。おそらくロシア系だろう。ちらちら見えるパレードの方向を、どこか不安げに見ている。

（あのおっさんが、どうしたっていうんだ？）

　首を傾かしげかけた達哉の腕を、菊乃が軽く引っ張った。その男から見てテントの陰かげに入る位置へと、さりげなく移動する。

「動きに、色がなさ過ぎます。普ふ通つうの人間なら、逆にあそこまで臭においが消せないものですから」

　どうやら達哉には分からない何かを、菊乃はかぎ分けたようだ。

「おそらくはプロ──ですが少々ブランクがありますわね。本物の現役なら、あえて色を残しますから」

「……本当かよ？」

　半信半疑で、達哉は答える。その間にも男は人ひと混ごみの流れに乗り、市場から遠ざかろうとする。

「放ほうっておいて構わないのか？　秘密警察か何かだとしたらやばいような」

「いえ、あれは地元の人間の動きではありません。おそらく、わたくしたちとは別口で来た──」

　つぶやいた菊乃の口元に、かすかな笑みが浮かぶ。

「どうやら、わざわざ偵察に出た甲か斐いはあったようですわね」




　二人には確かめる由よしもなかったが、菊乃の観察眼は完かん璧ぺきに正せい鵠こくを射ていた。

（少々うかつだったか？）

　そう自問しながら男──ＧＲＵのキリエンコ少将は、人混みに紛まぎれながら市場を後にする。潜せん入にゆうしていた部下と情報交こう換かんした直後だったのだが、何者かに見られていた気配があったのだ。

　ここ数年はモスクワでの内勤が続き、現場に出るのは久しぶりである。どうやら自分でも気づかぬうちに、勘かんが鈍にぶっていたようだ。重要な情報の入手のためとはいえ、わざわざ自身で出向いたのは勇み足だったのかもしれない。

　気を引き締しめ直して──だがそれを表情には出さず──キリエンコは通りに出た。あたりに気を配りながら、地下鉄の駅に降りる。券けん売ばい機きが故障していたので、やる気のなさそうな駅員から切きつ符ぷを購こう入にゆうした。

　ホームに出ると、甲かん高だかく耳みみ障ざわりなブレーキ音が響ひびく。ソ連時代に配備された古ぼけた列車が、ちょうど停車した所だった。時刻表を確かく認にんすると、どうやら一五分ほど遅おくれているようだ。

　念のために何度か乗り換かえ、走行中もさりげなく車両の間を移動する。もちろん、尾び行こう者の姿はない。

　キリエンコが地下鉄を降りたのは、ガルナバシュ市街西部のダウンタウンにある駅だった。ロシア系住民の多い地区で、キリエンコの姿も周囲に溶とけこんでいる。道行く住民の多くの顔には、漠然とした不安があるものの、決してそれ以上のものではない。

　老ろう朽きゆう化したアパートメントの一室に入る。

「お戻もどりですか、閣下」

　室内には、数名の部下が詰めていた。他の人員はガルナバシュ市内のみならずガルナスタンの各地に散り、情報収集や工作任務にあたっている。

「パルミシュ少将はなんと？」

「予定通り、とのことだ」

「やはり明日あしたですか」

　キリエンコたちＧＲＵは以前より、パルミシュ将軍との非公式な接せつ触しよくを続けていた。

　パルミシュの要求は一つ──『必ずガルナスタンの政策を変へん更こうさせるので、それまでロシアの武力行使を猶ゆう予よしてもらいたい』、その一点である。

　キリエンコにとっても、決して悪い話ではない。ロシアにとってのリスクを押さえながら、ガルナスタンを自陣じん営えいに引き戻せるのだから。だからこそ両者は今まで、水面下で交こう渉しようを重ねてきたのだ。

　ただしこの計画が成功した場合、ガルナスタン新政権に対しロシアもある程度の譲じよう歩ほが必要になるだろう。

「……しかし、少々虫の良い申し出に思えますな」

　慨がい嘆たんする副官を、キリエンコは無表情に見やった。

「そろそろ定時連れん絡らくの時間だが、報告書は？」

「失礼しました、用意しております」

「けっこう」

　デスクのＰＣを操作し、報告書の文面を確認する。問題ない。強力な暗号化を施ほどこし、衛星通信でモスクワへと送信する。

　待つことしばし、ＧＲＵ本部から受信完かん了りようのメッセージと、別の暗号ファイルが返信されてきた。

「ほう……」

　キリエンコは手早くファイルを解かい凍とうし、内容の文面に目を走らせる。その顔が、徐じよ々じよに強こわ張ばっていった。

「どうなさいました、閣下？　モスクワは何と？」

　怪け訝げんそうな副官を無視し、キリエンコは呻うめく。

「……どういうことだ、これは」




　オルカン直じき率そつのＡＳ隊は、独立広場に入場した。進路上では、オルカン自身の祖父である前大統領の巨きよ大だいな像が、黄金に輝かがやいている。

（あのでっかい祖じ父いさんの像を〈シャドウ〉で思いっきり蹴けっ飛ばしてみたら、一体どんな面おも白しろい飛び方するかなあ）

　さすがにそんな不ふ埒らちな想像は実行に移さず、オルカンと彼の部隊は共和国宮きゆう殿でんの正面で整列した。バルコニーに立つオルカンの母──ムーザ・アタエフ大統領に捧ささげ筒つつの敬礼を取る。

　大統領の周囲には、政府や軍の高官が立ち並んでいる。ソラヤの父である、パルミシュ少将の姿もあった。

　ちなみにこの閲えつ兵ぺい式では事前に、オルカンの『立ち位置』が少々問題になっていた。大統領の後こう継けい者しやとして母と共にバルコニーに立つか、それとも共和国防衛隊司令として行進するのか。

　結局、『英えい雄ゆう』としての立場を使うことになったわけだが。

　やがてオルカンたちに続いて、戦車や歩兵といった後続の部隊も、続々と広場に到とう着ちやくする。

『本日、この苦難の日々が続く中で我が国の守り手の勇姿を見、私は感動を抑おさえきれません』

　全隊の整列を確認した大統領は、演説の声を張り上げた。




　アタエフ大統領の熱弁は、国営放送を始めとする全メディアで報道されていた。

　ミハイロフもニサ基地の手て狭ぜまなオフィスで、書類仕事の片手間に聞き流している。

『我々は、決して孤こ立りつなどしておりません。私はただ、国民を代表してロシアに求めているだけなのですから──ロマノフ朝の時代から、あなたがたが不当に奪うばい続けているものを、どうか私たちに返してください、と』

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが応こたえる。だがロシアの暴ぼう虐ぎやくを訴うつたえるアタエフ大統領自身が、旧ソ連時代にロシア化教育を受けた共産党エリート層出身だという事実を考えると、その情景にはどこかくすんだ歪いびつさがあった。

　大統領の容よう貌ぼうに、ロシア系だったという亡ぼう母ぼの血の影えい響きようが強く表れているだけになおさらだ。

「で、極ごく悪あく非道の元ロシア軍人としてはどう思うのかね」

　クルピンスキーの質問に、ミハイロフは顔も向けずに答える。

「つまらん冗じよう談だんだな」

「それはこの演説が、かな？　それともこの質問のことかな？」

「好きに受け取れ」

　軍隊というのは同時に巨大な官かん僚りよう機構であり、その『下した請うけ』であるＰＭＣは業務のため膨ぼう大だいな書類仕事を求められる。

　ガルナスタンにミハイロフが率いてきたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の部隊は、無人ＡＳの試験運用が最大の目的のため、人員は切り詰つめられている。無む駄だを嫌きらうミハイロフの性格が、妙みようなところにしわ寄せを呼んでいた。

（……しくじったか）

　そんなことを考えていると、数少ない有能な部下が戻ってきた。

「失礼します」

　入室した秘書のナタリアが、追加の書類を差し出した。内心のうんざりした感情を抑え、文面に視線を走らせる。

「予定通り、俺たちは待機か」

「はい」

　閲兵式の終しゆう了りよう後ご、参加した部隊の多くは北の国境へと向かう。首都近きん郊こうに残る有力な戦力は、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．以外には共和国防衛隊程度だ。

「国境沿いに、広く薄うすく兵力を展開してるのかい」

　地図を見ながら、クルピンスキーが首を傾げた。

「私は戦略だの戦術だのには素人しろうとだがね、これはあまりよろしくないように見えるんだが？」

「敵の出方が分からんからな。主導権を握にぎられている」

「かといって先手を打って、こちらから攻せめるわけにもいきませんし」

　ガルナスタンとロシアは、地上では国境を接していない。現在ロシア軍の戦力は同じ旧ソ連のカザフスタンとタジキスタンの両国に展開しているものの、どちらが主力かは判明していないのだ。

「おそらくはカザフとの国境を越こえて、カスピ海沿いにクラノヴォーツク奪だつ還かんを目指すだろう。とはいえ、タジクからアム川越えで東部に攻めこんでこないとも限らん」

「どちらにせよ、砂さ漠ばくやステップはＡＳ戦に向いておりません。我々の出番は、後になるでしょう」

「そうだな。山さん岳がく地帯で迎むかえ撃うつか、都市まで引きずりこむか」

「……そうやって、油田やガス田に被ひ害がいが出たら、本ほん末まつ転てん倒とうじゃないのかねえ？」

　揶や揄ゆするクルピンスキーを、ナタリアがにらんだ。

「おお、怖こわい怖い。では私は、しばらく失礼させてもらうよ」

　わざとらしく肩かたをすくめながら、クルピンスキーは立ち上がる。

「また、例の怪あやしげな新型をいじくるのか？　オルカン中将に預けたそうだが」

「いやいや、別口さ。今日はあの王子様の所に押しかけても、門もん前ぜん払ばらいだろうからね。ちょっとした野や暮ぼ用だよ、野暮用」

　ごく軽い口調でそう言いながら、クルピンスキーはオフィスを出た。ナタリアはため息をつくと、話を元に戻す。

「ロシア軍の出方ですが、西のカスピ海越えというルートもありますね」

「北カフカスあたりに集めた兵力を、空路か海路で、ということか。輸送できる兵力は、かなり限られるぞ」

　ミハイロフの返答に、ナタリアはうなずく。

「ええ、ですが無視はできないでしょう」

「そうだな。俺なら小規模な特とく殊しゆ部隊をガルナスタン軍の後方に──」

　ふと言葉を閉とざしたミハイロフが、もう一度地図を見下ろす。

（──俺なら、だと？）

　沈ちん思し黙もつ考こうするミハイロフに、ナタリアは怪訝そうに声をかけた。

「どうなさいました、社長？」

「いや、一つ思いついたことがあってな」




　　　　４




　ガルナスタン共和国宮殿はアメリカのホワイトハウスなどと同様、大統領が執しつ務むを行なう政府の中ちゆう枢すうであると同時に、大統領とその家族が居住する生活の場でもある。

　その夜、アタエフ大統領の夕食に同席していたのは、オルカンとソラヤの二人だった。

　出された料理は、茹ゆで野菜のサラダにキャベツとキノコのスープ、酢す漬づけのニシンといった、ロシア料理のコースだ。少量だが、ウオッカも出される。ガルナスタンはイスラム教国だが、飲酒に対するタブーはほとんどない。

（……味がしない）

　ほとんど砂を嚙かむような思いで、ソラヤは羊肉の香こう草そう焼きを口に運んだ。

　あまり会話の交かわされない静かな晩ばん餐さんだが、アタエフ家の食しよく卓たくは昔からそういう雰ふん囲い気きだった。その静せい寂じやくが重くのしかかって感じるのは、ソラヤ自身に裏切りの自覚があるからだろう。

　食後に出された、ジャム入りの紅茶をゆっくりと飲む。

「お袋ふくろ、ちょっと話があるんだけどいいかな？」

　ソファーに半ば寝ねそべっただらしない格好で、オルカンが言った。

「何かしら？」

「別に、大したことじゃないよ──」

　続く言葉に、ソラヤは目を丸くした。

「もう、これくらいにしないかな？」

「何をかしら？」

「決まってるだろ、ロシア相手のチキンレースをだよ」

　軽けい薄はくな口調を装よそおいながら、オルカンは物事の理非を説き始めた。

「そもそも、うちの資源の最大手──ていうか唯ゆい一いつの取引先はロシアだよ。ガスのパイプラインの蛇じや口ぐちを止めたら向こうも困るだろうけど、こっちだって破産だ」

　大統領である母は何も答えないまま、紅茶を味わっていた。

「そりゃ、生半可なことじゃロシアだって振ふり上げた拳こぶしを下ろさないだろうけどさ。ならいっそのこと、何も分かってないバカな大統領のドラ息子むすこが、独断でおっ始めた暴挙ってことにすればいい」

「オルカン──」

　ソラヤは息を吞のむ。

　これがオルカンにとって、切れる唯一のカードだというのが分かったのだ。

「どうかな、お袋。それで戦争をやめられるなら、僕は喜んで責任を負うよ」

　息いき詰づまる沈ちん黙もくの中、口元をぬぐった大統領は、ソラヤをにらむ。

「ソラヤ、ひょっとしてあなたが変なことを吹ふきこんだのかしら」

　冷静さを装った声は、ひどくひび割れていた。その下からは、粘ねばつくような感情がのぞいている。

「────!?　ち、違ちがいます！　あたしは、その──」

「でしょうね。分かってますよ、ええ。パルミシュ将軍なら、こんな回りくどいことはしないでしょうし」

　慌あわてるソラヤを尻しり目めに、大統領はため息をつく。

「オルカン、この国はいずれあなたの物になります。でもそれは今ではないし、何より体制が続いていればの話です。そんな子供みたいなことを言ってるようでは、ずいぶん先になるでしょうね」

「…………」

　身を起こしたオルカンは、ソファーにきちんと座り直した。そのまま、硬こう直ちよくするソラヤを振り向く。

「ねえソラヤちゃん、少し外してくれない？　お袋と二人で話がしたいんだ」

「え？　でも……」

「頼たのむよ」

　戸と惑まどいながらもソラヤは、結局うなずく。

「──分かった」

「ありがと」

　そんなやりとりに、大統領はあえて口をはさまなかった。




　ソラヤが退出した食堂には、大統領とオルカンの親子二人が残された。

「まだ、何かあるのかしら？」

　大統領は、物もの憂うげにそう尋たずねる。オルカンは、ゆっくりと首を振った。

「もう、無理じゃないのかな」

「…………」

　母は息子に、『何が？』とも『なぜ？』とも聞き返さない。ある意味それは、彼女にも分かっていたことなのだ。

「僕もお袋も、この国を背負うだけの器うつわなんてない。ただ爺じいさんの七光りで、それらしく御み輿こしにされていただけだろう」

　いや、もしかすれば祖父のバルイシュ・アタエフ前大統領でさえ、本当の意味での指導者の力量は持ち合わせていなかったのではないか？　そんな考えは、オルカンも口にはできなかったが。

「でも、もうそれじゃ無理なんだよ。僕たちが分不相応な権力にしがみついてたから、こんなことになったんだ。もう潔いさぎよく──」

「……何で──何でそんなことを言うの、オルカン」

「え？」

　大統領の様子は、一変していた。興奮で顔を真っ赤にし、髪かみを振り乱しながら、金切り声を張り上げる。

「あなたはね、黙だまって私の言うことを聞いていればいいの！　そうすればうまくいくんだから！　子供なら、親に従いなさい！」

「お、お袋……」

　理り屈くつも何もなく、感情的にわめき立て、叩たたきつけられる言葉。その狂きよう態たいに、オルカンは絶句した。

「私もね、そうでしたよ。そりゃあお父様は厳しい人でしたから、私もこっそり泣いたり、時には反発したこともありました。でもねオルカン、最後は全部うまくいったんだから。これまでも、これからも、私も──もちろんあなたもよ」

「やめてくれよ……」

　親に強しいられた歪ゆがみを、その子がまた自分の子に押しつける。その厭いとわしい連れん鎖さを前にして、オルカンは思わず叫さけんだ。

「お袋がそんなだから、親おや父じだって逃にげ出したんだろ！」

「────!!」

　絶句した大統領は、そのまま硬直した。全身がわなわなと、おこりのように震ふるえ出す。

（しまった！）

　母の姿に、オルカンは激しく後こう悔かいする。

　言うべきではなかった──

　言わなければよかった──

　だが、もう遅おそい。

「こ、この──なんてことを！」

　慌てて立ち上がったオルカンに、大統領は詰つめ寄る。振り上げた手の平が、息子の頰ほおを打った。

「この口なの!?　あんなことを言った悪い口は、この口!?　この、この、この──」

　二発、三発、四発──五発目の平手が空を切った。勢いでつんのめった大統領の体は、大きくバランスを崩くずす。

「きゃっ？」

「お袋!?」

　転てん倒とうしかけた母を、オルカンは反射的に抱だきとめる。その手を大統領は、しっかりと握にぎりしめた。

「お前は、どこにも行きませんよねえ、オルカン」

　ねっとりと汗あせばみ、絡からみつくような手の感かん触しよく。息子を支配しようとしながら、同時に媚こびるような笑え顔がお。

　激しい嫌けん悪お感に、オルカンは母の手を振りほどきたいという衝しよう動どうに駆かられた。

「お前と私は、もう二人っきりの家族なんですからねえ」

　だが、できなかった。

「……ああ、もちろんだよ、お袋」

　母にそう答えることしか、できなかった。




　食堂を出たオルカンは、覚おぼ束つかない足取りで自室へと戻もどった。廊ろう下かで彼を待っていたソラヤも、無言でその後を追う。

　部屋のベッドに身を投げ出し、オルカンはぼんやりと天てん井じようを見上げる。そんな幼おさな馴な染じみの姿を、ソラヤは一人掛がけのソファーに座ってながめていた。

「……噓うそつきだ」

「え？」

「誰だれも彼も噓つきだ。お袋も、僕も、みんな、みんな……」

　すすり泣くような声に、ソラヤは目を逸そらす。

　自分もその一人なのだと、オルカンに噓をついているのだと、あらためて思い知らされたのだ。

　と、オルカンの茫ぼう洋ようとした眼まな差ざしが、ソラヤに止まる。

「ソラヤちゃんは、違うよね」

「え？」

「君は、僕に噓ついたりしないよね」

「────」

　その一言に、ソラヤは激しく動どう揺ようした。

　ふと、先ほどのオルカンと大統領のやり取りを思い出す。

（もし、オルカンが本気なら──）

　今ここで、全すべてを打ち明けるべきではないのだろうか？　その上で仲間になってくれるよう、共にガルナスタンを変えてくれるよう、説き伏ふせるべきではないのだろうか。

　こみ上げてくる期待と迷い、そして不安とおびえ。だが──

（ダメ、あたしの一存じゃ決められない）

　ことは明日の決起の成否、そしてガルナスタンの行く末に関かかわることだ。オルカンに計画をもらすか否いなかという重大な決断を、自分一人の個人的な判断で下して良い訳がない。

「──ええ、もちろんよ」

　だからソラヤは、こう答えるしかなかった。

「当たり前でしょ、バカなこと言わないの」

「ありがと、ソラヤちゃん」

　自分の造った偽いつわりの笑みに、それでも安あん堵どするオルカン──その姿は、ソラヤの心を強く苛さいなんだ。

「できれば今晩、一いつ緒しよにいて欲しいんだけど……」

「え？」

　オルカンの言葉に、ソラヤは目を丸くした。

　彼の言葉にそういう意味がないことも、むしろそう取られる可能性にすら気づいていないことも、よく分かっている。

　だがソラヤは、首を横に振った。

「ごめん、まだ仕事が残ってるから。今から基地に戻らないと」

「あー、そうか。そうだよね」

　頭をかくオルカンの前で、ソラヤは立ち上がった。

「今晩は、その、ありがとう」

「どういたしまして」

　最後にごく軽い笑みを交かわして、二人は別れた。




〈レイヴン〉一号機の狭せまいコクピットに、達哉は身を埋うずめていた。

　正面のスクリーンには、機体の右みぎ腕うでが映し出されている。表面の装そう甲こうが全て取り外されているため、フレームやマッスル・パッケージが剝むき出しだった。

《機体マニピュレータ作動確かく認にん、Ａ─11より35を実行されたし》

「了りよう解かい」

　制せい御ぎよＡＩであるゴーシュの人工音声に従い、達哉は操縦スティックのホイール・スイッチを押しこむ。

　オペレータの操作に従い、通電したマッスル・パッケージが収縮する。機械の五指が、滑なめらかに動き始めた。握って、開いて、握って、開いて──続いて達哉は、規定通りに命じる動作を変えた。今度はグー、チョキ、パー、そして１、２、３、４、５。

　右マニピュレータの作動に、一いつ切さい問題はない。正確に、かついささかの遅おくれもなく、オペレータの意志を再現している。右手のチェックが終わると、達哉は左手のそれに取りかかった。

『ＯＫだよ、ご苦労さん』

「うっす」

　通信機から聞こえたダニエラの声にそう答え、達哉はコクピットハッチを開いた。たちまち激しい機械音と、オイルの臭においが流れこんでくる。

　マスター・スーツから解放された達哉は、大きく伸のびをしながら周囲を見回す。かいた汗で、作業服の背中はじっとりと濡ぬれていた。

　周囲の〈レイヴン〉四機は、達哉の一号機も含ふくめて、ほぼ組み上がっている。一部の外装が剝はがされているものの、戦せん闘とう兵器として本来の姿を取り戻していた。

　明日の作戦に合わせたぎりぎりの突とつ貫かん作業だったが、どうやら間に合ったようだ。

　一号機以外の三機でも、達哉同様オペレータによる最終的な調整とチェックを行なっていたはずだが、すでに機体の作動は停止している。

（やっぱり一番遅くなったのは俺か）

　そんな達哉の肩かたを、背後からダニエラが叩いた。

「もういい時間だ。後はあたしらに任せて、先に休みな」

「頼たのんます」

　軽く頭を下げた達哉は、そのまま工場を後にする。もうすでに、日はとっぷりと暮れていた。

　と、暗がりで達哉は人ひと影かげを見つけた。

「よう、リーナ」

「タツヤか」

　そう軽く挨あい拶さつすると、アデリーナも振ふり向く。

「お前も眠ねむれなかったのか？」

「ああ。昨日はろくに眠れなかったのに、目が冴さえている。どうやらわたしも、昂たかぶっているらしい」

「決戦、だからな」

　ありふれた言葉だが、口にすると重みがあった。

「君は、どうするつもりだ？」

「え？」

　アデリーナの問いに、達哉は目を瞬しばたたかせる。

「どうするって、何が？」

「決まっている、この戦いが終わった後のことだ」

「あ、ああ、それね」

　言われてみれば、当たり前のことだ。だが今の今まで達哉は、そのことを丸っきり考えつきもしなかったのだ。

「そりゃまあ──」

「日本に、帰るのか」

　普ふ通つうなら、そうなるだろう。いや、そうするべきなのだ。だが──

「……どうだろうな」

　日本で生まれ育った一八年間、その日々が自分にとってひどく遠いものになっていたのを、達哉はあらためて自覚した。

「もう高校もどうなってるか分からないし、今さら親おや父じの会社をどうこうするってのもなあ……」

「止やめてくれ」

　アデリーナの低い声が、達哉を遮さえぎる。

「リーナ……」

「なぜそんなことを言うんだ？　君には帰る場所があるのに。なぜそれを、捨てられるんだ？」

　うつむいたアデリーナは、白い肩を震ふるわせている。その肩がひどく華きや奢しやに、そして弱々しく、今の達哉には見えた。

「わたしのせいか？」

　アデリーナの声には、抑えきれない悔かい恨こんが滲にじんでいる。

「わたしが君を、あの場所から引き離はなしてしまったのか？」

「違ちがう……そうじゃないんだ、リーナ」

　達哉は、自分の顔を右手で覆おおう。

「俺はもう、変わっちまったんだ。何でだとか、誰のせいとか、そういうことじゃない。ただもう、暢のん気きに東京で暮らしていた頃ころの俺じゃない──それだけなんだ」

「そういう君は、見ていて辛つらい……」

　互たがいに分かっているはずなのに、理解しているはずなのに──なぜか二人の心は惑まどい、ずれてしまう。

「…………」

「────」

　夜空の下で、沈ちん黙もくする二人。と、その時だった。

　工場の裏口が内から蹴けり開けられ、溝呂木が転がり出てきた。達哉たちが見たこともないほど焦あせっている。
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「どうしたんだよ、センセイ」

「お前らか──ああ、くそ、やばいことになった」

　くわえていたタバコを地面に投げ捨て、思いっきり踏ふみにじる。

「日本は、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．から手を引くってよ」

　思いもよらぬ、言葉の爆ばく弾だんが炸さく裂れつした。達哉は目を丸くし、アデリーナは声もなく呻うめく。

「え？」

「それは、つまり〈レイヴン〉を──」

「ＡＳ─１は、四機とも返せってこった」

「……冗じよう談だんじゃねえぞ」

　歯ぎしりした達哉は、溝呂木の胸むなぐらをつかんだ。

「お、おい──」

「やめろ、タツヤ！」

　厳しく𠮟しつ責せきしたアデリーナが、興奮した達哉を背後から制する。溝呂木は珍めずらしく冷や汗あせをかきながら、白衣のポケットからタバコを取り出した。

「ったく、なんて目をしてやがる。食いつかれるかと思ったぞ」

　くわえたタバコに火をつけようとするが、あいにくライターを持ち合わせていなかった。視線で「火、ないか？」とたずねる溝呂木を、達哉はあっさり無視する。

「なあセンセイ、今の話って聞かなかったことにできないっすか？」

「あ？」

「考えてくれよ。今ここで〈レイヴン〉返すから依い頼らいをキャンセル──なんてできるわけないだろ？　なんせ仕事後の足まで、向こうに頼たより切ってるんだし」

「そりゃ、確かにそうだが……」

　一転して言いくるめ始めた達哉に、溝呂木は戸と惑まどった。

「だろう、なら──」

「ベルの話では、何らかの保険をかけているようだが」

　静かなアデリーナの声に、達哉はゆっくりとふりむく。

「そう、だったな」

「詳しよう細さいはわたしも聞いていないが。なんにせよ、わたしたちだけで判断がつけられる話でもない」

　それだけ言うと、アデリーナは踵きびすを返した。闇やみの奥に立ち去る背中を、見送りながら、達哉は唇くちびるをかんでうなだれる。

「君は早めに休むべきだ。ずいぶんと疲つかれているようだからな」

　そんな声さえ、届いていなかった。




「失礼します」

　ギョクテペ基地の参さん謀ぼう長ちよう執しつ務む室しつに入り、ソラヤは敬礼した。

「どうしたのかな、パルミシュ少しよう尉い」

　デスクで作業していた父のパルミシュ将軍が、顔を上げた。元々瘦やせていた顔から、さらに肉が落ちているようだ。よく見れば髪かみや髭ひげにも、以前より白いものの割合が上がっているようだ。

（ちゃんと食べているのかな、父さん）

　半月ほど前からパルミシュは、ギョクテペ基地に泊とまりこんでいる。ちゃんと食事や睡すい眠みんはとっているのだろうか？

「今夜は、宮きゆう殿でんに泊まるのではなかったのか」

　その言葉に、ソラヤは我に返った。

「直接、具ぐ申しんしたい意見がありまして」

「聞こう」

　簡素な椅い子すにもたれかかった父へと、ソラヤは用件を切り出した。

「オルカン中将を、決起に引きこめないでしょうか」

「────」

　無言で先をうながす父に、ソラヤは今晩の出来事を語る。

「大統領に、ロシアとの講和を進言した、と？」

「はい」

　勢いこんで、ソラヤは身を乗り出す。

「彼を『御み輿こし』として担かつげるならば、状じよう況きようは有利になります！　新政権の発足もスムーズに行くでしょうし、他の部隊を説得するにしても──」

　そう言葉を重ねながら、ソラヤは父の様子をうかがった。パルミシュはくんだ両手を額に当て、黙もつ考こうしている。

「……この直前で、計画に変へん更こうを加えるというのか？　危険だな、あまりにも危険な賭かけだ。司令の対応によっては、決起そのものの破は綻たんを招く」

「でも、賭けてみるだけの価値はある。そうでしょ、父さん!?」

　将校としての立場も、上官と部下という建前も、全すべて放ほうり捨てて詰つめ寄る娘むすめの姿に、パルミシュは深々とため息をついた。

「変わらんな、お前は。そんなに彼のことが大切かね？」

「……うん」

　しばらく戸惑っていたソラヤだが、素す直なおにうなずく。

「やっぱりあたし、あいつに噓うそつきたくない」

　正直、自分でも何を今さらだと思う。だがそれでも、紛まぎれもない本心だった。

「そうか」

　うつむく娘の姿に、パルミシュはほろ苦い笑えみを浮うかべた。
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　整備の不十分な凸でこ凹ぼこの路面が、トレーラーの車体を揺ゆらせていた。

　助手席のアデリーナは、窓の外を緩ゆるやかに流れていく乾かわいた景色を、ぼんやりとながめている。

「どうしたんだい、リーナ」

　三人掛がけの運転席、ハンドルを握にぎるダニエラが、そんなアデリーナに言った。

「作戦前だってのに、気が入ってないみたいだよ」

「そ、そうだな」

　はっと我に返ったアデリーナは、慌あわてて気を引き締しめ直す。真ん中の補助席では、クララが船を漕こいでいた。

（いけない。これは、いけない）

　ダニエラの言う通り、作戦開始を目前に控ひかえた大切な時期だというのに、どうしても意識が集中できない。今も脳のう裏りに思い浮かぶのは作戦の手順ではなく、昨夜に交かわした達たつ哉やとのやり取りだった。

『もう、暢気に東京で暮らしていた頃の俺じゃないんだ』

　つきはなすような言葉が、あきらめたような表情が、思い出すだけで少女の心を締めつける。

「もしかして昨日の晩、タツヤと何かあったのかい？」

「別に……」

　あっさりと、ダニエラから図星を突つかれた。不承不承、アデリーナはうなずく。

「この戦いが終わった後にどうするか、そんなことを話していたら、少し──」

「年とし頃ごろの男女の会話にしちゃあ、ちょっと色気が足りないねえ。そんなんじゃあの黒くろ髪かみのお嬢じようちゃんから、鳶とんびに油あぶら揚あげをかっ攫さらわれるハメになるよ」

「なぜそこでキクノが出てくる……」

　憮ぶ然ぜんとなったアデリーナに、ダニエラは小さく笑う。

「あんたも、タツヤも、キクノって子もまだ若いんだ。いくらでもやり直せるし、いくらでも新しい生き方を選べる。そうだろう？　学校行ったり、働いたり──恋こいしたりね」

「……こ、恋というのは、少し違ちがうと思う」

　と、居い眠ねむりしていたクララが身じろぎした。

「うみゅー」

　大きく背せ伸のびをし、寝ねぼけ眼まなこをこする。白いすべすべした頰ほおには、べったりとよだれがはりついていた。

「……何かあったのか？」

「ちょっとだけね」

　はぐらかせたダニエラが、クララの頭あたま越ごしに目配せする。

「悪いね。歳としをとっちまうと、どうも説教臭くさくなっちまってさ」

「いや、構わない」

　答えるアデリーナの声は、少しだけ軽くなっていた。




「準備は完かん了りようしました。全部隊が、待機状態に入っています」

「うむ」

　幕ばく僚りようであるムラト大たい佐さの報告に、パルミシュ少将はうなずいた。小会議室の窓から見下ろすと、ＡＳ隊を始めとする共和国防衛隊の主力が集結しているのが分かる。

　駐ちゆう機き姿勢を取った〈シャドウ〉の一機には、ソラヤが乗っているはずだ。

「予定通り、現地での指揮は貴官に任せる。繰くり返すが、作戦の正否は迅じん速そくな行動と奇き襲しゆうにかかっている。作戦発動以前の行動には、細心の注意を払はらうように。兵たちに、動どう揺ようはあるか？」

　パルミシュが通り一いつ辺ぺん倒とうの指示の後にそうたずねると、ムラトは不動の姿勢のままで答えた。

「ありません。少なくとも現時点では、疑問を持っている者はいないようです。皆みんな、演習と信じております」

「そうか」

　短く首しゆ肯こうしてから、時間を確かく認にんする。

「行きたまえ。私は、これより司令を説得する」

「は」

　そう答えたムラトの鉄面皮の上で、初めて表情が揺れた。

「お考え直し願えないでしょうか、閣下。小官にはどうも、リスクが大きすぎるように思われます」

「なに、案ずることはない。説得が失敗したのなら、当初の予定通り拘こう束そくするまでだ。計画に狂くるいはない」

　ごくあっさりと、パルミシュは答える。

「了りよう解かいしました」

　感情を表に出さぬままそう答えたムラトは、敬礼した。パルミシュも、今度は何も言わずに答礼を返す。

　最後の一線を越こえたのだということは、言葉にせずとも分かった。

　ムラトと共に退室したパルミシュは、司令室を目指す。

　頭の芯しんに、鈍にぶい痛みを感じる。ここ数日の間、ほとんど眠ねむっていないのだから当然なのだが、やはり自分が老おいつつあることを思い知らされる。

　あるいは、眼前に迫せまった反乱への、無意識の怯おびえか。

　それを押し殺し、パルミシュは司令室の扉とびらを押し開いた。

「失礼します」

「ん、ああ──ご苦労様」

　デスクに頰ほお杖づえをついていたオルカンが、しまりのない顔で手を振ふる。窓の向こうからは、ＡＳが進発する機械音が聞こえる。

「行ったねえ。あーあ、今日の演習は居残りかあ」

「当然です。そもそも閣下のお仕事は前線にあることではなく、後方で全軍を指揮統とう率そつすることなのですから」

「事件は会議室じゃなくて現場で起こってるものじゃないか」

「だからといって現場だけでは事件を回せませんぞ」

「マケドニアのアレクサンドロス大王は、戦場で常に兵の先頭に立ってたらしいけど」

「時代が違いすぎます」

「……面おも白しろくない」

　ふくれっ面つらになったオルカンだが、ふとパルミシュを見やる。

「どうしたんだい？　あまり顔色がよくないみたいだけど」

　パルミシュの内心には、おそらく気づいてもいないのだろう。オルカンの声は、純じゆん粋すいに相手を案じている。

「いえ、何でもありません。少々疲つかれがたまっているだけです。このところ、勤務に余よ裕ゆうがありませんでしたので。アフガンでは、数日の徹てつ夜やでも平気だったのですが」

「へえ」

　思わずもれたパルミシュのつぶやきに、オルカンは顔を上げた。

「アフガン戦争かあ。確か少将がうちの死んだ爺じいさんと初めて会ったのも、その時なんだっけ？」

「は、もう二〇年以上前になります」

　ふと、パルミシュの記き憶おくは過去へと逆上った。

「私はソ連軍の大隊長として、アフガニスタン侵しん攻こうに参加しました。そしてアフガン北西部の要よう衝しようであるヘラートの戦場で、バルイシュ・アタエフ前大統領の知ち遇ぐうを得たのです。もっとも当時の先代は、まだ一いつ介かいの政治将校でしたが」

「ふーん」

「あの方への恩義を、忘れたことはない。おそらく彼の引きがなければ、自分が将官にまで昇しよう進しんすることはできなかったでしょう」

　だからこそ彼に忠誠を誓ちかい、能力の限りを尽つくして軍事面で支えてきた。だが、それでも──いや、だからこそ──

「まあ、もう少将も年なんだし、あまり無理しないでよ。といっても、この状じよう況きようじゃ仕方ないか」

　力なく笑ったオルカンの目を、パルミシュはじっとにらんだ。

「な、何だい？」

「ただ今『この状況』とおっしゃいましたな。失礼ながら閣下は、この状況がいつまで続くと思われますか？」

「それは……」

　パルミシュの視線に圧力を感じたのか、オルカンはわずかに顔をそらす。

「私見を申し上げれば、現政権の戦略は私には納なつ得とくできません。成功すれば得るものが多いですが、失敗すれば何もかもを失ってしまう。そして小官の目から見て、成功の確率が高いとは、とうてい思えません」

　オルカンはぎょっと目を剝むいた。

「は、ははは……今日はずいぶんと、その──過激だねえ」

　突とつ然ぜんの政権批判に戸と惑まどいながらも、オルカンは引きつった笑えみを浮うかべた。パルミシュは、構わずにたたみかける。

「ソラヤ──失礼、パルミシュ少しよう尉いから聞きました。閣下も昨夜、大統領に非公式の進言をなさり、却きやつ下かされたと」

「進言、ていうか、そもそもそんな立派なものじゃ……」

「過あやまちは、修正せねばなりません。それが可能なうちに」

　作戦発動の予定時刻まで、後五分を割りこんでいる。

「ソ連が崩ほう壊かいした今でも、ロシアは大国です。アメリカどころか一企き業ぎようの助力をあてにして反旗を翻ひるがえすなど、正気の沙さ汰たではありません。そのような冒ぼう険けん主義者の大統領に、ガルナスタンの未来をゆだねて──」

「そうじゃない、そうじゃないんだ」

　表情を歪ゆがませながら、オルカンはそう言った。

「お袋ふくろだって、こんなやり方が長続きするはずはないって分かってる。でも、どうしようもないんだ。『偉い大だいなガルナ人ガルナの指導者バシユ』が遺のこした方針に、その娘むすめが逆らえるわけないだろ？　たとえ最さい期ごは耄もう碌ろくしていたとしても……」

　呻うめくようなオルカンの声は、ひどく苦々しかった。

「馬ば鹿かげてる──死んだ爺さんの妄もう執しゆうがガルナスタンに取り憑ついて、この国を破は滅めつさせようとしている。こんな馬鹿げたことがあるものか……」

「ならば、あなたが変えればいい。若きアタエフよ」

「────え？」

　パルミシュの重い言葉に、オルカンは呆ほうけたような声を出す。

「もし閣下にその意志がお有りなのでしたら、それを実現させるために全力を尽くしましょう。幸い今この瞬しゆん間かんならば、我々にその力がある」

「一体、何を言って──」

　オルカンの顔に、驚おどろきと理解の色が走った。

「まさか、この演習って……参さん謀ぼう長、君は！」

「覚かく悟ごは、お有りですかな？」

　詰つめ寄ったパルミシュから逃のがれるかのように、オルカンは後ずさった。

「並なみ大たい抵ていのことではありませんぞ？　いくらロシア相手の強きよう硬こう路線を改めるとは言いましても、弱よわ腰ごしの外交しかできないのでは意味がありません。あくまで現実的な路線を歩みつつ、長期的にはロシアの圧力を跳はね返す──そういう政治力が求められます。いや、それ以前に、新政権樹立後の混乱をまとめるだけの力も」

「…………」

「お答えください、閣下！」

　オルカンの沈ちん黙もくは、唐とう突とつに破られた。

「ソラヤちゃんも、知ってたんだね」

「はい。今も隊を率いて前線におります」

　顔を歪めながら、オルカンは奥歯を嚙かみしめる。

「話させてくれ。直接、あの子の言葉で聞きたい」

「それは──」

　呻くようなオルカンの命令に、パルミシュは迷う。

　オルカンを説得するためには、確かにソラヤの言葉は大きな影えい響きよう力があるだろう。だが作戦発動の予定時刻は、すでに目前だ。

　わずかな思考の末に出された結論は、『否いな』だった。

「不可能です。作戦行動中ですから」

　これは、国の指導者として結論を出すべき問題だ。それを女子供のように情に流されて決めたのでは、話にならない。

　室内に、鈍い音が響ひびく。腰こしを浮かせたオルカンが、拳こぶしでデスクを殴なぐりつけたのだ。

「いいから、ソラヤと話させろよ!!」

「できません──それにパルミシュ少尉も、話すことはないと言っておりました」

　激げつ昂こうするオルカンに、パルミシュはあえて虚きよ言げんを口にする。何かが軋きしむ音が、聞こえた気がした。




　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメンバーが向かったのは、数年前に放ほう棄きされたガルナスタン軍の基地だった。そこを拠きよ点てんとしてアデリーナたちの乗る〈レイヴン〉四機が出しゆつ撃げき、山やま間あいで現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈ケントゥリア〉隊を迎むかえ撃うつ計画だ。

　基地は放棄されて数年が経たっているものの、パルミシュ将軍が手を回して、通信設備を始め一部の施し設せつを復旧させているらしい。そこに残るクララたちを守るため、ハッサンとサミーラ親子の〈シャドウ〉が残る手て筈はずだ。

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にとって、アラスカのユーコン研究所から始まった一連の作戦の、総仕上げとなる。

　四機の〈レイヴン〉の中で最も早く進発したのは、ユースフの乗る三号機〈ファントム・レイヴン〉だった。

　三号機は背部に三器のレドームを背負った、情報収集および指揮管制用の機体だ。不可視型の電磁迷彩ＥＣＳを備えており、敵の目から身を隠かくしつつ強行偵てい察さつをすることも可能となっている。

　僚りよう機きから離はなれた三号機は単機、ＥＣＳを作動させつつ南方の山々に分け入る。ニサ基地に駐ちゆう留りゆうする、旧Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈ケントゥリア〉隊を監かん視しするためだった。

　事前に設定した偵察地点を目指すユースフは、ふと出撃前にサミーラと交かわしたやりとりを思い出す。

『戦士フエダーインたる私に、間かん諜ちようの真ま似ね事ごとをせよというのか？』

『……若、これは密みつ偵ていではなく斥せつ候こう。立派な兵士の誉ほまれ』

『なるほど、言われてみれば確かにそうよな』

　その時は確かに納得したのだが、改めて思い返すと、何やらあっさりと言いくるめられただけのような気もしてくる。

「気のせいか」

　あの忠実な侍じ女じよが、そのような振ふる舞まいをするはずがない。あっさりとユースフは自己完結する。

　不可視型ＥＣＳで身を隠しながら、ユースフの三号機は山間を縫ぬうように前進する。パラジウム・リアクターとマッスル・パッケージによる静音駆く動どうは、ほとんど周囲に音をもたらさない。

　当然ながら、アジャイル・スラスタは使用しない。ほどなく三号機は、指定されたポイントへと到とう着ちやくした。

　小高い崖がけの上に身を潜ひそめ、山間にへばりつくように建てられたニサ基地の様子を観察する。真新しいプレハブの格納庫は、〈ケントゥリア〉用のものだろうか。

　おそらくミハイロフたちは人目を避さけるため、この山奥の仮設基地に引きこもっているのだろう。だが、今はそれがユースフたちにとっても好都合だ。

「こちらオシラ５。ポイント２─Ａまで進出」

　ユースフの報告と共に、三号機の背部でレドームが展開した。高精度の各種センサが作動し、基地の状況を精査する。

　兵員の動きや通信量の増減、もたらされる膨ぼう大だいな情報を、機体のＡＩであるヌワースが解かい析せきする。その結果を確かく認にんし、ユースフは小さくうなずいた。

　ニサ基地の現状は、あくまで平時のものだ。ミハイロフたちは、いまだこの反乱劇に気づいていない。

「此こ度たびは先手を取らせてもらったぞ」

　ユースフの端たん整せいな美び貌ぼうに、鋭するどい笑えみが浮かんだ。




　ソラヤの操縦する〈シャドウ〉は部隊の先頭に立ち、独立広場へと通じる通りを疾しつ走そうしていた。

　今日のガルナバシュ市街には、全くと言っていいほど人ひと影かげがない。連日のように繰くり返されるデモや、昨日の閲えつ兵ぺい式が噓うそのように静まり返っている。

　市街地での演習出動という布告が徹てつ底ていされており、市民にも期間中の外出禁止令が出されているのだ。これでいい。市民たちが何も知らないままクーデターは起こり、家から出る前に全すべては終わっている。

　そのはずだ。
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　後方を振り返り、部隊の姿を確認する。背中を守り合う僚機がオルカンでないことに、どうも違い和わ感がある。

（父さん、説得はうまくいったのかな？）

　今になって、じわじわと後こう悔かいが湧わき上がってくる。やはり直接、ソラヤ自身の言葉でオルカンを説得するべきではなかったのか？

　計画やリスクを考こう慮りよした結果の判断だが、果たして本当に正しかったのだろうか。オルカンの寄せてくれる信しん頼らいと好こう意いを、自分は裏切った──そういった忸じく怩じとした思いが、ソラヤの中にわだかまっている。

『どうなされました、少尉？』

「……何でもない」

　部下からの通信に、ソラヤは短く答えた。

　もはや悔くやんでも遅おそい。そして、何よりも目の前に目的地──独立広場にそそり立つ、巨きよ大だいな黄金の大統領像が見えてきた。

　ガルナスタンの政治と軍事の中心は、大統領宮きゆう殿でんを始めとする独立広場周辺に集中している。ゆえに広場の制圧に、戦力の多くが注ぎこまれていた。これは同時に、市街地への被ひ害がいを少しでも軽減するための、パルミシュの配はい慮りよである。

『突とつ入にゆうせよ！』

「了りよう解かい！」

　現地で指揮を執とるムラト大たい佐さの命令一下、ソラヤは操縦ペダルを強く踏ふみ込んだ。ぐんと加速した。一気に独立広場へと飛びこむ。

　このままＡＳで広場を封ふう鎖さ後、兵員輸送車で歩兵を運びこみ、宮殿や国防省、議会といった主要施設を占せん領りようする。半ば示じ威いのためだが、後続には戦車隊も含ふくまれることになっていた。

　と、ソラヤの無線機に通信が入った。

『な、何をしているんだ貴様ら!?』

　広場や宮殿を警備している、武装警察の隊長──確か警部だったはず──からだ。完全に逆上し、泡あわを食っているようだ。

『い、いくら演習とはいえ、ここまでするとは聞いて──』

　抗こう議ぎの声は、瞬時に凍こおりついた。ソラヤの〈シャドウ〉が、構えたライフルの砲ほう門もんを警察隊に向けたのだ。

　できる限り冷ややかな声を意識して造り、返信する。

「通告する。速すみやかに武器を捨て、投降せよ。抵てい抗こうは無意味だ。従わない場合は、実力を行使する」

『しょ、正気か貴様ら!?　オルカン閣下は一体何を──』

「繰り返す、従わない場合は実力を行使する」

　首しゆ謀ぼう者しやがオルカンと思われていることに、そこはかとない満足を覚える。このまま本人も、なし崩くずし的に参加してくれればよいのだが。

　──そんな都合の良い想像は、瞬時に霧む散さんした。

『この、反逆者どもが！』

　怒ど声せいと銃じゆう声せいが同時に響いた。宮殿正門付近に建てられていた武装警官隊の詰め所から、激しい銃火が浴びせられる。

「抵抗するつもりなの!?」

　広場に乗り付けてきた反乱部隊の装そう甲こう車から、次々と兵士が降り立った。装甲車の車体で遮しや蔽へいを取りつつ、詰め所の警官隊へと撃ち返す。

「射しや撃げき中止！　射撃中止！」

　ソラヤの叫さけびとは裏腹に、独立広場は銃火の交差する戦場と化した。詰め所へと後退する警官隊の隊列が、反乱部隊の斉射に薙なぎ払はらわれ、バタバタと倒たおれる。モザイク模様のタイル地を汚よごす赤い血を見て、ソラヤは歩兵部隊の指揮官に通信を繫つなげた。

「誰だれが発はつ砲ぽうの許可をした！　まずは降こう伏ふくの勧かん告こくを──」

『何を悠ゆう長ちようなことを言っているのです!?　撃たなければやられます！　ＡＳ隊にも援えん護ごを願います！』

　宮殿正門を守る武装警官の詰つめ所は、ぶ厚いコンクリート等で建てられており、ちょっとしたトーチカ並みの強度がある。据すえ付けられた重機関銃も、装甲車の車体を貫つらぬくだけの威い力りよくがあった。

　歩兵同士の撃ち合いでは、反乱部隊の分ぶが悪い。

『少しよう尉い、我々も攻こう撃げきを！』

「ま、待て──待って！」

　次々と撃ち倒される友軍兵士の姿に、たまりかねた部下の〈シャドウ〉が銃口を向ける。ソラヤは慌あわてて、それを押さえた。

　警官隊の射撃は、〈シャドウ〉にも向けられていた。浴びせられた一二・七ミリ弾だんが装甲で弾はじかれ、火花を散らす。

「発砲の許可はできない！　至急、射撃を中止して後退を──」

『──応戦します』

「な──」

　それは、興奮した部下による反射的な反撃だったのか？　それとも、それを装よそおった意図的な独断専行だったのか？

　いずれにせよ、その結果は一つだった。

「待ちなさい──」

　火を噴ふく〈シャドウ〉のBKライフル。叩たたきつけられた三七ミリ弾の嵐あらしは、トーチカの外がい壁へきをあっさりと貫かん通つうする。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、紅ぐ蓮れんの華はなが咲さいた。

　弾薬に引火したのか、トーチカ状の詰め所は内側から吹き飛んだ。反乱部隊の兵士も、慌てて身を伏ふせる。

「ああ……」

　その惨さん状じように、ソラヤは呻うめいた。

　無残に砕くだけ散り、黒く焼け焦こげたトーチカ。そしてそこかしこにへばりついた、かつて人間だったものの残ざん骸がい。

　やった──

　やってしまった──

　こんな事態だけは、避けなければいけなかったのに──

　意識するのと同時に、吐はき気がこみ上げてくる。

『制圧完かん了りよう！　これより、宮殿内部に突入します！』

　歩兵の指揮官から通信が入るが、ソラヤは答えることができない。逆流する胃液をこらえるので、精せい一いつ杯ぱいなのだ。

『少尉！』

　見かねた部下の〈シャドウ〉が、立ちつくすソラヤの機体を揺ゆさぶる。

『時間がありません！　早くご命令を！』

「あ、ああ……」

『この場の指揮官はあなたなのです、ソラヤ・パルミシュ少尉!!』

「────！」

　一度だけ目を閉じ、そして開く。

　声の震ふるえを押し殺し、ソラヤは命じた。

「作戦の第一段階の終しゆう了りようを確認、これより第二段階に移行する」

『了解。宮殿内部に突入します。先ほどの援護に感謝します』

　歩兵の指揮官と短いやりとりを交かわしながら、ソラヤは思った。

　もう自分たちは、川を渡わたったのだ。後は突つき進むことしかできない。もはや、後あと戻もどりなどできないのだと。

　続いて行なうのは、宮殿や主要官庁の占せん拠きよと、政府要人の拘こう束そくだ。今度こそ、流血は許されない。

（オルカン、お願い。あたしたちと一いつ緒しよに来て）

　祈いのるような声が、ソラヤの口元から漏もれた。




　ミハイロフがその報しらせを受けたのは、ニサ基地のオフィスでだった。

「大統領宮殿との連れん絡らくは、完全に途と絶ぜつしています」

「そうか」

　ナタリアの報告に、ミハイロフは短くうなずいた。

「単なる通信障害の可能性は？」

「あり得ません。一いつ般ぱんの回線も含めて、あらゆる通信が断たたれています。人じん為い的なものとみて、間ま違ちがいないでしょう」

「……ふむ」

　顎あご髭ひげを撫なでながら、ミハイロフは少し考えこむ。

「確か今日は、共和国防衛隊が市街地演習を行なう予定だったな」

「はい。おそらくは──」

「反乱か」

　どうやら事態は若じやつ干かん、彼の予想から外れて進んでいるようだ。今日あたりに事が起こるのを予想し、対応策も考えていたミハイロフだが、全く思いもよらない角度から奇き襲しゆうを受けた気分である。

「パルミシュ将軍は、この国をロシアに売り渡すつもりでしょうか？」

「そうだな……いや、それはあるまい」

　そうミハイロフは頭を振ふる。

「あの将軍は愛国者で、かつ私心のない人物だ。果たしてそれが、良いことか悪いことかは分からんがな。ロシアに話を通してはいるだろうが、必要以上の介かい入にゆうを招かぬよう手は打っているはず」

　そう告げると、ミハイロフは立ち上がる。

「クルピンスキーは戻もどっていないのだな？」

「はい、昨夜から連絡が取れません」

「そうか、ならば俺とお前で対処するしかあるまい。出るぞ」

「はっ」

　短く答え、ナタリアはミハイロフに続く。

「出しゆつ撃げきですか」

「いや、アフターサービスの出張だな」

　そう答えるミハイロフの声には、ユーモアの欠片かけらもなかった。




　各所で戦せん端たんが開かれつつある中、ただそれらを静かに観察する『目』もあった。

「セプテンバー６よりセプテンバー１へ。街中では派手にドンパチが始まりました。データを送ります」

　米海軍のロニー・ゼンメルヴァイス一等兵へい曹そうは、愛機のコクピットでそう報告した。彼の乗るＭ９Ａ２ＳＯＰ〈シグマ・エリート〉は、不可視型ＥＣＳを展開して、ガルナバシュ西の郊こう外がいに潜せん伏ぷくしている。

　ロニーたち海軍特とく殊しゆ部隊ＳＥＡＬｓチーム９は、ジオトロン社のカエサル・プロジェクトを追って、ついにガルナスタンへの潜せん入にゆうを果たしていた。

『了解した。引き続き警けい戒かいに当たれ。くれぐれも慎しん重ちようにな」

　セプテンバー１──リチャード・タウンゼント大たい尉いの声は、あくまで沈ちん着ちやくだった。

『例の件のタイミングは、こちらで判断する』

「了りよう解かい」

　この絶好のタイミングでガルナスタンに潜入できたのは、『協力者』からの情報提供が大きい。もっともその見返りとして、彼らのチームはいささか難しい立ち回りを求められていたが。

（ま、僕としては願ったり叶かなったりなんだけどね）

　そんな内心はおくびにも出さず、ロニーは任務に意識を集中させた。




　　　　２




『──大統領宮きゆう殿でんの制圧に成功。アタエフ大統領以下の政府首脳は拘き──失礼、厳重に保護しております』

　現地でクーデターの指揮を執とるムラト大たい佐さの報告が、ギョクテペ基地司令部に淡たん々たんと流れる。詰めていた幕ばく僚りようたちの顔は、一様に暗い。

　その中でパルミシュの声には、憂ゆう慮りよの響ひびきがあった。

「独立広場の戦せん闘とうでは、双そう方ほうにかなりの被ひ害がいが出たそうだな」

『は。歩兵隊と警官隊の間で銃じゆう撃げき戦せんが発生しましたので、ＡＳの火力で突とつ破ぱしました。双方の損害は、集計中です』

「そうか……」

　恐おそれていた事態だった。

『以降も宮殿内では小規模な銃撃戦が発生し、若干の負傷者が出ております』

「結構だ。引き続き警戒に当たれ」

　一応の成功は収めたものの、反乱は予想以上の惨さん禍かをガルナスタンにもたらしている。分かっていたことだが、やはり忸じく怩じとした思いを禁じ得ない。

（後は……）

　傍かたわらのオルカンを、パルミシュは見やった。本来の司令官は、紙のように青ざめた顔でうつむいたまま、小刻みに肩かたを震わせている。

「閣下、お心は定まりましたかな？」

　そう静かに問いかけた途と端たん、オルカンの背筋が大きく跳はねた。

「……もう少し、もう少しだけ、待ってくれ──」

「よろしいでしょう。ですがお時間はさほど残されておりませんぞ。砂時計の粒つぶは砂金よりも貴重ですからな」

　そうやんわりと釘くぎを刺さすが、オルカンに聞こえたかどうかは定さだかではない。より一層深くうつむいたまま、ぶつぶつ何かをつぶやいている。

　どうしてぼくが──なぜ今になって──そんな言葉の小さな切れ切れが、パルミシュには聞こえた。そんなオルカンの態度を目にし、露ろ骨こつに苛いら立だつ部下の一人を、にらみつけて黙だまらせる。

（さて、どうしたものか）

　当初の予定では、この後パルミシュ自身も後続の部隊と共に宮殿へと入り、国民に新政権樹立の放送を行なう予定だった。だが今、彼の手元にはオルカンという中々に得え難がたい手札があった。

　この不安定な状態のオルカンを宮殿まで動かすのには、様々な意味で不安がある。移動中にせよ、到とう着ちやくした後にせよ。

　だからといって、この基地にオルカンを残して、一時的にでも手放すのは、いかにも惜おしい。

「『玉』と『城』──どちらを握にぎっておくか」

「は？」

　どうやら考えが、口に出てしまったようだ。幕僚の一人が、怪け訝げんそうな様子でパルミシュを見やる。

「いや、何でもない」

　そう答えながらも、パルミシュの心中はすでに決まっていた。

（現時点で我々にとって最も必要なのは、新政権の正統性だ。それを保証するのは、場所ではなく人）

　結論が出た。パルミシュは、部下の一人に命ずる。

「予定変へん更こうだ。私は当面、オルカン閣下と共にこの基地に残る」

「は。では、国民への放送はいかがなさいますか？」

「それもここでやる。至急、用意を」

　始まってから当初の予定を変えることには、若干の不安もある。だがパルミシュの顔にその感情は、全く表れていない。

　一方、相変わらずオルカンは、不安を隠かくそうともしていなかった。そんな彼に、パルミシュは一いつ瞬しゆんだけ同情の眼まな差ざしを向けた。

（無理もない、か……）




　巡じゆん航こう速度で整然と進む〈レガトゥス〉のコクピットは、規則正しい揺れに見み舞まわれていた。

　未み舗ほ装そうで乾かわいた山道は、一歩踏ふみ出すだけで砂さ塵じんが濛もう々もうと立ち上る。先行する〈ケントゥリア〉のそれと合わせ、視界はあまりよくない。

『──ここに私、アリー・パルミシュは、オルカン・アタエフ閣下を首班とする臨時政権の成立を宣言する』

「ふん」

　オープンチャンネルにしておいた通信機から、放送が入った。それを聞き流しながらミハイロフは、小さく鼻を鳴らす。

『茶番ですね』

「そうとは言えまい。あの王子様を押さえているのは事実なのだからな。手て際ぎわも鮮あざやかなものだ」

　ナタリアからの通信に答えながら、ミハイロフは時刻を確かく認にんした。通達されていた『演習』の開始から、およそ一時間と少々が経過している。

「この短時間で首都を押さえ、これだけの手回しをしたのだ。正直、俺はあの将軍に感心しているよ」

『……そのようなことを言われては、困ります』

　放送ではパルミシュ将軍に代わって、スポークスマンらしき人物が『新政府』とやらの声明を読み上げていた。ムーザ・アタエフ『前大統領』の政策を声こわ高だかに非難し、冒ぼう険けん主義的な外交路線の変更を何度も訴うつたえている。

　具体的な方針こそ述べていないが、おそらくロシアとの協調路線へと政策を転てん換かんするつもりなのは明らかだ。

「どこまでロシア相手に通じるか、見てみたいものだな」

『社長、ですから──』

「冗じよう談だんだ」

　続いて、新政府の閣かく僚りようの名前が発表された。パルミシュ将軍は、副大統領兼けん国防相として政権を支えることになるようだ。

『オルカン「新大統領」閣下は、傀かい儡らいということでしょうか？』

「さあな。何にせよ王子様自身の発言も演説もない以上、彼が主体的に参加しているとは思えんな」

『では』

「ああ、そこが隙すきだ」

　低く重い声で、ミハイロフは命じる。

「俺は大統領宮殿を押さえる。お前はギョクテペ基地に向かい、王子様を奪うばう──もとい救出しろ」

『了解』

　もはや作戦とも策とも呼べない大おお雑ざつ把ぱで場当たり的な行動指針だが、今は時間が何よりも貴重だ。新政権の体制が整う前に、力ちから尽ずくでも叩たたき潰つぶす必要がある。

　別段、ガルナスタンの現政権に義理や思い入れがあるわけではない。これはミハイロフにとって、プロとしてのスタイルの問題だった。

（だが──）

　その一方でミハイロフの脳のう裏りには、疑問がこびりついていた。

　クーデターを決行したパルミシュ将軍にとって最大の不確定要素は、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈ケントゥリア〉部隊のはずだ。ここまで周しゆう到とうな計画を立てておいて、自分たちを放置しておくとは考えられない。

（必ず、何らかの手は打っているはずだ）

　それは一体──と思考を進めたミハイロフの背を、悪お寒かんが走った。

「散開しろ！」

　その命令は、瞬時にインペリウム・ネットワークを走り抜ぬけた。先行する〈ケントゥリア〉が散開し、ミハイロフの〈レガトゥス〉も地面に伏ふせる。

　次の瞬間、鋼鉄の嵐あらしが周囲をなぎ払はらった。

　叩きつけられる四〇ミリ弾だんの砲ほう火かに、だが〈ケントゥリア〉たちは見事な反応を見せる。巧たくみな乱数回かい避ひで射線から身をそらしながら、散開しつつも整然と後退する。

『伏撃!?』

「ああ、これは──」

　崖上で、巨きよ大だいな影かげが動いた。擬ぎ装そうとＥＣＳを解除して立ち上がったＡＳの姿を見て、さすがのミハイロフも意表を突つかれた。

　鎧よろい武者を思わせる重じゆう厚こうかつ俊しゆん敏びんな機き影えいを、ミハイロフは何度となく目にし、そして砲火を交えてきた。そしつい先日には、彼の長い戦績に久方ぶりの敗北を刻んだ、その相手でもある。

「なるほど、そういう絡から繰くりか」

　ミハイロフの口元が歪ゆがみ、吊つり上がる。自分自身ですら気づいてないが、その時彼は確かに笑っていた。

　血に飢うえた人食い虎とらの笑い──それも、屠ほふるべき獲え物ものを前に、舌なめずりしているのではない。己おのれの縄なわ張ばりを、生存を賭かけ、同種の雄おすとの決けつ闘とうに挑いどむ時の顔だった。

　静かに抜いた二本の単分子カッターを、ミハイロフの〈レガトゥス〉は両手に構えた。

「行くぞ、イチノセ・タツヤ」




「来るのかよ」

〈レイヴン〉一号機のコクピットで、達哉は唸うなった。

　眼下に居合わすミハイロフの〈レガトゥス〉から、総毛立つような殺気が叩きつけられてくる。まるで互たがいの機体の装そう甲こうを透とう過かして、心臓を鷲わしづかみにされたかのような気分になった。

『タツヤ』

　アデリーナの二号機から、通信が入る。

『わたしたちの任務は、この地点で連中を押さえ、足止めすることだ。分かっているな』

「ああ、向こうがそれで済ませてくれたらな」

　そう答えながら、達哉は〈レガトゥス〉の姿に違い和わ感を覚えた。

　元々は細身な機体が、以前に比べて一回りほど大きく見える。肩や腰こし、そして背部などのそこかしこに増設されたユニットのせいだった。

（増加装甲か？　あいつのスタイルには合わないが……）

　と、ミハイロフ機の周囲を固めていた〈ケントゥリア〉が後退した。単機で残された〈レガトゥス〉の赤い一ツ目が、達哉の一号機をにらむ。

「こいつ、誘さそっているのか？」

『ああいう小お父じ様を見るのは、初めて』

　菊きく乃のの声さえ、心なしか震ふるえていた。

　だが、ある意味でこれはチャンスである。達哉はユースフへと通信を繫つなげた。

「あいつは俺が押さえる。後は任せたぞ」

『心得た。存分に武ぶ勲くんを挙げよ』

　ほぼ同時に、〈レガトゥス〉の肩けん部ぶユニットが展開。内蔵されていた機き関かん砲ほうの砲門が、一号機をにらむ。

「うお！」

　発砲に先がけて、一号機は跳ちよう躍やくした。崖上から山道に飛び降りるのと同時に、アジャイル・スラスタに点火する。

　先手必勝。

　二本の〈ドラゴンフライ〉を構え、爆ばく発はつ的な推力で突とつ貫かんする一号機。さあ、どう出るミハイロフ？　わずかな挙動の前兆すらも見み逃のがさぬよう、達哉は〈レガトゥス〉を鋭するどくにらみつける。

　だが──

「何いっ!?」

　次の瞬間、達哉の顔が驚きよう愕がくに引きつる。

　一号機に応じて地を蹴けった、ミハイロフの〈レガトゥス〉。その背後で、プラズマの奔ほん流りゆうが咆ほう吼こうしたのだ。

「アジャイル・スラスタだと!?」

　迫せまり来る〈レガトゥス〉の機影。撒まき散らされた推すい進しん剤ざいは、まるで彗すい星せいの尾おのようだ。しかし驚おどろきに捕とらわれながらも達哉の体は、反射的に一号機を操あやつる。

　この距きよ離りと速度では、回避機動は無意味だ。ならば、迎げい撃げきあるのみ。

「────っ!!」

『フン』

　最大加速ですれ違ちがいざま、一号機と〈レガトゥス〉は一撃を繰くり出す。相対速度七〇〇km／ｈオーバー──〇・五マッハを超こえる、刹せつ那なの攻こう防ぼう。推力を上乗せした一直線の刺し突とつと、弧こを描えがく斬ざん撃げきが交差する。

　衝しよう撃げきが、コクピットの達哉を揺ゆさぶった。

「しまった！」

　機体に損傷はないものの、〈ドラゴンフライ〉が穂ほ先さきの根本から断たち切られていた。もう一本の十文字槍やりを構え直し、一号機を旋せん回かいさせる。

『なるほど、これは面おも白しろい玩がん具ぐだ』

　スクリーンに映った〈レガトゥス〉は、確かに笑っていた。

「ブースト！」

　コントロールスティックのスイッチを、達哉は押しこんだ。

〈レイヴン〉一号機の腰よう部ぶで、アジャイル・スラスタが点火した。爆発的な推力を得た機体は正面からミハイロフの〈レガトゥス〉に突とつ撃げき──と見せかけ、単分子カッターの間合いの半歩前で右みぎ肩かたの補助スラスタを噴ふん射しやする。

　進路を左方向にねじ曲げられた一号機は、コマの様に回転しつつ、奇き怪かいな軌き跡せきを描いて〈レガトゥス〉の背後に回りこむ。回転の勢いのまま、振ふり回され繰くり出される〈ドラゴンフライ〉。だが──

『甘い』

　背後に回された単分子カッターが、あっさりと〈ドラゴンフライ〉を弾はじいた。後頭部のアイセンサが、一号機をにらみつける。

「それなら──」

　ペダルを踏みこむ達哉。〈レガトゥス〉が向き直るのとほぼ同時に、一号機が大地を蹴ってふわりと跳躍する。その肩と腰で、アジャイル・スラスタが断続的に作動した。

　一号機の全身から、轟ごう雷らいのような炸さく裂れつ音が響ひびき渡わたった。まるで流星雨のように、左右の〈ドラゴンフライ〉が繰り出される。

　突く、払う、機体ごと一回転させて薙なぐ──

　スラスタの推力でモーションを加速し、あるいはねじ曲げつつ振るわれる十文字槍を、〈レガトゥス〉は一歩も引かず捌さばいていた。

「何っ！」

　驚く達哉。

　アジャイル・スラスタにより〈レイヴン〉と同等の機動力を手にしたミハイロフの〈レガトゥス〉は、驚きよう異い的な集中力で達哉の次手を正確に読み取り、恐おそるべき正確な動きでそれを弾いていた。

（まずい、このままじゃ……）

　ＨＵＤを見やった達哉の顔が、戦せん慄りつで引きつった。コンデンサに蓄たくわえられた電力が、あっという間に減っていく。

　後先考えずの速そつ攻こう狙ねらいでアジャイル・スラスタを噴ふかし回った、当然の結果だ。今の一号機は、息を止め無酸素運動での連打で勝負に出ているようなもの。少しでも緩ゆるめてしまえば──

『だから、甘いと言った』

　焦あせりのため放たれた一撃を、ミハイロフは見逃さなかった。身をかがめると同時に繰り出された、地面すれすれの回し蹴り。それが見事に達哉機の右足を払う。

　バランスを崩くずした一号機が横転する寸前、残ったコンデンサ電力を注ぎこんでスラスタ作動。地上を滑すべるようなブースト加速で辛かろうじて離り脱だつする。

　振り下ろされた〈レガトゥス〉の単分子カッターが、半秒前まで一号機の立っていた地面を抉えぐる。

　もし、一いつ瞬しゆんでも遅おくれていたら──わずかに青ざめてつばを飲む達哉に、〈レガトゥス〉から通信が入る。

『まだ、足りんな』

　何度か耳にしたことのある、低い声だ。だが今日はその奥で、何かが揺らめいているのを達哉は感じた。

『ソマリアでの貴様は、そんなものでは無かったぞ』

　言うなり〈レガトゥス〉が、左右の単分子カッターを投げつけてきた。

「くそ！」
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　下へ手たに動けば思うつぼだと、今までの経験から理解していた。微び妙みような時間差で投げられた二本のカッターのうち一本は、こちらの回避機動を見み越こした布石の一手だ。

　敢あえて脚あしを止めたまま、一号機は右〈ドラゴンフライ〉の穂先を射出した。同時に握にぎった柄つかを微妙な角度で捻ひねる。ワイヤーを伝わったその動きが、穂先を絶妙の位置と角度で反転させた。

〈ドラゴンフライ〉の小型スラスタが作動。射出時以上の速度を与あたえられた穂先は一直線に戦域を飛び、二本の単分子カッターを諸もろ共ともに弾き飛ばした。

　同時に左手で、一〇式単分子カッターを抜く。死角から躍おどりかかった〈レガトゥス〉と斬きり結び、交差する。

「この、野や郎ろう」

　喘あえぎながら達哉は、強い違和感を感じていた。




「そう、それでいい」

　一方、ミハイロフの声は確かな熱を帯びていた。

　スティックを握る手に力をこめる。彼自身の第二の肉体と化した〈レガトゥス〉は、眼前の一号機に躍りかかる。

　繰り出される左右の単分子カッターの連撃を、一号機は捌きながら、要所要所で反はん撃げきを繰り出してくる。スラスタのブーストで加速された刺突はＡＳ近接格かく闘とう戦の常識を超えた速度で、ミハイロフを襲おそった。辛うじて回かい避ひ。

　その感覚が、たまらなく愉たのしかった。

「戦いは、こうでなくてはならん」

　ロシア軍を追われてから六年、ずっと無む為いな日々を送ってきた。

　脱だつ走そう兵の傭よう兵へいなどでは、特とく殊しゆ部隊として鍛きたえ抜ぬいた技量を振るう戦場など、得られるはずもない。つまらない仕事で腕うでを切り売りしながら、糊こ口こうをしのぐ日々。それがゆっくりと自分自身を腐くさらせ、錆さび付かせていたことを、ミハイロフはソマリアでの敗北で思い知らされた。

　だが、今は違う。

　目の前にいるこの男は、わずか一年にすら満たない経験で自分に追いついた怪かい物ぶつは、全力で打だ倒とうする価値のある敵だ。

「お前はどうなのだ、イチノセ・タツヤ？」




　達哉以外の三機の〈レイヴン〉も、厳しい戦いを続けていた。

『アデリーナオシラ３よ、西に三機迂う回かいしておる。押さえよ。東の二機は私が止めよう』

『了りよう解かいした、ユオーシスラフ５。三秒後に効力射を開始する。後退しろキクノオシラ６』

『あらあら、もう少しなら保もちますのに。ええ、了解いたしました』

　司し令れい塔とうである三号機を中心として、四機の〈レイヴン〉は押し寄せる〈ケントゥリア〉相手に動き続ける。

　防ぼう御ぎよ力に秀ひいでた菊乃の四号機が山道を塞ふさぎ、その背後からアデリーナの二号機が火力支し援えんで支える。ユースフの三号機は遊軍として道無き斜しや面めんを駆かけ回り、迂回しようとする〈ケントゥリア〉を迎撃していた。

　ろくな事前の陣じん地ち設営すらしていない中での、数に勝まさる敵相手の防御戦だ。だが新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は急きゆう峻しゆんな地形そのものを防ぼう壁へきとして、じりじりと後退しつつも粘ねばり強く踏ふみ止とどまっている。

　いまだ、一機たりとも〈ケントゥリア〉の突とつ破ぱは許していない。

（……いける）

　予備として後方に控ひかえた、ハッサン・サミーラ親子の〈シャドウ〉。コクピットの中で、サミーラはコントロールスティックを握る。

　戦線の要かなめは、やはり三号機に乗るユースフだ。

　特殊な専用の連れん絡らく回線──インペリウム・ネットワークによって結びつき、あたかも一個の生物と化して襲い来る〈ケントゥリア〉。その要と言うべきデータリンクに、三号機は猛もう烈れつな電子戦をしかけていた。

　特殊な専用のプロトコル。強度の暗号化が施ほどこされた信号。三号機の強力な演算機能はそのわずかなほころびを解かい析せきし、様々な角度からシステムに忍しのびこもうとする。結果、ネットワークの掌しよう握あくこそできないものの、その機能を低下させていた。

　様々な局面で、〈ケントゥリア〉の連れん携けいが乱れる。わずかな揺らぎ、わずかな綻ほころび──それを見み逃のがすほど、アデリーナも菊乃も甘くない。

　その一方で多種多様なセンサを巧たくみに使い分け、複雑に激動する戦せん況きようをリアルタイムで把は握あく。麾き下かの〈レイヴン〉──正確には異なるのだがサミーラはこう認にん識しきしていた──を手足の如ごとく巧みに操って数に勝る敵を抑おさえていた。かつ自らも臆おくすることなく刃やいばを振るって敵機と斬り結ぶ。

　戦場の全すべてを掌しよう中ちゆうに収めたその姿は、まさに『王者の戦いくさ』と呼ぶのに相応ふさわしい。サミーラは改めて、感かん嘆たんの想おもいを新たにする。

　このまま〈ケントゥリア〉隊の突破を許さず、首都への道を塞ぎ続けること、それが今の自分たちの任務だ。

（……私たちは、勝っている）

　ガルナバシュの方角を見やり、サミーラは胸中でつぶやいた。

（……だから貴女あなたも勝って、ソラヤ・パルミシュ）

　正直、今でも気に入らない相手ではある。だが今朝になってソラヤから計画の変へん更こう──クーデターの『玉』としてオルカンを奉ほうじるという新案を聞いた時、サミーラは気づいたのだ。

　彼女も自分と同じく、一人の男に忠を捧ささげているのだと。

　彼女も自分と同じく、捧げた忠の陰かげにとある想いを秘ひめ隠かくしているのだと。

　だから、せめて彼女だけは──

『サミーラ！』

「……え？」




　大統領宮きゆう殿でんの執しつ務む室──

　クーデター兵士によって拘こう束そくされたアタエフ大統領の顔は青ざめているものの、憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいた。

「ソラヤ、あなたという娘こは……」

　血走った両目が、ＡＳ操縦服姿のソラヤをにらみつける。

「この、裏切者！　恩知らず！　あの子を──オルカンをたらし込んで、一体何をさせるつもり!?」

　口角から泡あわを飛ばし、大統領はわめき立てる。化け粧しよう気の失うせた肌はだに亀き裂れつが入り、灼しやく熱ねつの感情がマグマとなって迸ほとばしる様を、ソラヤは幻げん視しした。

　背後のムラト大たい佐さを振ふり向くと、処置なしと言いたげに首を振っていた。

「早くあの子に会わせなさい！　さもなければ──」

「それは許可できません、前大統領」

　そう答える声は、ソラヤ自身が驚おどろくほど冷たく響いた。

「今は新政権の樹立に向けた、大事な時期です。新大統領閣下には、過去の人のためにわざわざ時間を割さく余よ裕ゆうはありません。それが実の母親であっても」

　軽く目配せをすると、控えていた屈くつ強きような兵士二人が、無言で前に出る。

「ひ……」

　それを見た大統領が、かすれた悲鳴を漏もらす。

「な、何をしようというのです、ソラヤ？　まさか──まさかそんなことはありませんよね。さ、裁判もなしに、そんな──」

　大統領は打って変わって、怯おびえも露あらわにソラヤへとすがりつこうとした。

「ねえソラヤ、お前が本当はどれだけ優やさしい娘なのか、私はちゃんと覚えていますよ。そうそう、オルカンが馬から落ちてわんわん泣いていた時も、お前は──」

「…………っ!!」

　媚こびるような目から、ねっとりと絡からみつくような声から、ソラヤは思いっきり顔を逸そらす。正直、これ以上は見てられなかった。

「お連れしなさい。丁てい重ちように」

「は」

　ソラヤの命令一下、兵士は丁てい寧ねいな、だが断固とした態度で大統領を拘束した。そのまま有う無むを言わさず、執務室から引きずり出す。

「は、放しなさい！　無礼な──」

　無情にも扉とびらが閉とざされ、声は断ち切られた。この後、大統領の身み柄がらは監かん視ししやすい別べつ棟むねに移される予定だ。軟なん禁きんがいつまで続くのか、そしてどういう形で終わるのか、現状ではまだ予想できない。

　ソラヤは深々と、ため息をつく。まだ執務室に漂ただよっている、毒気の残り香がに当てられた気分だ。

「その、嫌いやな役目を押しつけたな、少しよう尉い」

「いえ、必要なことですから」

　後ろめたそうなムラト大佐に、ソラヤはそう答える。

「では、広場の警備に戻もどります」

「うむ、頼たのむぞ」

　一礼したソラヤは、足早に執務室を去った。

　宮殿の正面玄げん関かんを出たソラヤは、石いし畳だたみの独立広場を足早に歩いた。唇くちびるを、固く嚙かみしめている。

　見たくはなかった、大統領のあんな姿は。

（オルカンに、何て言おう？）

　駐ちゆう機き姿勢を取った自身の〈シャドウ〉に戻り、ソラヤは気を引き締しめ直す。

　周囲には、部下の〈シャドウ〉も展開している。隊長として、彼らに自分の不安げな姿を見せるわけにはいかない。

　事態は、なおも進行中なのだ。

　乗機に乗りこみ、機体を始動させる。機体の振しん動どうに身を揺ゆられた所で、部下の一人から通信が入った。

『少しよう尉い殿どの、あれを』

「え？」

　言われるがままに空を見上げ、ソラヤもそれに気づいた。




「このタイミングだな」

　潜せん伏ぷく先であるアパートメントの窓から、小さな双そう眼がん鏡きよう越ごしに戦況を確認し、キリエンコ少将は笑えみ一つ浮うかべずに言った。

　踵きびすを返して室内に戻り、『客人』に声をかける。

「情報提供には感謝している、クルピンスキー博士」

「どういたしまして。こちらとしても、ありがたい話だからね」

　大おお仰ぎように両手を広げるクルピンスキーから視線を逸らし、キリエンコは無線機を手に取った。

「始めたまえ。徹てつ底てい的にな」




　　　　３




　ＡＳという兵器の持つ大きな利点は、その優すぐれた機動力にある。では、ＡＳの機動力とは一体どのようなものなのだろうか？

　時速一〇〇キロをはるかに超こえる陸戦兵器としては破格の速度、山さん岳がく地帯から市街地まであらゆる地形で作戦行動を可能とする踏とう破は性──まず目に付くのは、そういった戦術レベルで発揮される柔じゆう軟なんな機動力である。

　だがＡＳという兵器の本質は、単に戦術的な次元に留とどまらない。戦略的に見てもＡＳの機動力は非常に優れている。

　要するに、戦車のような従来の装甲戦闘車両ＡＦＶと比ひ較かくして、圧あつ倒とう的に軽いのだ。

　駆く動どう系から油圧装置を全ぜん廃ぱいした第三世代型ＡＳの場合、ほとんどの機種でその重量は一〇トン以下。ヘビー級ＡＳと俗ぞく称しようされるロシアの〈セプター〉でさえ、一四トンを超えない。主力戦車ＭＢＴどころか、装輪式の装そう甲こう車よりも軽いのだ。

　容易たやすく空輸が可能な機き甲こう戦力──その意味合いは、非常に大きい。迅じん速そくな戦力展開に留まらず、空くう挺ていやヘリボーンによって戦場に投入されるＡＳは、数多あまたの作戦でその能力を証明してきた。

　この日、ガルナバシュで展開された作戦は、そういった進歩の一つの到とう達たつ点だった。

「なんてこった」

　その情景を目にし、ロニーは呻うめいた。

　ガルナバシュのはるか上空、空間が虹にじ色いろに揺らぎ、滲にじんだかと思うと、巨きよ大だいな四発の機き影えいが姿を現した。それも一機ではない、二機──三機と。

　不可視型ＥＣＳを搭とう載さいしたその機体は、An─[image: 124]。実に一五〇トンという桁けた外はずれのペイロードを持つ、ロシア製の超ちよう大型輸送機だ。

　軋きしみながら、輸送機の後方ハッチが開く。そこから滑すべり落ちる巨大な人ひと影かげ、そして虚こ空くうに花はな咲さくパラシュート。

「本気なのか──本気でロシアは、世界大戦を始めるつもりなのか」

　破局が、迫せまろうとしていた。




「何だ、あれは？」

　突とつ如じよとして降下を始めたＡＳ部隊に、達哉は啞あ然ぜんとする。

　どうやら直接ガルナバシュ市街にではなく、その周辺部に降下を行なっているようだ。

　事態の急変に、眼前の〈レガトゥス〉も動きを止めていた。そちらから意識をそらさないまま、新たなＡＳにも意識を向ける。

『こちらでも確かく認にんした。これは──』

　ユースフの三号機から回されたデータを、達哉も確かめる。拡大されたＡＳの姿が映し出された。不ふ鮮せん明めいな画像ながらも、降下の手て際ぎわを見るだけで、オペレータの卓たく越えつした技量が見て取れる。

「これは、〈シャドウ〉──なのか？」

　全体的なシルエットは、よく見慣れたZy─99Ｍによく似ている。だが細かな箇か所しよで、違い和わ感があった。

『Zy─99本来の、本国仕様機だ』

　喘あえぐような声で、アデリーナが言った。

「本国仕様の〈シャドウ〉!?　ってことは、あいつら──ロシア軍……」

『ああ。そしてこのタイミングでの投入、オペレータの技量、そして機体の仕様、間ま違ちがいない──』

　アデリーナの声は、わずかに震ふるえていた。

『やつらは、スペツナズだ』

「────!!」

　思わず達哉は息を吞のむ。

　達哉でさえ、スペツナズの名は聞いたことがある。米軍のＳＥＡＬｓやデルタフォース、英えい連れん邦ぽうのＳＡＳと並ぶ、ロシア軍の特とく殊しゆ部隊だ。

　戦時における敵後方での偵てい察さつや破は壊かい工作のみならず、平時にも暗殺や諜ちよう報ほうといった活動を展開している。

　その戦力が、ガルナスタンに振り下ろされたのだ。

（どうする？）

　自問自答する達哉。

　戦せん況きようは、すでに激変していた。ロシア軍の介かい入にゆうという予想外の事態があった今、事前の作戦計画など無意味だ。

　これから進むにせよ退くにせよ、まずはアデリーナたちと合流せねばならない。そうなのだが──

「そうは問屋がおろさない、ってか」

　眼前の〈レガトゥス〉から放たれる殺気は、全く衰おとろえていない。この状じよう況きようでなお、ミハイロフは自分を第一の標的にしている。

「……仕方ねえな」

　確認するかのように、あるいは自身に言い聞かせるかのように、ゆっくりと達哉はつぶやく。

「さあ、どう出るよ」

　いつの間にかその口元には、かすかな笑みが浮かんでいた。




『社長！　指示を願います、ミハイロフ社長！』

　悲鳴になる寸前で、辛かろうじて踏ふみとどまっているナタリアの声。そして『子機』である〈ケントゥリア〉から上がってきた、数え切れない警報。

「分かっている」

　ミハイロフの狂きよう熱ねつは、瞬しゆん時じに冷めていた。

「全く、こんな所で古巣の連中に水を差されるとはな」

　スクリーンに映った〈レイヴン〉一号機は、こちらを警けい戒かいしながらじりじりと後退を続けている。

　正直、まだ食い足りない。食指は動いている。だが現状で、個人戦せん闘とうにかまけるだけの余よ裕ゆうはない。

　全すべては、生き延びた上でのことだ。あの『ご馳ち走そう』を平らげるのは、恐おそらく次の機会となるだろう。

「それまで死ぬなよ、イチノセ・タツヤ」

　最後にもう一度だけ、虎とらの笑みをミハイロフは浮かべた。




「馬ば鹿かな、なぜ気がつかなかった!?」

　ギョクテペ基地の司令室で、パルミシュ将軍は叫さけんでいた。

「いかに不可視型ＥＣＳを使われていたにせよ、首都上空まで敵機が進入するなどありえん。空軍は一体、何をしていたのだ」

『そ、それが、防空監かん視し網もうに内部から工作されていた形けい跡せきがありまして』

　ガルナバシュでの指揮を執とるムラト大たい佐さが、通信機越ごしに報告した。その声は震え、ひび割れていた。

『手口自体は、ごく単純なものです。おそらく通常の態勢なら、何ら問題がなかったでしょう。ですが、そこに我々の決起が重なった結果──』

「……防空網もうに、致ち命めい的な隙すきが生じたのか」

　辛しん辣らつな事実に、パルミシュは絶句した。その長身が揺らぎ、辛うじてデスクに手をついて身を支える。

「なぜだ──」

　ロシアとは、ＧＲＵのキリエンコ少将とは、話を付けていたはずだ。必ず自分の手で、ガルナスタンの政策を変へん更こうさせる。それまで侵しん攻こうを猶ゆう予よしてもらいたいと。

　ロシアにとっても、利のある話のはずだ。だからこそ、キリエンコも乗ってきた。そう考えていた。だが──

「敵ＡＳ隊、当基地に接近中。距きよ離りは──」

　部下の報告する声も、ひび割れている。なんせ手持ちの戦力の大半をガルナバシュ占せん拠きよに注ぎこんでいるため、現在ギョクテペ基地に残されているのは、せいぜい一個小隊の〈サベージ〉と一個中隊の歩兵程度しかない。

　しかもガルナバシュにいる主力部隊も、司令部と切り離はなされ孤こ立りつした形だ。これでは満足に戦力を活用することも難しいだろう。ムラト大佐は有能な軍人だが、この状況では分ぶが悪すぎる。

　何もかもが、裏目裏目に出ている。

「おのれ、裏切ったな……」

「──どういうことだい？」

　呻くオルカンの姿に、パルミシュははっと我に返った。

「まさか少将、君は、ロシアと組んで──」

「ち、違います、閣下。私はただ──」

「何が違うって言うんだ！」

　目を血走らしたオルカンが、卓たくに拳こぶしを振ふり下ろす。

「あんたのやったことは、結局こうじゃないか!!」

　激しい糾きゆう弾だんに、パルミシュは絶句した。

「言ってみろよ！　何か言ってみろ！」

「お、落ち着いてください閣下。ここはひとまず──」

　脱だつ出しゆつを、と告げようとするパルミシュ。だがもはや、何もかもが遅おそすぎた。

「敵第一派、来ます」

　そして次の瞬しゆん間かん、水平発射されたロケット弾だんのうち一発が、ギョクテペ基地司令部を直ちよく撃げきした。




　スペツナズの行動は、迅速そのものだった。

　ガルナバシュの周囲に降下した〈シャドウ〉は、合わせて四個分隊。各おの々おのが事前に設定された目標に向かい、迅速に行動する。

「[image: アー]アー分隊は市街に突とつ入にゆうし、独立広場を目指し進行中です。ガルナスタン軍の抵てい抗こうは、極きわめて微び弱じやく」

「[image: ベー]ベー分隊はガルナバシュ空港の占拠に成功しました。第二陣じんの誘ゆう導どうを開始します」

「[image: ヴエー]ヴエー分隊、ギョクテペ基地への突入を開始」

「[image: ゲー]ゲー分隊、山さん岳がく地帯で戦闘中のＰＭＣ部隊を捕捉しました」

「よろしい」

　部下の報告を受けながら、キリエンコ少将はガルナバシュ周辺の地図を確認する。

　戦況は、おおむね計画通りに推移していた。特に空港を早期に占拠できたのは大きい。これで後続の部隊を、速すみやかに展開できる。いかにＡＳが優すぐれた陸戦兵器であっても、ＡＳだけで戦争はできないのだ。

「後続が到とう着ちやく次し第だい、[image: ベー]ベー分隊は[image: ゲー]ゲー分隊の援えん護ごに回せ。日米両国の新型機が相手だ、決して油断するなよ」

　そう命じながらも、キリエンコの表情にはわずかにだが苦いものが滲にじんでいる。

　パルミシュ将軍のクーデターによる、ガルナスタン新ロ政権の樹立──キリエンコたちＧＲＵの工作は、このシナリオに沿って行なわれていた。

　一方では武力介入に備えて、北カフカスのアストラハン空軍基地にスペツナズ部隊を集結させ、ガルナバシュ市内の重点目標選定も行なっていたものの、あくまで万一の保険としてである。

　だが計画は昨日、モスクワから出された一本の指令によって変更になった。それもＧＲＵ上層部の決断ではなく、ロシア連邦保安庁ＦＳＢ（ソ連国家保安委員会ＫＧＢの後こう継けい機関）の横よこ槍やりによるものだ。

　キリエンコとしては愉ゆ快かいではないし、その原因となった『協力者』には好意の抱いだきようがない。

「いやあ、ここまでそちらがお膳ぜん立だてしてくれてたとは思わなかったよ。タダで相乗りさせてもらって、申し訳ない」

　その協力者──ヨナタン・クルピンスキーは、気楽そうにそう言った。

　旧東ドイツ出身のユダヤ人技術者。冷戦終結後は渡と米べいして、ジオトロン社に入社している。現在は新型ＡＳの実戦テストのためＰＭＣに出向中。ざっと経歴を確かめるだけでも胡う散さん臭くさい。

（薄うす気味の悪い男だ。ＫＧＢチエーカーとの繫つながりは、東独時代につくったものか？　それがなぜ今になって転向する？）

　そういった情報は、キリエンコに伏ふせられている。わずか一昼夜では、クルピンスキーの周囲を洗う時間もなかった。

　まったくもって気に入らない──そんな感情は伏せ、キリエンコはクルピンスキーを振り向く。

「これでよろしいですかな、博士」

「ああ、結構だよ」




　オルカンが意識を失っていたのは、それほど長い時間ではなかった。

（ああ……）

　まるで神経が断絶したかのように、手足に力が入らない──否いな、それ以前に朦もう朧ろうとした意識の中で、体を動かすという方向に頭が動かない。

（ああ……あああ──）

　響ひびき渡わたる怒ど号ごう、轟ごう音おん、その全すべてが遠い。朧おぼろ気げにかすむ視界は、その右半分が真っ赤に染まっていた。

（ああああああ……）

　崩くずれ落ちた瓦が礫れきの中、まるで壊こわれた人形の様に投げ出されたオルカンの体。いいから早く逃にげろ！──脳の一部は、懸けん命めいにそう訴うつたえている。だが麻ま痺ひしきった神経も、肉体も、生存本能の叫びに従おうとしない。

（これで、終わりなのか……）

　少しずつ戻もどり始めた思考も、闇あん瞑めいの方向へと傾かたむいていく。

（ここで僕は死ぬのか……何も成なせず、何一つ残せず──）

　どうしてこんなことになったのだろうか？

　何がいけなかったのだろうか？

（僕は一体、何のために──）

　と、その時だった。

「ご無事ですか、閣下！」

　ようやく、世界に音が戻ってきた。

　子供の頃ころから、よく聞き慣れていた声。細い体のどこから出てるのか分からないほどの大声で叫びながら、パルミシュの小お父じさんがこっちに来る。

「気を確かに！　傷は浅いですぞ、さあ立って！」

　肩かたをつかまれ、乱暴に揺ゆすられる。

「衛生兵！　衛生兵はおるか！」

　ああ、そうだ──覚かく醒せいしかけた意識が、ようやく指向性を得る。

　こうなったのは──まだろくな思考もないまま、粗そ雑ざつにつなぎ合わされる記き憶おくの断だん片ぺん。

　全部が全部──そして導き出される、穴だらけの解答。

　小父さんのせいじゃないか──

「どうなさいました、閣下？」

　ようやく彼の異変に気づきかけるパルミシュ。だがもう、何もかもが遅すぎた。

　それは言わば、子供の癇かん癪しやくだったのかもしれない。

　一時的に退行した心身による、防衛本能だったのかもしれない。

　だが不幸だったことは、今のオルカンの手には、それを可能にしてしまう手段があったということ。

　ぱん──

　乾かわいた音が小さく響き、風に乗って空へと消えた。

　ごぽり──

　吐はき出した赤い血が、密ひそかに自じ慢まんにしていた髭ひげを赤く染めた。

「オル……カ、ン──？」

　軍服の胸むな元もとに空いた銃じゆう創そうと、噴ふき出す赤い血を、パルミシュは信じられないと言いたげな目で凝ぎよう視しする。

　そして何よりも、それをもたらした致命の凶きよう器き──オルカンが手にした、軍用の自動拳けん銃じゆうを。

「な、ぜ──」

　老いた瘦そう身しんが、その場に崩れ落ちた。




　戦せん況きようを確かく認にんしつつ、ベルトランは重いため息をついた。

「もはや、これまでのようですね」

　続いて、無線機を手に取った。ほんのわずかためらった後、事前に指定されていた秘ひ匿とく回線へと通信を繫げる。

「そちらで状じよう況きようは把は握あくしておりますか、キャプテン？」

『概おおむね。ずいぶんと想定外の事態が起こったようだな』

「ええ。そういう訳ですので、少しばかり予定が変わりましたが、例の件をお願いしたいのですが」

『…………』

　無線の相手は、ほんの少しだけ沈ちん黙もくした。わずか数秒とはいえ、何とも心臓に良くない時間が過ぎる。

『了りよう解かいした』

「……ありがとうございます」

　安あん堵どの思いを声に出さないようにするためには、ベルトランにもそれなりの努力が必要だった。

『時間は〇九四五、合流ポイントはＣ案を使う』

「承知しました」

　後、時間にして三〇分あまり。色々な意味で微び妙みような時間だ。

『なお分かっていると思うが、諸君らがロシア軍の送り狼おおかみを連れてきた場合、我々は一いつ切さい関知しない』

「けっこうです。あなた方に、第三次世界大戦の引き金を引かせるわけにはいきませんからね、セプテンバー１」

『幸運を祈いのる──』

　沈黙した通信機を見やり、ベルトランは息を吐き出した。自分が最後に口にした言葉を思い起こす。

　第三次世界大戦──そんな突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、まさか幾いくばくかでも可能性が生じているとは。もう冷戦が終結して、一〇年以上も経たっているというのに。

「聞いての通りです、社長。かけていた保険は、まだ有効です。今の内に撤てつ退たいを」

　ベルトランの言葉に、傍かたわらのクララは唇くちびるを嚙かんでうつむいた。

「今になって、逃げ出すのかよ。やばくなったからって、この国のことも、ソラヤのやつも、何もかも放ほうり出して」

「それは──その通りです。これ以上の戦せん闘とうは無意味だ」

　少し迷ったベルトランだが、クララにはありのままを告げる。

「そもそも契けい約やくでは、我々の作戦目的はあくまで〈ケントゥリア〉隊との交戦です。ロシア軍との交戦など想定しておりませんし、勝算もありません」

「だからってこの土ど壇たん場ばでトンズラとか、それじゃスジってモンが通らねーだろ！」

「鼎かなえの軽重をわきまえてください。我々の目標は、あくまでジオトロンの『カエサル・プロジェクト』の打だ倒とうです。パルミシュ将軍たちとは、その過程で利害が一いつ致ちしただけのこと。クーデターの成否、あるいはガルナスタンの行く末──そのようなことに我々は責任を持てませんし、持つべきではない」

「うう……」

　言葉を詰つまらせたクララに、ベルトランはさらに言った。

「それとも社長は、リーナやイチノセくんにこう命じるのですか？　『ここが命の張り所だ、死ぬまで戦え』と」

「…………」

　無言のまま、クララは首を横に振ふった。

「結構です、では始めましょう」




　戦況の混こん迷めいは、拡大する一方だった。

　新旧Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に、ロシア軍スペツナズまで加わった三みつ巴どもえの乱戦。各陣じん営えいのＡＳが入り乱れ、もはや互たがいの有利不利さえ判然としていない。

　そんな中、アデリーナたち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈レイヴン〉隊は、明確に戦場からの離り脱だつを図はかっていた。

『三時方向に火力を集中せよ！』

「了解」

　ユースフの三号機から送られたデータに従い、二号機の火か砲ほうが唸うなりを上げる。生じた〈ケントゥリア〉の隊列の乱れをついて、各機とも移動を開始する。

『オシラ６は交代しつつポイント６の高所を確保、二時方向にオシラ３と共同で制圧射しや撃げきを行なえ』

『了解です』

『……了解』

　この状況においても、ユースフの指示に乱れはない。戦域からの離脱という明確な目的に従いながら、猫ねこの目のように変わる戦況の流れに合わせて、臨機応変に部隊を動かしている。

　しかもそういった部隊指揮を、ユースフ自身も三号機によるＡＳ戦闘をこなしながら、実じつ施ししているのだ。

（大したものだ）

　アデリーナは内心で舌を巻きながら、菊乃の四号機と共同で火力を集中する。後方のクララたちも心配だが、今はサミーラたちを信じるしかない。

　現状では、〈ケントゥリア〉とスペツナズは、お互いを優先的な攻こう撃げき目標に行動しているようだ。新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．へのマークが甘い。このまま離脱することも不可能ではない、ようにも見える。

　だが──アデリーナが密かに唇を嚙んだ時だった。

『オシラ６よりオシラ５へ、このままではオシラ４が取り残されてしまいます』

　切せつ迫ぱくした菊乃の声。そう、今の状況は殿しんがり軍として奮戦する達哉の一号機があってこそ、辛かろうじて支えられているのだ。

『わたくしも残ります。後衛なら、四号機の方が向いておりますし』

『お前の機体だと、足が遅おそすぎて逃げられないだろうが。これは、一号機向けの仕事なんだよ』

　だが答える達哉自身の声は、場ば違ちがいなほど落ち着いていた。

『俺だってこんな所でくたばるつもりはないって。適当に足止めしたら、とっとと逃にげ出すさ』

　スクリーンを拡大すると、一号機がこちらに向かって〈ドラゴンフライ〉を軽く振っているのが見えた。

「分かった、タツヤ──」

『どうした？』

「いや、何でもない」

　死ぬなよ──そんなありきたりな言葉を、なぜかこの時アデリーナは口にすることができなかった。




　ガルナバシュの市街もまた、戦火に包まれていた。

「この──この！」

　ソラヤたちクーデター部隊は、戦力を独立広場周辺に集中。侵しん攻こうしてくるロシア軍を相手に、懸けん命めいの抵てい抗こうを続けていた。

　現在の単純な戦力は、ほぼ拮きつ抗こうしている。歩兵や戦車等の援えん護ごを受けられるクーデター部隊の方が、むしろ有利と言って良い。

　だが、彼ひ我がの練度に差がありすぎた。

　いかにガルナスタン最さい精せい鋭えいの共和国防衛隊とはいえ、ロシアのスペツナズの前には、対抗のしようもない。地の利を生かし辛うじて防衛線を維い持じしているものの、もはや破は綻たんは目の前だった。

『少しよう尉い、悪い報しらせがある』

　指揮を執とるムラト大たい佐さの声も、すでに余よ裕ゆうを失い険しいものだった。

『先ほど、ギョクテペ基地との連れん絡らくが途と絶だえた。敵別働隊の侵攻を受けた、その直後のことだ』

「──そう、ですか」

　動どう揺ようを声に出すのは、辛うじてこらえた。

　ギョクテペ基地には、まともな戦力が残されていなかったはず。父はどうなった？　オルカンは無事なのか？

『こ、このお！』

　友軍の戦車──ロシアとの蜜みつ月げつ時代に輸入したＴ─90だ──が発はつ砲ぽう。近きん距きよ離りから放たれた一二五ミリ砲ほう弾だんを、だがスペツナズの〈シャドウ〉はごくあっさりと跳ちよう躍やくして回かい避ひする。信じられない技量だ。

　流れ弾だまは市街地の一角に着ちやく弾だんし、炸さく裂れつした。充じゆう塡てんした炸さく薬やくの爆ばく発はつに巻きこまれた周囲の建物が吹ふき飛ばされ、あるいは引火する。

「……なんてことを」

　自身らの手で招いた惨さん事じに、ソラヤは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

『馬ば鹿か者もの！　この状況で榴りゆう弾だんを撃うつやつがおるか！』

『し、しかし、ＡＳに当てるならば、せめて──』

　無線で交かわされる交信も、ひどく殺気立っている。

　──父は、自分たちは、何のために決起したのか。

　ソラヤの心身は、絶望と諦てい観かんに落ちこみつつあった。




　パルミシュの遺い骸がいを押しのけ、オルカンは立ち上がった。

　額の傷から流れる血が、顔の右半分を染めている。身につけた軍服は崩ほう落らくによってそこかしこが裂さけ、薄うす汚よごれていた。

　そんな惨状でありながら、目だけは力を失っていない。ぎらぎらと狂きよう熱ねつ的な光と熱を宿している。

　胸の中で、何かが荒あれ狂くるっていた。

　それは、初めて自分の手で人を撃ち殺した興奮。

　また、自分を裏切った──と、そう信じこもうとしている──相手への怒いかり。

　あるいは、大切な人間を喪うしなったことへの悲ひ哀あい。

　そして、何よりも自分を含ふくめた周囲の全すべてに対する尽つきない怒り。

　鋼はがねの足音が、鈍にぶく響ひびく。半はん壊かいした格納庫の陰かげから、一機の〈シャドウ〉が現れた。ガルナスタン軍のものではなく、ロシア軍の。

　すでにギョクテペ基地のわずかな戦力は壊かい滅めつしていたのだろう。機き敏びんな動きでライフルを構えた〈シャドウ〉が、オルカンの姿に気づく。

『オルカン・アタエフ中将だな』

　呼びかけは、ロシア語だった。どうやらガルナスタン次期大統領の存在は、ロシア軍にも周知のものらしい。

『これ以上の抵抗は無意味だ、投降せよ』

　通り一いつ辺ぺん倒とうの言葉だが、実際にＡＳが生身の人間に呼びかけると、言葉の説得力が大きすぎる。何をどうやっても抗あらがいようのない圧あつ倒とう的な差が、両者の間にはあるのだから。

　だがオルカンは、その言葉に応じようとしない。実際には耳で聞いているものの、脳が言葉を理解していない。

『……何のつもりだ？』

　オペレータの声に、ごくわずかだが困こん惑わくが混ざる。オルカンが右手に構えた拳けん銃じゆうを、〈シャドウ〉に突つきつけたのだ。

「──死ね」

　蟷とう螂ろうの斧おの、と言うのも愚おろかな戦力差。だがオルカンは、ためらわず引き金を引く。放たれた銃じゆう弾だんは〈シャドウ〉の装そう甲こうで弾はじかれ、明後日あさつての方角に消えた。

「死ね、死ね、死ね！」

　だがオルカンは、それでも引き金を引き続ける。二発、三発、四発──弾たまが切れた。空になった拳銃を、だがそれでも……

　轟ごう音おん。

　吹っ飛んだ〈シャドウ〉が地面に崩くずれ落ち、ぴくりとも動かなくなる。

　胸部装甲には、巨きよ大だいな弾だん痕こんが深々と穿うがたれていた。間違いなくオペレータは即そく死ししただろう。

「…………は」

　茫ぼう洋ようとそれを見やったオルカンが、背後を振り向く。そしてオルカン自身と全く同じポーズでハンドガンを構えた巨大な影を、じっと見上げた。

「来たのか、〈トゥリヌス〉」

　ジオトロンから送られたＡＳは、オルカンの前で片かた膝ひざをついた。背部のハッチがひとりでに開放する。その奥のコクピットには、誰だれ一人ひとりとして人ひと影かげがなかった。

「は──ははははは」

　乾かわききり、音程の狂った笑い声を、オルカンは張り上げる。半ば薄はく明めいの世界へと落ちこんだ彼の頭の中で、形のおかしな辻つじ褄つまがぴたりと合った。

「あはははは──お前、僕に乗れってことか。いいよ、分かった、ＯＫ。やってやろうじゃないか」

　今の友軍機の喪そう失しつを知って、ロシア軍の〈シャドウ〉が集まってくる。だが今のオルカンにとって、それを恐おそれる理性など残ってはいなかった。

「さあ、始めようじゃないか！」




　身を起こした〈トゥリヌス〉の姿に、五機の〈シャドウ〉はやや戸と惑まどった。

　データにない機体ということもあるが、問題は何よりもそのオペレータだった。オルカン・アタエフ──大統領の一人息子むすこであり、後こう継けい者しやでもある彼の身み柄がらは、政治的にも非常に重要だ。
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　可能な限り、無傷で確保する必要がある。

『繰くり返す、投降せよ』

　包囲され、砲ほう門もんを突きつけられた〈トゥリヌス〉は、ハンドガンをあっさりと投げ捨てた。そのまま両手を高く上げる。

『それでいい、そのまま──』

　次の瞬しゆん間かん、〈トゥリヌス〉の左掌てのひらから銀光が奔はしった。一いつ閃せんの光が甲かん高だかい音を立てながら、〈シャドウ〉の一機に襲おそいかかる。

　それは、一本の鞭むちだった。

　鋼鉄で編まれたその鞭は、音の壁かべを引き裂きながら〈シャドウ〉に躍おどりかかり、その上体に絡からみつく。同時に、鞭そのものが細かく振しん動どう。表面に植え付けられた無数の単分子カッターが作動し、〈シャドウ〉の機体をバラバラに引き裂いた。

　同時に〈トゥリヌス〉は、地面に機体を投げ出した。大地を転がって浴びせかけられる砲ほう火かを回避しながら、今度は右手からも鞭を伸のばす。

〈トゥリヌス〉の鞭はその内部に、マッスル・パッケージを始めとする駆く動どう系が組みこまれている。まるで蛇へびのようなしなやかさで伸びた鞭は、地面に落ちていた〈トゥリヌス〉のハンドガンに絡みつく。

　一いつ瞬しゆんで鞭は引き戻もどされ、ハンドガンも〈トゥリヌス〉の右手に収まった。跳はね起きながらの正確な射しや撃げきが、またも一機の〈シャドウ〉を撃ち抜ぬく。

　残った三機の〈シャドウ〉は、もはや完全に本気だった。三方から浴びせられた容よう赦しやない射撃を、〈トゥリヌス〉は跳躍して回避──と見せかけ、半ば崩ほう壊かいした司令部棟とうに向けて鞭を伸ばす。

　剝むき出しの鉄骨に鞭を絡ませ、急制動。機体の運動ベクトルを強ごう引いんにねじ曲げる。スペツナズの訓練された正確な射撃は、それ故ゆえに〈トゥリヌス〉の予想外でトリッキーな挙動には対応できない。

　反撃。鞭とハンドガンで一機ずつ、それぞれ仕留める。弾切れになったハンドガンを放ほうり投げ、〈トゥリヌス〉は最後に残った〈シャドウ〉に向き直る。

　呆然と立ちつくす敵機に、〈トゥリヌス〉は悠ゆう然ぜんと歩み寄った。むしろ優やさしげな動作で、〈シャドウ〉を抱だきとめる。

　そして同時に、両手首から密着状態の〈シャドウ〉へと鞭が伸びる。鋭えい利りな先せん端たんは易やす々やすと機体を貫つらぬき、一瞬でコクピットに達した。




「[image: ベー]ベー分隊からの通信、途と絶ぜつしました……全ぜん滅めつです」

「何だと」

　その報告に、キリエンコ少将は絶句した。

「なぜギョクテペ基地に？　あそこにはろくな戦力が残っていなかったはず？」

　混乱しながらも、キリエンコは素す早ばやく戦せん況きようを確かく認にんした。

「やれやれ、ようやくかね」

　一方のクルピンスキーは、ごく軽い調子で肩かたをすくめる。

「もう少し早く、目をさましてくれても良かったと思うがね」

「どういう、ことだ？」

「なに、簡単なことだよ。真にＴＡＲＯＳを作動させるには、適合したオペレータの脳波を、静的な興奮状態に保つ必要があるからね。まさかこの国の王子様に薬物を投とう与よするわけにもいかないからね。そうなるともう、実戦に引っ張り出すしかないだろう」

「…………」

「格好のシチュエーションを整えるために、これでも色々と苦労したんだよ。ああ、もちろん君たちの協力には感謝しているとも」

「貴様！」

　キリエンコには、クルピンスキーの言葉の半分以上が意味不明だった。だが、一つだけ分かったことがある。

　自分たちが、はめられたのだと。

　一いつ斉せいに銃じゆうを構える部下たち。だが同時に、部屋の壁が外部から吹き飛んだ。

「な……」

　濛もう々もうと舞まう粉ふん塵じんの中、キリエンコは見た。外部から室内に拳こぶしを叩たたきこんだ、ＡＳの姿を。

「では、これで失礼させてもらうよ、露助イワンの諸君」

「ま、待て！」

　自動操縦で動く愛機──〈レガトゥス〉の手に、クルピンスキーは飛び乗る。次の瞬間、機体を翻ひるがえした〈レガトゥス〉は、あっという間に走り去った。
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　真っ先に異変を感じたのは、〈レガトゥス〉に乗るミハイロフたちだった。

「これは？」

　インペリウム・ネットワーク──〈ケントゥリア〉同士を結び繫つなげる命令系統に、何かが割りこんでくる。

『社長、これは？』

「おそらく、クルピンスキーの言っていた、アレだろう」

　不ふ愉ゆ快かいそうに、ミハイロフが唸うなる。

「何とも業腹なものだ。自分以外の場所で、物事が決められるのはな」




　半ば微睡まどろみ、たゆたいながら、彼の意識はそこにあった。

（ああ、これは──）

　目を閉じているはずなのに、全てが見えているという不思議な感覚。〈トゥリヌス〉のコクピットに優しく抱き留められた彼自身は、広がり、溶とけこみ、機体そのものと一つに絡み合っていた。

　パラジウム・リアクターは脈動する心臓であり、ライフルをつかむ鋼鉄のマニピュレータは自身の手。機体を構成する部品の一つ一つを、今の彼は自身の細さい胞ぼうであると認識していた。

　いや、それだけではない。

（そうか、そうなんだ──）

　自身を中心に広がる、蜘く蛛もの巣のような網あみの目。それを構成する一つ一つが、今や彼自身であり彼の分身であった。

　認識したとたんに流れこんでくる、莫ばく大だいな情報。普ふ通つうの人間なら、とうてい処理できないそれを、彼は易々と理解した。

　そう、人間ならば無理なのだ、人間ならば。

（あれ？）

　それならば、自分は一体何なのだ？　当然の疑問が沸わき上がり──そしてあっさりと消え去った。

　どうでもいいことだ。今この状じよう況きようで、オルカン・アタエフという個体名に大した意味など存在しない。

　かつて、市いち之の瀬せ達哉を鋳い型がたとして生まれたように──

　あるいは、三さん条じよう旭あさひの悪意を学んだように──

　彼は今、新たなる『殻から』を手に入れた。

（さあ、始めようじゃないか──）




〈ケントゥリア〉の十字目が、激しく明めい滅めつする。

　次の瞬間、その全機が爆ばく発はつした──かの様に見えた。

　そう錯さつ覚かくさせるほどの激しい機動を駆く使しして、〈ケントゥリア〉はスペツナズに対し、一いつ気き呵か成せいの反撃へと打って出る。

「ほうほう、ほう──」

〈レガトゥス〉のコクピットでその情景を観察しながら、クルピンスキーは愉ゆ快かいそうに笑った。

　実際のところ、機体のスペック自体に変化があったわけではない。それどころか、個々のテクニックにさえ変化はなかった。

　変わったのは、総体としての動きだ。

「今までの〈ケントゥリア〉も、機体間でインペリウム・ネットワークを介かいした高度な連れん携けいを維い持じし、作戦行動を実行してきた。だがそれはあくまで、与あたえられた任務を効率的に遂すい行こうするためのもの。真の知性とは言い難がたい」

　抑おさえきれぬ興奮に、クルピンスキーは一人ごつ。

「だが、これは違ちがうぞ。演算による模も倣ほうではない、真性の人工知能ＡＩ。それによって統とう御ぎよされ、群体としての進化を限りなく続けるシステム──これが、本物のカエサル・プロジェクトだ」

　そこに立ち会うことになった者たちにとっては、不幸以外の何物でもなかったが。

「やはり、彼には適性があったようだね」

　とはいえ、クルピンスキーにもリスクはあった。秘中の秘と言うべき旧ＫＧＢとのコネクションを、今回で使い潰つぶしたのだから。それどころか、ＦＳＢから報復を受ける可能性も大きい。

　だが、後こう悔かいは全くなかった。

「ようやく孵かえるのか〈トゥリヌス〉──皇帝カエサルの雛ひなよ」




　眼前で繰り広げられる戦せん闘とう、というよりも一方的な虐ぎやく殺さつ──いやむしろ単なる屠と殺さつかもしれない──を、菊乃は啞あ然ぜんと見ていた。

　半数にまで撃うち減らされていた〈ケントゥリア〉の猛もう然ぜんとした反撃により、スペツナズの〈シャドウ〉はなすすべもなく壊かい乱らんした。

　厳しい訓練によって選せん抜ばつされ、世界でも屈くつ指しの技能を手にしたはずの特とく殊しゆ部隊兵士。彼らが操あやつるＡＳが、まるで草でも刈かり取るかのようにあっさりと薙なぎ払はらわれていく。

　それは、酸さん鼻びとしか言い様のない情景だった。

　菊乃自身も、年少の頃ころから弟の旭と共に、いくつもの戦場を経験してきた。今ではある種の逃とう避ひだったと自覚しているが、闘とう争そうの昂こう揚ように身も心も委ゆだねていた時期もある。

　だが今、菊乃が眼前の無人ＡＳから感じているのは、総毛立つような嫌けん悪おと冷たい恐きよう怖ふのみだった。

『何を呆ほうけているんだ！　退くぞ、菊乃』

　達哉の一号機から、そう通信が入る。はっと我に返った菊乃は、慌あわてて素早くペダルを踏ふみこんだ。

　機体を翻した四号機は、二号機と併へい走そうしつつ後退に移る。

「ありがとうございます、達哉さん。少々みっともない所をお見せしまして」

『いや、別にいいけど……しおらしいお前っていうのも、何か不気味だな』

「まあ、酷ひどい」

　わざとらしく、菊乃は唇くちびるを尖とがらせてみせる。達哉との短いやりとりで、いつの間にか調子は戻っていた。

「これが、愛の力というものかしら」

『寝ね言ごとは寝て言え、バカ者』

　酷く冷ややかな声で、アデリーナが割りこんできた。

『わたしとオシラ５で先行する。オシラ４、６両機には後衛を任せる』

　アデリーナの指示に、菊乃と達哉はそろってうなずいた。

『了りよう解かい。大船に乗った積もりで任せてくれ』

「達哉さん、いまこそわたくしたちの愛の力を証明する時です」

『……今ここで撃ち殺してやろうか』




　完全に孤こ立りつし、半ば死を覚かく悟ごしていたソラヤの眼前で、スペツナズの攻こう勢せいが唐とう突とつに乱れた。

「え……？」

　統制された波状攻こう撃げきをしかけてきた敵の〈シャドウ〉に、明らかな動どう揺ようが走っている。どうやら背後からの奇き襲しゆうを受け、混乱しているようだ。

「我々を包囲した敵軍の、さらに外から攻撃──一体、誰だれが？」

『援えん軍ぐん、なのか』

　まさか、とムラト大たい佐さのつぶやきに首を振ふる。一体、どこにそんな戦力が残されているというのか。

（もしかして──）

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈レイヴン〉が、駆かけつけてくれたのだろうか？　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、そんな期待が狂くるおしいまでにソラヤの脳内を駆け巡めぐる。

　だが、現実は非情だった。

「ああ──」

　スペツナズの攻囲を外から食い破り、独立広場に現れたＡＳの姿に、ソラヤは絶望の呻うめきを上げる。

　赤く明滅する十字のメインセンサは、現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の無人ＡＳ〈ケントゥリア〉のものだったのだ。

「終わったんだ、私たち」

　敗北を悟さとったソラヤの〈シャドウ〉が、ついに膝ひざをついた。一体の〈ケントゥリア〉が、手にしたライフルを突つきつける。

　その動きに、ソラヤは奇き妙みような既き視し感を感じた。

「……オルカン──なの？」

　構えられたライフルの砲ほう門もんが、ぴくりと大きく震ふるえる。まるで動揺したかのような、無人機にあるまじき動き。だが、それも一瞬だった。

　至し近きん距きよ離りから放たれた砲ほう弾だんが、〈シャドウ〉を貫つらぬいた。たまらず転てん倒とうする。

「ああ……」

〈シャドウ〉のコクピットで、ソラヤは絶望に呻く。

　倒たおれ、動かぬ彼女の機体には、いまだに三機の〈ケントゥリア〉が群がり寄っていた。手にした単分子カッターが閃ひらめくたび、少しずつ〈シャドウ〉が切り刻まれていく。装そう甲こうが裂さかれ、四し肢しがもがれ、剝むき出しになっていくマッスル・パッケージが機体フレーム。少しずつ少しずつ、寸刻みに──

　それはまるで、屍し肉にくにたかるハイエナやハゲタカのようだった。

　ついに、機体の胸きよう郭かくが切きり裂かれた。

「ひっ……」

　コクピット正面から生えた単分子カッターの切っ先に、ソラヤは凍こおりつく。

　裂け目から差しこむ、血よりも赤い落日の残光。そして無理矢理に突っこまれた〈ケントゥリア〉のマニピュレーターが、ソラヤの体をコクピットから引きずり出した。

「は、放して」

　いくらもがいても、ソラヤを拘こう束そくするマニピュレーターの力は一向に緩ゆるまない。それどころか、徐じよ々じよに強くなってきた。

（まさか、このまま私を握にぎりつぶす積もり）

　脂あぶら汗あせを浮うかべたソラヤの顔を、〈ケントゥリア〉の十字目が見やる。深刻な恐怖に凍りつく少女の躰からだに、容よう赦しやのない力が──

　と、〈レガトゥス〉の動きが止まった。

「え？」

　振り向いた〈レガトゥス〉が、ソラヤを拘束したまま膝をつく。その一機だけではなく、周囲の全てがそれに倣ならった。

　その中を静かに歩み寄る、新たな機体。

『やあ、無事だったのかいソラヤちゃん』

　響ひびき渡わたる、良く聞き慣れた声。駐ちゆう機き姿勢を取ったその機体のコクピットハッチが開き、オペレータが姿を現す。

「オル……カン──？」

　見慣れたはずの幼おさな馴な染じみ──確かにそのはずだ。だが半面を赤く血で汚よごしたその姿は、ソラヤが知るオルカンとあまりに違って見えた。

「良かったよ──本当に良かったよ」

　腹を抱かかえ、ゲラゲラと身をよじるオルカンの姿に、ソラヤは青ざめる。破われ鐘がねのような笑い声は、殷いん々いんと響き渡った。
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「ここ、なのか？」

　ようやく指定されたポイントに到とう着ちやくし、アデリーナはやや困こん惑わく気味の声を上げた。

　周囲はやや開けた、テーブル状の大地になっている。開けていて見晴らしは良好なのだが、あまり少数での防戦に向いた地形ではない。

「誰もいないようだが」

『そうよな、いや──』

　ユースフの声に、焦あせりが混じる。

『来るぞ！』

「ちっ！」

　二機の〈レイヴン〉は互たがいに背中を向け合い、防ぼう御ぎよ態勢を取る。

　同時に周囲の景色が歪ゆがみ、不可視型ＥＣＳが解除された。姿を現す、三機の〈ケントゥリア〉。

「待ち伏ぶせされたか」

『あるいは追いつかれたか』

　どちらにせよ、最悪の状じよう況きようだ。

（ならば、せめて──）

　接近される前に先制の大火力を叩たたきこみ、敵をなぎ払う。二号機は、榴りゆう弾だん砲ほうとチェーンガンを構え直した。

　だがその眼前で、不意に〈ケントゥリア〉は動きを止めた。その胸部を貫き、単分子カッターの切っ先が伸のびている。

　いや、その一機のみではない。残る二機の〈ケントゥリア〉も、ほぼ同時に全く同じ手法で屠ほふられていた。教科書通りの、見事なサイレント・キリングである。

　アデリーナたちに不意討うちを仕し掛かけようとしたはずの〈ケントゥリア〉が、逆に第三者の伏撃を受けて殲せん滅めつされたのだ。

「何者だ!?」

　警けい戒かいするアデリーナたちの前で、彼らはＥＣＳを解除して姿を現した。

　恐おそれていたスペツナズの〈シャドウ〉ではない。同じ第三世代型だが、明らかにＭ９の系列機である。アデリーナも、実際に目にするのは初めての機体だった。

「Ｍ９──〈シグマ・エリート〉、そういうことか」

　ようやく、平ひよう仄そくがあった。アメリカ合衆国海軍特殊部隊ＮａｖｙＳＥＡＬｓ──どんなコネを駆く使ししたのか知らないが、彼らこそがベルトランの言う『保険』なのだ。

『ＳＥＡＬｓチーム９所属、ロニー・ゼンメルヴァイス一等兵へい曹そうだ。送り狼おおかみは困ると言ったはずだよ』

〈シグマ〉のオペレータから、そう通信が入る。やや冗じよう談だんめいた口調の声は、意外なほど若い。

『君たちの本隊は、回収済みだ。あと三分で、こちらにもヘリが到着する。ＡＳの数が足りないみたいだけど、残り二機は？』

「合流が遅おくれています、一等兵曹殿どの」

　固い語調で答えながら、アデリーナは焦りを感じていた。達哉と菊乃は、何をしているのだろうか？

『これは──いかんな』

　ユースフから入った通信は、珍めずらしく焦りに震えていた。




『これは進退きわまりましたわ』

　菊乃から入った通信は、この期ごにおよんでもどこか諧かい謔ぎやく味があった。

「全くだ」

　対する達哉は、ぶっきらぼうにそう答える。

　達哉の一号機と菊乃の四号機は、追いすがってきた五機の〈ケントゥリア〉により包囲されていたのだ。背後を切り立った崖がけで塞ふさがれた二機の〈レイヴン〉に、無人ＡＳは半円の隊形を敷しいている。

　今までならば、突とつ破ぱ可能な戦力差である。だが〈ケントゥリア〉の戦せん闘とうＡＩが突とつ然ぜんの進化を遂とげた現状では、どうにも分ぶが悪い。

『あの崖、一号機単体ならアジャイル・スラスタで飛び越こせそうですけど』

「それで、残ったお前はどうするんだよ？　もう時間もないんだ、一気に突破するぞ」

『ああ、そんな──こんな窮きゆう地ちまでわたくしの身を案じていただけるなんて──』

　何やら感極きわまった声を、菊乃が言った時だった。

「伏ふせろ！」

『この期におよんで何をやっている、馬ば鹿か者もの！』

　上空から、強きよう烈れつな弾だん幕まくが降り注ぐ。山やま間あいを縫ぬうように飛来した、輸送ヘリからの攻撃だった。開いた後部ハッチから〈レイヴン〉二号機が身を乗り出し、臨時の砲ほう座ざ代わりになっている。

〈ケントゥリア〉の反応は素す早ばやい。連れん携けいを取りつつ後退し、対空砲火の構えを取る。だが、わずかに生じた包囲の乱れを、達哉も菊乃も見み逃のがさなかった。

「いくぞ！」

　アジャイル・スラスタに点火し、達哉の一号機は突とつ貫かんした。繰くり出された〈ドラゴンフライ〉の一撃が一機の〈ケントゥリア〉を串くし刺ざしにする。

　続いて素早く機体を翻ひるがえした一号機は、穂ほ先さきに捕とらえた機体を盾たて代わりに、残る〈ケントゥリア〉の射しや撃げきを防ぐ。味方の射撃を浴びて断だん末まつ魔まに痙けい攣れんする敵機の陰かげから、散さん弾だん砲ほうで応射。五七ミリ徹てつ甲こう弾だんの直撃を受けた〈ケントゥリア〉が、あっけなく吹ふっ飛んだ。

『はっ』

　菊乃の四号機は、瞬しゆん時じに身をかがめて大地を蹴けった。重じゆう厚こうな巨きよ体たいが、地を這はう蛇へびのしなやかさで〈ケントゥリア〉に迫せまる。応射をかいくぐりつつ、下方から跳はね上がった一〇式単分子カッターの一いつ閃せんが、敵機を斬きり捨てた。

　その隙すきをついて、背後からもう一機の〈ケントゥリア〉が躍おどりかかる。だがその動きを既すでに、菊乃の意識は捉とらえていた。ＴＡＲＯＳ作動、展開したサブアームは菊乃の意のまま自在に動き、巨大なクローが敵機を捕らえる。四号機は左の一刀を逆手に持ち替かえ、もがく〈ケントゥリア〉を振ふり向きもせず刺さし貫いた。

　残された一機は上空からアデリーナの猛もう射しやを浴び、蜂はちの巣になって転がる。

「かは──っ」

　わずか十数秒の攻こう防ぼうだが、達哉は激しく喘あえいだ。肩かたを大きく上下させながら、アデリーナに通信を繫つなぐ。

「すまないリーナ、助かった」

『いいから、脱だつ出しゆつするぞ！　もう時間が──』

　まさにその瞬間だった。

　死角から飛来した火線が、アデリーナの〈レイヴン〉二号機もろともヘリを撃うち抜ぬいたのは。

「──え？」

　沈ちん黙もくする通信機。

　コントロールを失った輸送ヘリは、ローター回転の反動でくるくると躍りながら、岩がん壁ぺきへと突つっこんだ。

「ま──」

　待て、と叫さけぶ余よ裕ゆうすらなかった。仮に叫べたとしても何の意味もなかった。

　爆ばく発はつ。渓けい谷こくに鮮あざやかな紅ぐ蓮れんの華はなが咲さき乱れるのを、達哉は呆ぼう然ぜんと見やることしかできなかった。

「何だ、こりゃ？」

　目の前で何が起こったのか分からない。

　網もう膜まくに映った情景を、脳が認識することを拒こばんでいる。

　アデリーナが──ほんの数秒前まで当たり前に会話を交かわしていた少女が、あまりにもあっけなく失われたという事実を……

『達哉さん！』

　立ちつくす一号機の機体が、四号機に引き倒たおされた。覆おおい被かぶさった四号機は、その重装そう甲こうで降り注ぐヘリの破は片へんから一号機を守る。

　重い音を立てて、一ひと際きわ大きな破片が一号機のすぐ側そばに落ちた。スクリーンに映ったそれが何かを認にん識しきし、達哉は呼吸を止める。

「あ──ああ──」

　無残に転がった鉄てつ塊かいは、二号機の右みぎ腕うでだった。

「あああああああ!?」

　絶ぜつ叫きようが、コクピットに響いた。




「そう簡単には、逃にがしません」

　峠とうげに伏せた〈レガトゥス〉のコクピットで、ナタリアは独りごちた。

　彼女の機体が手にした長大な火か砲ほうは〈ミュテオール〉、旧ソ連時代に開発されたロシア製のＡＳ用狙そ撃げき砲だ。有効射程ギリギリのスナイプだったが、先行させた〈ケントゥリア〉から転送された観測データにより、初しよ弾だん命中に成功していた。

　使い潰つぶしの利きく無人ＡＳには、こういう使い方もある。

　拡大したスクリーン越ごしに、戦果を確認。一撃で捉えたヘリは、爆発四散して派手に炎えん上じようし続けている。搭とう載さいしていた〈レイヴン〉二号機、そしてオペレータであるアデリーナと共に。

（不ふ憫びんな……）

　ほんの少しだけ、感傷が頭をもたげた。六年前に故郷のカフカスで出会った、民兵の少女の面おも影かげが脳のう裏りを過よぎる。それを押し殺し、ナタリアは次の標的に狙ねらいを──

　その瞬間、轟ごう音おんと閃せん光こうが〈レガトゥス〉を揺ゆさぶった。

「一体、何が──」

　スクリーンに映った情景に、ナタリアは啞あ然ぜんとした。

　仁に王おう立ちになった〈レイヴン〉一号機が、こちらをにらみつけていた。腰こし溜だめに構えられた長大な砲身──二号機の大口径榴弾砲が、ナタリアの〈レガトゥス〉を正確に捉えている。

「そんな、バカな？」

　元々、ＡＳの規格を超えた巨砲なのだ。専用の衝しよう撃げき吸収システムやアウトリガーといった特とく殊しゆ装備の補助なしで、まともに運用できるはずがない。反動で機体が吹っ飛ばされるだけだ。

　そんな常識を完全に無視し、山々に轟とどろく。

　その時、ナタリアは見た。発砲の瞬間、一号機の腰こしでアジャイル・スラスタが稼か働どうし、推すい進しん剤ざいの奔ほん流りゆうを撒まき散らしたのを。

（まさか──）

　発砲の反動を、スラスタの推力で相そう殺さいしたというのか？　ありえない──絶対にありえない！

　放たれた一五五ミリ砲弾は、彼ひ我がの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで征せい服ふくした。〈レガトゥス〉から、わずかに逸それて着弾。

　辛かろうじて直撃は免まぬかれたものの、至近距離から撒き散らされた衝撃波と弾片を浴びた機体は、軽々と宙を舞まう。

「かはっ」

　殺しきれない衝撃に揺さぶられるコクピット、そして鳴り響ひびくアラート。辛うじて生きていたスクリーンには、三射目を放とうとする〈レイヴン〉が映っている。

　死ね──

　剝むき出しの殺意に燃える、双そう眼がんのカメラアイ。その禍まが々まがしい光に、ナタリアは死を覚かく悟ごした。

　だが、三射目と同時に〈レイヴン〉の姿が大きく揺らいだ。

〈レイヴン〉と〈レガトゥス〉の交戦、ヘリの墜つい落らく、そして大口径砲の連射──続けざまの暴ぼう虐ぎやくに晒さらされた周囲の地じ盤ばんは既に限界だったのだ。

〈レイヴン〉たちの足あし下もとが崩ほう落らくする。一号機と四号機、そしてヘリまで巻きこんで、大量の土砂が谷底へと流れ落ちていった。

　あまりにも唐とう突とつな幕切れ。だが、ナタリアは青ざめたまま、荒あらく息をつくことしかできなかった。




　一瞬の浮ふ遊ゆう感の後、四号機の巨体は重力の見えざる手に捕つかまった。

「きゃあああ!?」

　悲鳴を上げる菊乃。落ちる、落ちる、落ちる──底知れぬ深しん淵えんへと転がり落ちる四号機を一号機ががっしりと抱だきかかえた。

「た、達哉さん!?」

『喋しやべるな！　舌した嚙かむぞ！』

　同時に横よこ殴なぐりの衝撃に、〈レイヴン〉の機体が吹っ飛ばされた。アジャイル・スラスタを噴ふかした一号機が、水平方向の飛ひ翔しようで土砂の崩ほう落らく範はん囲いから逃のがれた。

　だが──

「達哉さん、これでは！」

　一難去ってまた一難。自由落下の速度に推力の加速までつけて、谷底の岩がん盤ばんが目の前に迫る。

『分かっている！』

　スラスタが反転し、全力噴ふん射しやで制動。同時に一号機は崖に単分子カッターの刀身を突き立て、落下速度を殺そうとする。菊乃も慌あわてて、それに倣ならった。

　だが、完全には間に合わない。

　衝撃。

　谷底に叩たたきつけられた二機の〈レイヴン〉は、もつれ合いながら吹っ飛ばされた。二度、三度と地面を転がり、ようやく停止する。

「──っく」

　喘ぎながら菊乃は、機体の損傷を確認する。全身のマッスルパッケージが断だん裂れつし、パラジウム・リアクターの出力も不安定だ。フレーム自体にも何カ所か、無視できない歪ゆがみが生じている。

　だがそれでも、辛うじて四号機は動いた。

「達哉さん！」

　一号機に通信を繫ぐが、返事はない。思わずぞっとしながらも、機体間のデータリンクを介かいして一号機オペレータのバイタルチェックを行なう。

　どうやら、気絶しているだけのようだ。

「よかった……」

　そう安あん堵どしながら、菊乃は気づいた。気づかざるを得なかった。

　一号機以外とのデータリンクが、途と絶ぜつしている。どうやら自分たちは、完全に取り残されてしまったようだ。

　そしてそれは、二号機とも同様だった。

「アデリーナさん……」

　こみ上げてくる熱いものを、菊乃は懸けん命めいにこらえる。

　三条菊乃は、自分の弱さと脆もろさをよく知っている。弟の旭を喪うしなった時、それを思い知らされた。もしここで一いつ滴てきでも涙なみだをこぼしてしまえば、自分は立ち上がれないだろう。

　それだけは、できなかった。

　涙も、泣き声も押し殺し、四号機は立ち上がる。背後にわだかまる崩落した土砂を、一度だけ振ふり返る。

　おそらくヘリや二号機の残ざん骸がいも、遠からぬ場所に埋うもれているのだろう。アデリーナもまた、同様に──

「ごめんなさい、アデリーナさん」

　だが今、彼女の遺い骸がいを探たん索さくする余裕はない。残された貴重な時間は、死者を弔とむらうためでなく、生者の行く末のため使うべきなのだ。

　いまだ動かぬ一号機を、四号機は抱だき上げる。

「あなたを死なせはしませんよ、達哉さん。ええ、死なせるものですか」

　日の差さぬ谷の奥、暗がりの向こうへと、二機の〈レイヴン〉は姿を消した。




「逃のがしたか」

　谷間に降り立った〈レガトゥス〉のコクピットで、ミハイロフはつぶやいた。

　不可視モードこそ備わっていないが、〈レイヴン〉にもＥＣＳは搭載されている。この複雑な地形で逃げに徹てつされたならば、捕ほ捉そくするのは容易でない。

〈ケントゥリア〉で虱しらみ潰つぶしに探そうにも、すでに麾き下かの戦力は払ふつ底ていしかけている。

　それに加えて──

「ふん」

　小さくつぶやきながら、散らばったヘリやＡＳの残骸を走査する。乗員の末路に、大した感かん慨がいはない。死ぬべきものが死んだ、ただそれだけのことだ。

　だからその反応に気づいた時にも、大した驚おどろきはなかった。

「相変わらず、命いのち冥みよう加がなやつだ」
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　ヘリのキャビンは、沈ちん鬱うつな空気に包まれていた。

「えぐ──ひぐ──」

　しめやかな、すすり泣きの声。うつむいたクララは、目を真っ赤にして泣きはらしている。

「アタシのせいだ……」

　手て酷ひどい敗北だった。

　出しゆつ撃げきした四機の〈レイヴン〉のうち、回収できたのはユースフの三号機のみ。達たつ哉やの一号機、アデリーナの二号機、菊きく乃のの四号機、いずれも帰らず──

「アタシのせいで、みんなが……」

　お飾かざりの社長とはいえ、最後の決断を下したのはクララ自身だ。大切な仲間を、友人を失った悔かい恨こんが、少女の胸を苛さいなむ。

　と、その頭に大きな手が置かれた。

「ロニー……」
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　隣となりに座った赤毛の青年──ロニー・ゼンメルヴァイスは、優やさしくクララの頭を撫なでる。

「ダメだ──アタシ、やっぱりダメなヤツだ……」

　義ぎ兄けいの優しさに包まれながら、いつしか少女は眠ねむりに落ちた。




「手酷くやられたものよ」

　ヘリの格納庫で〈レイヴン〉三号機を見上げ、ユースフは沈ちん痛つうにつぶやく。

「…………」

　傍かたわらのサミーラもうつむき、一言も発しない。涙で潤うるんだ目は、真っ赤だった。

　窓からユースフは、眼下の景色を眺ながめやる。不可視型ＥＣＳで身を隠かくしたヘリは、イランとの国境沿いを西へと飛んでいた。行く手にはカスピ海の湖面が、かすかにだが見えてきた。

　向かう先は、中東のクルディスタン共和国。そこにあるＮＡＴＯ軍の基地に、現在ＳＥＡＬｓは間借りしているらしい。

「敗残の身か。だがこのままでは終わらぬ」

　最後にもう一度、ユースフや去りゆくガルナスタンの大地を振り向いた。

「タツヤ、リーナ、キクノ──そなたらの魂たましいに誓ちかおう。私は必ず戻もどってくるとな」




「撃うて！」

　命令一下、AKライフルの銃じゆう列れつが一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　狙ねらいは拘こう束そくされ、一列に並ばせられていた将校や兵士たちだ。真っ正面から銃じゆう弾だんを浴びせられ、バタバタと倒たおれていく。

　生々しく戦せん禍かの跡あとが残されたガルナバシュ独立広場では、反乱部隊に対する公開処しよ刑けいが執しつ行こうされていた。その中には、現場で指揮を執とっていたムラト大たい佐さの姿もある。彼一人は目め隠かくしを拒こばみ、最さい期ごの瞬しゆん間かんまで銃口をにらみつけていた。顔色こそ青ざめているものの悲鳴一つ上げず、そのまま崩くずれ落ちる。

「やれやれ、可愛かわいげがないねえ」

　大統領宮きゆう殿でんのバルコニーからその情景を見下ろし、オルカンは吐はき捨てた。

　反乱を起こしたとはいえ共和国防衛隊の将兵は、オルカンにとって直属の部下であり、同じ釜かまの飯を食った戦友だった。だがその処刑を前にしても、オルカンに動揺の気配は全く見えない。

「なんてことを……」

　顔を背そむけたソラヤが、力なくつぶやく。軍服姿のまま後ろ手に手て錠じようをかけられ、さらに縄なわで幾いく重えにも拘束されていた。

「なんてことも何も、ロシアに祖国を売ろうとした売ばい国こく奴どの処刑じゃないか。むしろ銃殺の名めい誉よを与あたえてあげただけ、ありがたいと思って欲しいね」

　亡なきパルミシュたちの真意を知っていながら、オルカンはそう平然とうそぶき、偽いつわる。

「まあ、一々絞こう首しゆ刑けいにするのも面めん倒どうだしね。それともいっそギロチンにするかな？　そもそもあれって、受刑者に苦痛を与えない『人道的な』処刑らしいし──あはははは」

　何かがツボに入ったのか、オルカンは大声でゲラゲラと笑い出した。そんな幼おさな馴な染じみの姿から、ソラヤは視線をそらす。

　ソラヤが身じろぎするたび、締しめ付けられた軍服の布地越ごしに、しなやかな体の線が強調される。乱れた襟えり元もとやタイトスカートの裾すそからのぞく健康的な褐かつ色しよくの肌はだに、オルカンは視線を這はわせた。

「報告します、閣下」

　部屋の扉とびらが開かれ、大たい尉いの階級章を付けた将校が駆かけこんできた。振り返ったオルカンは、無言のままうなずく。

「先ほどケミネ地区の東で、潜せん伏ぷくしていたロシア軍の情報将校を拘束しました」

「ロシア軍ってことは、ＧＲＵかい？」

「はっ。こちらで照合した所、旧ソ連時代のデータベースに残っておりました。デミトリー・キリエンコ中ちゆう佐さ──失礼、現在は少将のようです」

「そりゃまた大物が、釣つれた──」

　オルカンのつぶやきは、途と中ちゆうで断たち切られた。

「オルカン！　ここにいるのでしょう、オルカン!!」

　甲かん高だかい大声をまき散らしながら、ムーザ・アタエフ大統領がずかずかと部屋に入ってきたのだ。母の姿に気づいたオルカンの表情が、たちまち平板になる。

「……通すなと言ったはずなんだけどなあ」

　息子むすこのそんな様子に気づかないのか、大統領はその両手をしっかりと握にぎりしめた。

「よくやりました。ええ、本当に。お前はやれば出来る子だと、ずっと思っていましたとも。これで、何もかも──」

　そこでようやく、ソラヤのあられもない姿に気づいたのだろうか。大統領はぎょっと目を見はる。

　その隙すきにオルカンは、さり気なく母の手を振りほどいた。そのまま、背筋を伸のばしていた先ほどの大尉を見やる。

「それで、ロシアのスパイがどうしたって？」

「は、さすがに相手が相手ですので現場では処しよ遇ぐうを決めかね、上の判断を仰あおぎたいとのことです」

　大統領の頭あたま越ごしに尋たずねられて戸と惑まどいながら、それでも大尉はそう答える。

「軍服着てない情報将校だろ？　別に殺しても問題ない気もするけど……」

　ひどく物ぶつ騒そうなことを、オルカンはつぶやいた。

「とはいえ、色々と使い道はありそうかな。とりあえずは拘束しておいて、紳しん士し的にね」

「では、そのように」

　大尉が足早に退室すると、大統領が小さくため息をつく。

「そのような些さ事じに、いちいちお前が口を挟はさむものではありませんよ。そもそも──」

「お袋ふくろ」

　母の言葉を遮さえぎり、オルカンはその肩かたに手を置いた。

「ずいぶん疲つかれてるみたいだね。顔色もあまりよくないよ」

「ええ、それはまあ、少しは……」

　オルカンの声は、あくまで優しかった。そう、優しいだけの声だった。

「あんなことがあった後だし、当たり前だよね。だから、しばらくゆっくりと静養したらどうだい？」

　そう言いながら、オルカンは鋭するどく目配せする。控ひかえていた兵士二人が、背後から大統領の手を取った。

「え？」

「グプチャクの別べつ荘そうなんてどうかな？　あそこならのんびり出来るだろうし、いくらでも休んでくれよ。そうそう、こんなご時世だしちゃんと護衛は付けないとね」

「何を、何を言ってるの、オルカン!?」

　母の叫さけびに、もはやオルカンは答えようともせず背を向ける。その背後で兵士たちはあくまで丁てい重ちように、だが断固として、大統領を引きずり出す。

「は、放しなさい!!　オルカン!!　オル──」

　無情に扉は閉とざされ、金切り声は消えた。静せい寂じやくが戻った部屋で、ソラヤは愕がく然ぜんと目を見はる。

　つい半日ほど前、今とほとんど変わらない光景を見たのを思いだしたのだ。

（これって──）

　自分たちと、同じだ。

　クーデターによる排はい斥せきと、秘密裏の監かん禁きんという違ちがいはあれ、オルカンは大統領の母を政治の表おもて舞ぶ台たいから追放しようとしている。

「オルカン……あなた、何をするつもりなの？」

「何をって？　決まってるじゃないか」

　ソラヤの問いに、オルカンはさも面おも白しろそうに笑った。

「この国を、救うんだよ」




　峡きよう谷こくの底、山やま間あいの陰かげに四号機と一号機の機体はうずくまっていた。

　人里離はなれた山奥で、両機とも可能な限りの擬ぎ装そうが施ほどこされている。おそらくはそう簡単には見つからないはずだ。

　傭よう兵へいとして非正規戦の経験が豊富な菊乃にとって、慣れた作業である。

「達哉さん……」

　シートに横たわった達哉の意識は、まだ戻っていない。枕まくらにした菊乃の膝ひざの上で、時おり呻うめきを上げている。

「リーナ……リーナ──」

　その声を聞く度たびに、菊乃の胸が切なく疼うずく。

　眠りの淵ふちで、彼を苛さいなむ喪そう失しつの重みが分かるため──

　自分もまた、同じ喪失を抱いだいているため──

　そして何より、彼が求めているのが誰だれなのかを思い知らされたため──

　だが、それでもなお……

「いいえ、構いません」

　そうつぶやきながら、菊乃は達哉の頰ほおにそっと手を添そえる。

「あなたは死なせません。ええ、決して死なせませんとも」




　ニサ基地のＡＳ格納庫に、くぐもった悲鳴が響ひびいていた。

「う──ぐググ……がハッ」

　声の主は、白衣姿のクルピンスキーだった。その襟えり首くびをミハイロフがつかみ、容よう赦しやなく締め上げている。

「ずいぶんと、引っかき回してくれたものだな」

　クルピンスキーの体を右みぎ腕うで一本で吊つり上げながら、ミハイロフは淡たん々たんと言った。

「だか──はな──きい……」

　口の端はしから泡あわを噴きながら、クルピンスキーは言葉にならない声を切れ切れに上げる。万力のような力で締めつけられ、気管が潰つぶれる──どころか頸けい骨こつがみしみしと悲鳴を上げていた。

「お気持ちは分かりますが、そこまでです、社長」

「ふん」

　ナタリアからそう諭さとされ、ミハイロフは右手を開く。白目を剝むいたクルピンスキーの体はそのまま落下し、コンクリート打ちっぱなしの床ゆかに叩たたきつけられた。

「かはっ──ハッ、ハッ──」

　カエルのように這いつくばり、酸素を貪むさぼるクルピンスキー。その姿をミハイロフは、冷ややかに見下ろす。

「いいか、次はない。次は殺す。理解しろ」

「あ、ああ──肝きもに……銘じておく、よ──」

　肩を激しく上下させて喘あえぎながら、それでもクルピンスキーは辛かろうじて笑えみを取り繕つくろった。そんな姿に一いち瞥べつだけを残し、ミハイロフは踵きびすを返す。

「あの娘こは？」

「治ち療りようは終わりましたが、まだ意識は戻もどっていません。お会いになりますか？」

「そうだな、今のうちに会っておくか」

　うなずいたミハイロフは、ナタリアに先導されて格納庫を出た。

　ニサ基地の医療棟とうはいわゆる野戦病院ではなく、独立したプレハブの建物が与えられている。基地自体の人員が少ないためやや小さめの造りだが、設備や医療品は最さい先せん端たんのものが豊富に用意されていた。

「どうかなドクター、彼女の容よう態だいは」

「……無事だよ、驚おどろいたことにね」

　ミハイロフに気づいた初老の軍医──とはいってもＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社員だが──は、ぶっきらぼうにそう言った。

「外傷と言えるものは、せいぜい打ち身と軽度の火傷やけどくらいのものさ。呼吸も脈みやく拍はくもしっかりしてる。じきに意識も戻るだろうよ」

　そう言いながら軍医は、奥の扉を示す。はめこまれたガラスの窓まど越ごしに、ミハイロフは隣りん室しつをうかがった。

　清潔なベッドに、一人の少女が横たわっている。そこかしこに包帯が巻かれた姿は痛々しいものの、繫つながれたモニターが示すバイタルサインの数値は安定していた。

「こうやって直じかに顔を合わせるのは、バリク以来か」

　低くつぶやくミハイロフ。その声が聞こえたわけではないだろうが、少女のまつげが小さく震ふるえた。

　しばしの後、ゆっくりと両のまぶたが開く。灰色の瞳ひとみは茫ぼう洋ようと虚こ空くうをさまよい、そして窓越しにミハイロフに止まった。

　愕然と見開かれる、少女の目。

「一応、久しぶりと言っておくか──アデリーナ」








あとがき









　前七巻の発売直後、ウクライナ問題が深刻化した時は本当に驚おどろきました。作中で描びよう写しやした『ロシアと旧ソ連構成国の対立』が、現実に起こったわけですから。

　一読者として何度か遭そう遇ぐうしたフルメタジンクスに、まさか当事者として関かかわることになるとは……。まあ作中での参考にしたのは二〇〇八年のグルジア紛ふん争そうなので、半回りした時代に追いつかれたのかもしれません。

　今巻のストーリーも世情の影えい響きようを受けたわけではありません。賀が東とうさんも「気にする必要はない」とおっしゃってくれましたし。それに、いくら現代を舞ぶ台たいにしていても、あくまで作中世界は架か空くうのものですから。

　しかしながら、この八巻を書いていて、少々筆が重かったのも事実です。さすがにネタがダイレクト過ぎて、鈍どん感かんな僕でも色々と思う所がありました。

　……おかげで原げん稿こうのスケジュールが、遅おくれに遅れてしまいました。い、いや、決して言い訳しているのではありませんヨ（汗）？

　ただ、難産だったぶん、とても勉強になりました。特に戦争という、ありとあらゆる意味でややこしい事象を、いかにしてライトノベルに落としこむか、というあたりが。




　さて、フルメタアナザーという作品も、いよいよ佳か境きように入ってきました。

　このまま一いつ気き呵か成せいにクライマックス突とつ入にゆう──の前に一呼吸おいて、次巻はアデリーナをメインに据すえた過去編をお送りする予定です。

　今までごく断片的にしか触ふれてこなかった、在りし日の彼女の姿。民兵としての日々やマオたちとの出会い、そしてミハイロフとの因いん縁ねん──等々を描えがくつもりです。

　ただ、過去編だけだと分量が中ちゆう途と半はん端ぱになりそうなので、今までドラマガ等に掲けい載さいされた読み切り短編も収録することになると思います。

　興味のある方は、ぜひとも手にとってご一読の程ほどを。




　さて、そろそろ紙数も尽つきてきました。いつも通りで恐きよう縮しゆくですが、最後まで読んでくださった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一四年　六月　大おお黒くろ尚なお人と










解説









　早いもので「アナザー」のお話ももう八巻です。

　もともとフルメタ世界のＡＳを紹しよう介かいしていこう、くらいの軽いノリで始まったシリーズですが、のんきなことばかりもやってられなくなってきました。いよいよドラマは佳境に入ってきています。

　……とはいえ、本家フルメタみたいに世界改変の謎なぞやら巨きよ大だい組織との暗あん闘とうやら、という大おお仕じ掛かけなネタはなかなかできません。そこで中央アジアの架空の国（モデルはあり）を舞台に、わりとスケール大きめの戦争を起こして、その渦か中ちゆうに身を投じる達たつ哉やたち……なんて方向になってきました。

　もう一年以上前から、こういう話にすることは決めていました。

　ところがその間に現実の国際情勢では、ウクライナがいろいろとヤバいことになってきたりして、いやはや参ったなあ、とか思ったり思わなかったり。対立の構図や背景は、ガルナスタンとは全然違ちがう感じなんですが、なんとなく場所も近いしムードも似ているもので、不ふ謹きん慎しんなネタになってしまわないか心配しております。いまのところ予断を許さない状じよう況きようみたいですが、なんとか丸く収まってほしいものですね（汗）。




　大おお黒くろくんも八巻まで来てずいぶんと慣れてきたようで、最近はわりとお任せ度があがっております。

　とはいえシリーズのクライマックスというのはなかなか難しいものでして、どんな作家でも筆が遅おそくなりがちです。自分も本家フルメタを書いていたころは、最終巻の前は悩なやみに悩んで苦しみ抜ぬいたあげく、原稿を前にして鼻ほじりながらエンエンとフリーセルをプレイして一日つぶしたこともしょっちゅうでした！（いきなり情けない告白）おかげで賀が東とうはフリーセル、かなりうまいよ!?

　まあ大黒くん本人はけっこうケロッとしているので、あまり心配する必要はなさそうですが、とにかく頑がん張ばれ、ホセ！　もしかしたら秋からスタートのアニメ「甘城ブリリアントパーク」にも出演できるかもよ!?（※ずっと前に大黒くんにニコ生に出てもらった時、本人が顔出しをイヤがったのでルチャのマスクをつけてもらって出演。それ以来大黒ホセの外見はルチャ＋警備員というのがデフォになりました。それで原作の甘ブリにもその姿でチョイ役で出演中なのです。超ちようどうでもいい余談）




　えーと、あとなんか話題あったかな。

　そういえば先日、コトブキヤさんからリリースされたレーバテインのプラモを作りました。これがもう、超いい出来！　組立もカッチリはまって気持ちいいことこの上ありません。超おすすめです。がんばって別の色に塗と装そうして、「レーバテイン・ダークマター」とかを作りたいのですが、時間がなくて全然作業ができません……。パッフ！

　あと、この本が出るころにはもう発売されていて、しかもたぶん入手困難（汗）になってるかもしれませんが……ＭＥＴＡＬ　ＢＵＩＬＤのレーバテイン！　これがもうスゴい出来です！　パッケージアートは、なんとあの天てん神じん英ひで貴たかさんです！　超ちよう絶ぜつクオリティの超ちよう豪ごう華かレーバテイン。あのすごさは写真では伝わらない！　ぜひ手にとってほしい！　もうお持ちの皆様、お買い上げありがとうございます。入手できなかった皆様、すみません（でもまたチャンスあるかも？）。

　この調子でＭＥＴＡＬ　ＢＵＩＬＤサベージを実現してほしいものです（無理）。

　フルメタ周りで言えば、「第３次スーパーロボット大戦Ｚ（時獄篇）」！　発売からけっこう経ってしまいましたが、いまでもちょくちょくプレイしております。楽しい！　感激！

　ちなみにゲーム中では〈デ・ダナン〉の扱あつかいでビックリな展開があるのですが……はい！　賀東は全力でＯＫ出しましたよ！　細けえ事はいいんだよ！　ＯＫに決まってるじゃん！　どこでも行こうよ！　宇宙の果てまでも！

　前にスパロボのプロデューサー寺てら田だ氏とお会いして色々話したのですが、遠い昔の少年時代、１／１００バイファムのプラモの発売日、大雪の中、キットを求めて模型店を周りまくったという同じ経験をしていることが判明し、超感動しました。マジでちょっと涙なみだ出た。




　そんなこんなで、そろそろクライマックスなアナザーの次巻もご期待ください。

　ではでは。





二〇一四年　六月　賀東招しよう二じ
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